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１	 http://www.21ppi.org/seminar/pdf/06.pdf
２	 http://www.mofa.go.jp/mofaj/files/000260041.pdf

は
じ
め
に

２
０
１
７
年
4
月
、
21
世
紀
政
策
研
究
所
新
書
に
お
い
て
「
ト
ラ
ン
プ
政
権
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
温
暖
化

政
策１

」
を
上
梓
し
た
。
オ
バ
マ
政
権
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
温
暖
化
政
策
を
否
定
し
、
パ
リ
協
定
の
キ
ャ
ン
セ

ル
を
標
榜
す
る
ト
ラ
ン
プ
政
権
の
誕
生
は
世
界
に
大
き
な
衝
撃
を
与
え
る
も
の
で
あ
る
が
、
右
記
報
告

に
お
い
て
は
主
に
ト
ラ
ン
プ
政
権
の
国
内
エ
ネ
ル
ギ
ー
温
暖
化
対
策
に
焦
点
を
当
て
る
も
の
と
な
っ
た
。

大
統
領
選
中
、
パ
リ
協
定
の
キ
ャ
ン
セ
ル
を
公
約
し
て
い
た
ト
ラ
ン
プ
大
統
領
は
政
権
発
足
後
は
「
慎

重
に
検
討
」
と
ト
ー
ン
ダ
ウ
ン
し
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
背
景
に
パ
リ
協
定
残
留
・
離
脱
に
関
す

る
政
権
部
内
の
意
見
対
立
が
あ
っ
た
こ
と
は
右
記
報
告
の
中
で
紹
介
し
て
い
る
。
諸
外
国
の
リ
ー
ダ
ー

た
ち
は
米
国
の
パ
リ
協
定
離
脱
を
翻
意
さ
せ
よ
う
と
試
み
、
そ
の
ハ
イ
ラ
イ
ト
は
５
月
の
Ｇ
７
タ
オ
ル

ミ
ー
ナ
サ
ミ
ッ
ト
で
あ
っ
た
。
し
か
し
サ
ミ
ッ
ト
の
場
に
お
い
て
も
ト
ラ
ン
プ
大
統
領
は
パ
リ
協
定
に

つ
い
て
の
旗
幟
を
鮮
明
に
せ
ず
、
首
脳
共
同
声
明２

で
は
パ
リ
協
定
に
関
し
、
以
下
の
よ
う
な
両
論
併
記

的
な
文
言
と
な
っ
た
。
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�
31　

我
々
は
、
集
団
的
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
安
全
保
障
を
強
化
し
、
開
か
れ
、
透
明
性
が
あ
り
、 

流

動
的
な
、
か
つ
、
安
全
な
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
及
び
技
術
の
た
め
の
世
界
的
な
市
場
を
確
保
す
る
こ

と
に
コ
ミ
ッ
ト
す
る
。
我
々
は
、
原
子
力
を
利
用
す
る
こ
と
を
選
択
し
た
全
て
の
国
々
が
原
子

力
安
全
、
核
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
及
び
核
不
拡
散
で
最
高
の
水
準
を
確
保
す
る
こ
と
を
再
確
認
す
る
。

我
々
は
、
成
長
と
雇
用
の
創
出
の
観
点
か
ら
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
分
野
の
変
革
及
び
ク
リ
ー
ン
・
テ

ク
ノ
ロ
ジ
ー
に
よ
っ
て
提
供
さ
れ
る
重
要
な
経
済
的
な
機
会
を
活
用
す
る
こ
と
を
決
意
す
る
。 

　
　

�

32　

米
国
は
気
候
変
動
及
び
パ
リ
協
定
に
関
す
る
自
国
の
政
策
を
見
直
す
プ
ロ
セ
ス
に
あ
る
た

め
、こ
れ
ら
の
議
題
に
つ
い
て
コ
ン
セ
ン
サ
ス
に
参
加
す
る
立
場
に
な
い
。米
国
の
こ
の
プ
ロ
セ

ス
を
理
解
し
、
カ
ナ
ダ
、
フ
ラ
ン
ス
、
ド
イ
ツ
、
イ
タ
リ
ア
、
日
本
及
び
英
国
の
元
首
及
び
首
脳

並
び
に
欧
州
理
事
会
及
び
欧
州
委
員
会
の
議
長
は
、
伊
勢
志
摩
サ
ミ
ッ
ト
に
お
い
て
表
明
さ
れ

た
と
お
り
、
パ
リ
協
定
を
迅
速
に
実
施
す
る
と
の
強
固
な
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
を
再
確
認
す
る
。 
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２
０
１
７
年
６
月
１
日
の
21
世
紀
政
策
研
究
所
主
催
の
セ
ミ
ナ
ー
に
お
い
て
同
年
５
月
の
国
連
気
候

変
動
枠
組
条
約
補
助
機
関
会
合
の
結
果
報
告
と
ト
ラ
ン
プ
政
権
発
足
以
降
の
米
国
の
動
向
を
報
告
し
た
。

既
に
ネ
ッ
ト
上
で
は
ト
ラ
ン
プ
大
統
領
が
パ
リ
協
定
離
脱
の
意
思
を
固
め
た
と
の
ニ
ュ
ー
ス
が
流
れ
て

い
た
が
、
最
終
的
な
結
論
は
そ
の
日
の
深
夜
（
米
国
時
間
６
月
１
日
午
後
３
時
）
に
ホ
ワ
イ
ト
ハ
ウ
ス

で
行
わ
れ
る
ス
ピ
ー
チ
を
待
つ
し
か
な
か
っ
た
。
筆
者
は
セ
ミ
ナ
ー
の
場
で
は
、
米
国
が
目
標
を
引
き

下
げ
て
で
も
パ
リ
協
定
に
残
留
す
る
こ
と
へ
の
期
待
を
語
っ
た
。
し
か
し
残
念
な
こ
と
に
結
果
は
観
測

報
道
ど
お
り
の
パ
リ
協
定
離
脱
表
明
と
な
っ
た
。

本
報
告
書
は
筆
者
の
私
見
も
交
え
つ
つ
、
ト
ラ
ン
プ
大
統
領
の
パ
リ
協
定
離
脱
表
明
と
そ
の
波
紋
、

及
び
２
０
１
７
年
11
月
に
開
催
さ
れ
た
Ｃ
Ｏ
Ｐ
23
（
国
連
気
候
変
動
枠
組
条
約
第
23
回
締
約
国
会
議
）

の
結
果
に
つ
い
て
述
べ
た
も
の
で
あ
る
。
温
暖
化
問
題
を
め
ぐ
る
国
際
情
勢
を
理
解
す
る
一
助
と
な
る

の
で
あ
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

　
　
　

２
０
１
７
年
12
月
20
日

有
馬　

純　
　

（
図
表
・
写
真
は
関
連
の
Ｈ
Ｐ
等
よ
り
引
用
し
た
）
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ト
ラ
ン
プ
大
統
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の

パ
リ
協
定
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脱
表
明
と
そ
の
波
紋
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３	 https://www.whitehouse.gov/the-press-office/2017/06/01/statement-
	 president-trump-paris-climate-accord

⒈ 
ト
ラ
ン
プ
大
統
領
の
離
脱
表
明
演
説

２
０
１
７
年
６
月
１
日
、
ト
ラ
ン
プ
大
統
領
は
、
ホ
ワ
イ
ト
ハ
ウ
ス
の
ロ
ー
ズ
・
ガ
ー
デ
ン
に
お
い

て
パ
リ
協
定
離
脱
を
正
式
に
表
明
し
た３

。
若
干
長
く
な
る
が
、
彼
の
考
え
方
や
レ
ト
リ
ッ
ク
の
理
解
を

助
け
る
た
め
、
そ
の
内
容
を
以
下
に
詳
細
に
紹
介
す
る
。

◦�

自
分
は
こ
の
国
の
偉
大
な
国
民
の
た
め
に
日
夜
戦
っ
て
い
る
。
ゆ
え
に
米
国
と
米
国
市
民
を
守
る

と
い
う
確
固
た
る
義
務
を
遂
行
す
る
た
め
、
米
国
は
パ
リ
協
定
か
ら
離
脱
す
る
。
し
か
し
米
国
、

米
国
の
産
業
界
、
労
働
者
、
国
民
、
納
税
者
に
と
っ
て
公
平
な
条
件
の
下
で
パ
リ
協
定
あ
る
い
は

全
く
新
し
い
取
引
に
再
加
入
す
る
た
め
の
交
渉
を
開
始
す
る
。
我
々
は
離
脱
す
る
が
、
交
渉
を
開

始
す
る
の
で
あ
り
、
公
平
な
取
引
が
で
き
る
か
ど
う
か
を
見
極
め
る
。
そ
れ
が
で
き
れ
ば
素
晴
ら

し
い
こ
と
だ
し
、
で
き
な
け
れ
ば
、
そ
れ
で
も
か
ま
わ
な
い
。

◦�

本
日
を
も
っ
て
米
国
は
非
拘
束
的
な
パ
リ
協
定
、
及
び
パ
リ
協
定
が
米
国
に
課
し
て
い
る
厳
し
い

財
政
的
、
経
済
的
負
担
の
実
施
を
全
て
と
り
や
め
る
。
こ
れ
は
Ｎ
Ｄ
Ｃ
（
国
別
貢
献
、
削
減
目

8



標
）
の
停
止
、
米
国
に
多
額
の
費
用
を
も
た
ら
し
て
い

る
緑
の
気
候
基
金
へ
の
拠
出
の
と
り
や
め
を
含
む
。

◦�N
ational E

conom
ic R

esearch A
ssociates

（
Ｎ

Ｅ
Ｒ
Ａ
：
米
国
経
済
研
究
協
会
） 

の
試
算
に
よ
れ
ば
、

パ
リ
協
定
を
遵
守
し
、
煩
雑
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
規
制
を

行
え
ば
、
２
０
２
５
年
ま
で
に
米
国
で
２
７
０
万
人
の

雇
用
が
失
わ
れ
、
製
造
業
の
雇
用
も
44
万
人
減
る
。

こ
れ
は
我
々
が
欲
す
る
と
こ
ろ
で
は
な
い
。
同
試
算

に
よ
れ
ば
、
前
政
権
の
導
入
し
た
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト

を
実
施
す
れ
ば
、
２
０
４
０
年
ま
で
に
紙
で
12
％
、
セ

メ
ン
ト
で
23
％
、
鉄
鋼
で
38
％
、
石
炭
で
86
％
、
天

然
ガ
ス
で
31
％
の
生
産
減
が
生
じ
、
３
兆
ド
ル
の
Ｇ
Ｄ

Ｐ
損
失
、
６
５
０
万
人
の
雇
用
喪
失
、
１
家
計
当
た
り

７
０
０
０
ド
ル
の
所
得
喪
失
に
つ
な
が
る
。
自
分
は

ホワイトハウスでパリ協定離脱表明を行うトランプ大統領
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環
境
保
護
に
は
熱
心
だ
が
、
米
国
を
罰
す
る
よ
う
な
協
定
を
支
持
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
例

え
ば
パ
リ
協
定
下
で
中
国
は
今
後
13
年
も
の
間
、
排
出
増
が
許
さ
れ
る
。
中
国
は
13
年
間
、
や

り
た
い
放
題
な
の
に
、
我
々
は
そ
う
で
は
な
い
。
イ
ン
ド
の
目
標
は
先
進
国
か
ら
数
十
億
ド
ル

も
の
多
額
な
支
援
を
受
け
る
こ
と
を
条
件
と
し
て
い
る
。

◦�

結
局
の
と
こ
ろ
、
パ
リ
協
定
は
米
国
に
と
っ
て
最
大
級
に
不
公
平
な
協
定
で
あ
る
。
更
に
パ
リ
協

定
で
は
米
国
の
ク
リ
ー
ン
コ
ー
ル
の
開
発
は
事
実
上
、
ブ
ロ
ッ
ク
さ
れ
る
。
中
国
は
数
百
も
の
石

炭
火
力
発
電
所
を
作
る
こ
と
が
許
さ
れ
て
い
る
の
に
、
米
国
は
そ
れ
が
で
き
な
い
。
イ
ン
ド
も

２
０
２
０
年
ま
で
に
石
炭
生
産
の
倍
増
が
許
さ
れ
て
い
る
。

◦�

こ
の
協
定
は
気
候
に
関
す
る
も
の
で
は
な
く
、
他
国
が
米
国
に
対
し
て
有
利
に
な
る
た
め
も
の
で

あ
る
。
他
国
は
米
国
が
パ
リ
協
定
に
署
名
し
た
際
に
拍
手
し
、
熱
狂
し
た
が
、
そ
れ
は
パ
リ
協
定

が
我
々
の
愛
す
る
米
国
に
非
常
な
経
済
的
不
利
を
も
た
ら
す
か
ら
だ
。
彼
ら
が
米
国
の
パ
リ
協
定

残
留
を
望
む
理
由
は
、
そ
う
す
れ
ば
米
国
が
自
ら
も
た
ら
し
た
経
済
的
打
撃
に
苦
し
み
続
け
る
か

ら
だ
。

◦�

米
国
は
地
球
上
で
最
も
豊
か
で
数
百
万
人
の
米
国
の
貧
し
い
労
働
者
を
貧
困
か
ら
引
き
上
げ
る
の

10



に
十
分
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
資
源
を
有
し
て
い
る
。
し
か
し
パ
リ
協
定
の
下
で
は
我
々
は
エ
ネ
ル
ギ
ー

資
源
を
事
実
上
封
印
す
る
こ
と
に
な
り
、
莫
大
な
富
を
奪
う
こ
と
に
な
る
。
こ
の
協
定
は
米
国
か

ら
他
国
へ
の
巨
大
な
富
の
移
転
で
あ
る
。
１
％
成
長
で
あ
れ
ば
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
国
内
需

要
を
賄
う
こ
と
が
可
能
だ
が
、
３
〜
４
％
成
長
の
下
で
は
米
国
で
利
用
可
能
な
全
て
の
エ
ネ
ル
ギ

ー
源
を
動
員
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。

◦�

パ
リ
協
定
が
完
全
に
実
施
さ
れ
て
も
、２
１
０
０
年
ま
で
に
温
度
上
昇
を
０
・
２
度
食
い
止
め
る
だ

け
で
あ
る
。
米
国
が
数
十
億
ド
ル
の
費
用
、
雇
用
喪
失
、
工
場
閉
鎖
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
コ
ス
ト
上
昇

を
経
て
２
０
３
０
年
に
排
出
削
減
を
し
て
も
中
国
の
14
日
分
の
排
出
で
帳
消
し
に
な
っ
て
し
ま
う
。

◦�

今
朝
の
ウ
オ
ー
ル
ス
ト
リ
ー
ト
ジ
ャ
ー
ナ
ル
が
論
じ
て
い
る
よ
う
に
パ
リ
協
定
離
脱
は
米
国
の
経

済
的
利
益
で
あ
り
、
気
候
に
は
影
響
は
な
い
。
ト
ラ
ン
プ
政
権
の
下
で
、
米
国
は
最
も
ク
リ
ー
ン

で
環
境
に
や
さ
し
い
国
で
あ
り
続
け
る
。
最
も
ク
リ
ー
ン
な
空
気
と
水
を
持
ち
続
け
る
。
我
々
は

環
境
に
や
さ
し
い
が
、
ビ
ジ
ネ
ス
や
雇
用
を
犠
牲
に
す
る
こ
と
は
し
な
い
。
我
々
は
急
速
に
成
長

す
る
の
だ
。

◦�

我
々
は
民
主
的
な
リ
ー
ダ
ー
と
共
に
、
米
国
及
び
米
国
の
労
働
者
に
公
平
な
条
件
の
下
で
パ
リ
協

11 Ⅰ.  トランプ大統領のパリ協定離脱表明とその波紋



定
復
帰
を
交
渉
す
る
、
あ
る
い
は
我
が
国
及
び
納
税
者
を
守
る
新
た
な
デ
ィ
ー
ル
（
取
引
）
を
交

渉
す
る
。
自
分
と
や
っ
て
い
く
つ
も
り
が
あ
る
な
ら
ば
、
妨
害
者
で
あ
る
こ
と
を
や
め
る
べ
き
だ
。

我
々
は
交
渉
の
テ
ー
ブ
ル
に
つ
き
、
デ
ィ
ー
ル
に
戻
る
。
良
い
デ
ィ
ー
ル
を
し
、
工
場
閉
鎖
も
雇

用
喪
失
も
起
こ
さ
な
い
。
そ
れ
ま
で
は
我
々
は
パ
リ
協
定
の
外
に
い
る
。

◦�

パ
リ
協
定
は
米
国
の
犠
牲
に
よ
っ
て
富
を
得
よ
う
と
し
て
い
る
外
国
資
本
や
グ
ロ
ー
バ
ル
な
活
動

家
の
称
賛
を
得
る
た
め
に
米
国
に
ハ
ン
デ
ィ
キ
ャ
ッ
プ
を
課
す
。
そ
れ
は
米
国
第
一
で
は
な
い
。

自
分
は
常
に
米
国
第
一
を
目
指
す
。

◦�

米
国
に
パ
リ
協
定
残
留
を
求
め
る
国
々
は
、
貿
易
慣
行
や
軍
事
同
盟
へ
の
不
十
分
な
貢
献
を
通
じ

て
米
国
に
数
兆
ド
ル
の
コ
ス
ト
を
も
た
ら
し
て
い
る
。
い
つ
米
国
は
貶
め
ら
れ
た
の
か
？　

い
つ

他
国
は
米
国
の
こ
と
を
笑
い
始
め
た
の
か
？　

我
々
は
市
民
、
納
税
者
の
た
め
に
公
平
な
扱
い
を

欲
し
て
い
る
。
こ
れ
以
上
、
他
国
の
指
導
者
や
他
国
に
我
々
の
こ
と
を
笑
わ
せ
な
い
。
自
分
は

ピ
ッ
ツ
バ
ー
グ
の
市
民
を
代
表
し
て
選
出
さ
れ
た
の
で
あ
り
、
パ
リ
で
は
な
い
。

◦�

パ
リ
協
定
は
厳
し
い
エ
ネ
ル
ギ
ー
制
約
を
課
す
る
こ
と
に
加
え
、
先
進
国
か
ら
途
上
国
に

１
０
０
０
億
ド
ル
の
支
払
い
を
求
め
る
緑
の
気
候
基
金
を
通
じ
て
米
国
の
富
を
他
国
に
再
配
分
す
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る
こ
と
に
な
る
。
我
々
は
数
十
億
ド
ル
の
お
金
を
払
う
こ
と
に
な
る
。
米
国
は
他
国
よ
り
も
先
行

し
て
お
金
を
払
っ
て
い
る
、
他
国
は
払
っ
て
お
ら
ず
、
１
セ
ン
ト
も
払
わ
な
い
だ
ろ
う
。
緑
の
気

候
基
金
は
米
国
に
数
百
億
ド
ル
の
資
金
拠
出
を
強
い
る
こ
と
に
な
る
。
米
国
が
既
に
払
っ
た
10
億

ド
ル
の
中
に
は
テ
ロ
へ
の
戦
い
の
予
算
を
回
し
た
も
の
も
含
ま
れ
る
。
こ
れ
は
自
分
が
就
任
す
る

前
に
起
き
た
こ
と
だ
が
、
良
く
な
い
こ
と
だ
。
２
０
１
５
年
に
気
候
変
動
枠
組
条
約
事
務
局
の
元

高
官
は
年
間
１
０
０
０
億
ド
ル
を
「
取
る
に
足
ら
な
い
額
」
と
評
し
た
。
緑
の
気
候
基
金
の
事
務

局
長
は
２
０
２
０
年
に
は
年
間
４
５
０
０
億
ド
ル
だ
と
見
積
も
っ
て
い
る
。
し
か
も
そ
の
お
金
が

ど
こ
に
使
わ
れ
る
か
誰
も
知
ら
な
い
。
世
界
最
大
の
排
出
国
は
緑
の
気
候
基
金
で
何
ら
義
務
を

負
っ
て
い
な
い
。
米
国
は
20
兆
ド
ル
の
財
政
赤
字
を
抱
え
て
お
り
、
資
金
不
足
に
苦
し
む
都
市
は

警
察
官
を
雇
え
ず
、
イ
ン
フ
ラ
整
備
も
で
き
ず
、
数
百
万
の
人
々
が
失
業
し
て
い
る
。
し
か
し
パ

リ
協
定
の
下
で
は
米
国
で
投
資
す
べ
き
数
十
億
ド
ル
の
お
金
が
我
々
の
工
場
や
雇
用
を
奪
っ
て
い

る
国
々
に
流
れ
る
の
だ
。

◦�

更
に
パ
リ
協
定
に
は
深
刻
な
法
律
上
、
憲
法
上
の
問
題
が
あ
る
。
欧
州
、
ア
ジ
ア
、
世
界
の
指
導

者
は
米
国
民
及
び
選
挙
に
よ
っ
て
選
ば
れ
た
代
表
者
以
上
に
米
国
経
済
に
つ
い
て
と
や
か
く
言
う
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べ
き
で
は
な
い
。
パ
リ
協
定
か
ら
の
離
脱
は
米
国
の
主
権
を
改
め
て
主
張
す
る
も
の
だ
。

◦�
米
国
の
潤
沢
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
資
源
へ
の
制
約
除
去
を
強
力
に
推
し
進
め
始
め
た
中
で
パ
リ
協
定
に

残
留
す
る
こ
と
は
深
刻
な
障
害
に
な
る
。
か
つ
て
は
国
際
協
定
が
米
国
の
国
内
経
済
問
題
へ
の
取

り
組
み
を
阻
害
す
る
こ
と
な
ど
考
え
ら
れ
な
か
っ
た
。
し
か
し
我
々
が
協
定
を
離
脱
す
る
か
、
よ

り
よ
い
デ
ィ
ー
ル
を
交
渉
し
な
い
限
り
、
こ
れ
が
我
々
の
直
面
す
る
新
た
な
現
実
で
あ
る
。
パ
リ

協
定
は
今
後
、
更
に
野
心
の
レ
ベ
ル
を
高
め
る
の
で
、
リ
ス
ク
も
拡
大
す
る
。
パ
リ
協
定
は
出
発

点
に
す
ぎ
ず
、
到
達
点
で
は
な
い
。
協
定
離
脱
は
将
来
の
主
権
侵
害
や
法
的
責
任
か
ら
米
国
を
守

る
も
の
で
あ
る
。
パ
リ
協
定
に
残
留
す
る
と
巨
大
な
法
的
リ
ス
ク
を
負
う
。

◦�

大
統
領
と
し
て
自
分
は
米
国
民
に
責
任
を
負
っ
て
い
る
。
パ
リ
協
定
は
我
々
の
経
済
、
雇
用
、
主

権
を
弱
め
る
も
の
で
あ
り
、
受
け
入
れ
が
た
い
法
的
リ
ス
ク
を
も
た
ら
し
、
他
国
に
対
し
て
不
利

な
立
場
に
置
く
。
パ
リ
協
定
を
離
脱
し
、
環
境
、
企
業
、
市
民
、
国
を
守
る
新
た
な
デ
ィ
ー
ル
を

追
求
す
べ
き
時
で
あ
る
。

◦�

パ
リ
の
前
に
ヤ
ン
グ
ス
タ
ウ
ン
、
オ
ハ
イ
オ
、
デ
ト
ロ
イ
ト
、
ミ
シ
ガ
ン
、
ピ
ッ
ツ
バ
ー
グ
、
ペ

ン
シ
ル
ベ
ニ
ア
を
優
先
す
べ
き
時
期
で
あ
る
。
米
国
を
再
び
偉
大
に
す
る
べ
き
時
で
あ
る
。
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⒉ 
ト
ラ
ン
プ
演
説
へ
の
内
外
の
反
応

予
想
さ
れ
た
こ
と
で
あ
る
が
、
ト
ラ
ン
プ
大
統
領
の
離
脱
演
説
に
は
国
内
外
か
ら
即
座
に
多
く
の
反

応
が
あ
っ
た
。

ト
ラ
ン
プ
大
統
領
の
演
説
の
直
後
、
メ
ル
ケ
ル
独
首
相
、
マ
ク
ロ
ン
仏
大
統
領
、
ジ
ェ
ン
テ
ィ
ロ
ー

ニ
伊
首
相
は
「
パ
リ
協
定
の
モ
メ
ン
タ
ム
を
逆
行
さ
せ
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
パ
リ
協
定
は
再
交
渉
で

き
な
い
も
の
と
確
信
し
て
い
る
」
と
の
声
明
を
発
表
し
て
い
る
。
こ
れ
と
は
別
途
、
マ
ク
ロ
ン
仏
大
統

領
は
テ
レ
ビ
演
説
に
お
い
て
「
気
候
変
動
に
つ
い
て
プ
ラ
ン
Ｂ
は
存
在
し
な
い
。
地
球
は
か
け
が
え
が

な
い
か
ら
だ
」
と
言
い
、
ト
ラ
ン
プ
大
統
領
の
「M

ake A
m

erica great again

」
を
皮
肉
っ
て
「W

e 
all share the sam

e responsibility to m
ake our planet great again

」
と
英
語
で
締
め
く
く
っ

た
。メ

ル
ケ
ル
独
首
相
は
Ｇ
７
サ
ミ
ッ
ト
で
ト
ラ
ン
プ
大
統
領
の
説
得
に
奏
功
し
な
か
っ
た
こ
と
を
受
け
、

「
ド
イ
ツ
が
他
者
に
完
全
に
依
存
で
き
た
時
代
は
終
わ
っ
た
」と
述
べ
、
米
欧
関
係
の
変
質
に
警
鐘
を
鳴

ら
し
て
い
た
が
、
今
回
の
ト
ラ
ン
プ
大
統
領
の
表
明
に
つ
い
て
は
「
大
変
残
念
だ
。
パ
リ
協
定
は
国
際

15 Ⅰ.  トランプ大統領のパリ協定離脱表明とその波紋



社
会
が
共
に
協
力
し
て
い
く
た
め
の
主
柱
の
一
つ
だ
」
と
述
べ
た
。

英
国
の
メ
イ
首
相
は
メ
ル
ケ
ル
、
マ
ク
ロ
ン
、
ジ
ェ
ン
テ
ィ
ロ
ー
ニ
共
同
声
明
に
は
参
加
し
な
か
っ

た
が
、
ト
ラ
ン
プ
大
統
領
か
ら
パ
リ
協
定
離
脱
に
つ
い
て
電
話
連
絡
を
受
け
、
失
望
の
意
を
伝
え
、
英

国
は
パ
リ
協
定
に
コ
ミ
ッ
ト
し
続
け
る
と
述
べ
た
。

島
嶼
国
マ
ー
シ
ャ
ル
諸
島
の
ハ
イ
ネ
大
統
領
は
「
今
回
の
決
定
は
失
望
さ
せ
る
だ
け
で
は
な
く
、

我
々
の
よ
う
に
気
候
変
動
の
最
前
線
に
生
き
る
者
に
深
刻
な
懸
念
を
感
じ
さ
せ
る
も
の
だ
。
米
国
の
友

人
、
盟
友
と
し
て
我
々
は
米
国
の
グ
ロ
ー
バ
ル
な
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
重
要
性
を
信
じ
て
き
た
」
と
述

べ
た
。

中
国
の
習
近
平
国
家
主
席
は
ト
ラ
ン
プ
大
統
領
の
パ
リ
協
定
離
脱
の
可
能
性
が
現
実
味
を
帯
び
て
い

た
5
月
初
め
に
「
パ
リ
協
定
を
守
る
」
と
発
言
し
て
国
際
的
な
株
を
上
げ
て
い
た
が
、
ト
ラ
ン
プ
大
統

領
の
離
脱
表
明
の
翌
日
、
Ｅ
Ｕ
・
中
国
経
済
サ
ミ
ッ
ト
出
席
の
た
め
ブ
ラ
ッ
セ
ル
を
訪
問
し
て
い
た
李

克
強
首
相
は
、
ユ
ン
ケ
ル
欧
州
委
員
会
委
員
長
と
共
に
パ
リ
協
定
へ
コ
ミ
ッ
ト
を
表
明
し
た
。
中
国
の

鉄
鋼
生
産
、
貿
易･

投
資
関
係
、
中
国
の
「
市
場
経
済
国
」
と
し
て
の
認
知
等
を
め
ぐ
る
双
方
の
意
見

の
違
い
か
ら
、
当
初
予
想
さ
れ
て
い
た
気
候
変
動
に
関
す
る
Ｅ
Ｕ
・
中
国
共
同
声
明
発
出
に
は
至
ら
な

16



４	 https://www.canada.ca/en/environment-climate-change/news/2017/09/
	 ministerial_meetingonclimateaction.html

か
っ
た
が
、
気
候
変
動
分
野
に
お
け
る
Ｅ
Ｕ
・
中
国
の
急
接
近
が
予
想
さ
れ
る
。

Ｅ
Ｕ･

中
国
連
携
の
一
つ
の
表
れ
が
２
０
１
７
年
９
月
に
カ
ナ
ダ
の
モ
ン
ト
リ
オ
ー
ル
で
開
催
さ
れ

た
気
候
行
動
閣
僚
会
議
（
Ｍ
Ｏ
Ｃ
Ａ: M

inisterial M
eeting O

f C
lim

ate A
ction

４

）
で
あ
る
。
米
国

は
ブ
ッ
シ
ュ
（
ジ
ュ
ニ
ア
）
政
権
時
代
に
Ｍ
Ｅ
Ｍ
（M

ajor E
conom

ies M
eeting

）、
オ
バ
マ
政
権
時

代
に
Ｍ
Ｅ
Ｆ
（M

ajor E
conom

ies Forum

）
を
主
催
し
、
国
連
の
温
暖
化
交
渉
と
は
別
途
、
主
要
17

カ
国
程
度
の
実
質
的
な
議
論
の
場
を
提
供
し
て
き
た
。
パ
リ
協
定
離
脱
を
表
明
し
た
ト
ラ
ン
プ
政
権
が

類
似
の
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
を
と
る
と
は
考
え
ら
れ
な
い
た
め
、
Ｅ
Ｕ
と
中
国
が
音
頭
を
と
り
、
２
０
１

５
年
の
ト
ル
ド
ー
政
権
発
足
以
降
、
環
境
重
視
を
強
め
て
い
る
カ
ナ
ダ
が
ホ
ス
ト
す
る
形
で
Ｍ
Ｏ
Ｃ
Ａ

が
開
催
さ
れ
た
わ
け
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
国
際
社
会
の
反
応
は
押
し
な
べ
て
失
望
と
批
判
の
大
合
唱
で
あ
っ
た
が
、
米
国
内
の
反

応
は
二
極
化
し
て
い
る
。

当
然
な
が
ら
オ
バ
マ
政
権
関
係
者
、
民
主
党
か
ら
は
以
下
の
よ
う
な
最
大
限
の
非
難
が
寄
せ
ら
れ
た
。

◦�

バ
ラ
ク
・
オ
バ
マ
前
大
統
領
：
米
国
政
府
が
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
せ
ず
、
パ
リ
協
定
を
否
定

す
る
一
握
り
の
国
（
ニ
カ
ラ
グ
ア
、
イ
ラ
ク
）
に
与
す
る
と
し
て
も
、
米
国
の
都
市
、
州
、
ビ
ジ
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ネ
ス
が
取
り
組
み
を
強
化
し
、
将
来
世
代
の
た
め
、
た
っ
た
一
つ
の
地
球
を
守
る
こ
と
を
確
信
し

て
い
る
。

◦�
ジ
ョ
ン
・
ケ
リ
ー
前
国
務
長
官
：Am

erica first 

を
約
束
し
た
大
統
領
が
、
我
が
国
をlast 

に
す

る
自
己
破
壊
的
な
挙
に
出
た
。
こ
れ
は
我
々
の
影
響
力
、
雇
用
を
損
な
い
、
人
類
の
最
も
深
刻
な

問
題
に
他
国
が
背
を
向
け
る
こ
と
を
も
た
ら
す
、
前
例
の
な
い
米
国
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
喪
失
で

あ
る
。

◦�

チ
ャ
ッ
ク
・
シ
ュ
ー
マ
ー
民
主
党
上
院
院
内
総
務
：
将
来
世
代
は
ト
ラ
ン
プ
大
統
領
の
決
定
を
21

世
紀
で
最
悪
の
政
策
決
定
と
し
て
振
り
返
る
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。
ト
ラ
ン
プ
大
統
領
が
道
徳
的

優
位
と
経
済
的
優
位
を
中
国
等
に
譲
り
、
地
球
の
将
来
を
危
険
に
さ
ら
し
て
も
全
く
意
に
介
さ
な

い
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
、
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
、
ワ
シ
ン
ト
ン
、
マ
サ
チ
ュ
ー
セ
ッ
ツ
の
州
知
事
や
ボ
ス
ト
ン
、

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
等
の
市
長
は
、
そ
れ
ぞ
れ
ト
ラ
ン
プ
大
統
領
の
パ
リ
協
定
離
脱
を
非
難
し
、
連
邦
政
府

の
方
針
に
か
か
わ
ら
ず
、
自
分
た
ち
は
パ
リ
協
定
の
下
で
排
出
削
減
に
取
り
組
む
と
の
ポ
ジ
シ
ョ
ン
を
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表
明
し
た
。
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
の
ジ
ェ
リ
ー
・
ブ
ラ
ウ
ン
知
事
は
「
ト
ラ
ン
プ
は
間
違
っ
た
道
を
選

ん
だ
。
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
は
こ
の
見
当
違
い
の
正
気
で
な
い
方
針
に
抵
抗
す
る
。
ト
ラ
ン
プ
は
Ａ
Ｗ
Ｏ

Ｌ
（
敵
前
逃
亡
）
し
て
い
る
が
、
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
は
戦
線
に
と
ど
ま
っ
て
戦
う
」
と
述
べ
た
。
ト
ラ

ン
プ
大
統
領
は
演
説
の
中
で
「
自
分
を
選
ん
だ
の
は
ピ
ッ
ツ
バ
ー
グ
の
市
民
で
あ
り
、
パ
リ
の
市
民
で

は
な
い
」
と
言
っ
た
が
、
皮
肉
な
こ
と
に
ピ
ッ
ツ
バ
ー
グ
市
で
は
ヒ
ラ
リ
ー
・
ク
リ
ン
ト
ン
支
持
が
多

数
で
あ
り
、
ビ
ル
・
ペ
ド
ゥ
ー
ト
市
長
は
「
ピ
ッ
ツ
バ
ー
グ
市
長
と
し
て
市
民
、
経
済
、
将
来
の
た
め

に
パ
リ
協
定
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
従
う
こ
と
を
約
束
す
る
」
と
ツ
イ
ー
ト
し
た
。

米
国
の
ビ
ジ
ネ
ス
界
か
ら
も
多
く
の
コ
メ
ン
ト
が
発
出
さ
れ
た
。

◦�

マ
ー
ク
・
ザ
ッ
カ
ー
バ
ー
グ
・
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
Ｃ
Ｅ
Ｏ
：
パ
リ
協
定
離
脱
は
環
境
、
経
済
、
子

供
た
ち
の
将
来
に
と
っ
て
間
違
っ
て
い
る
。
我
々
の
新
た
な
デ
ー
タ
セ
ン
タ
ー
は
再
生
可
能
エ
ネ

ル
ギ
ー
１
０
０
％
を
コ
ミ
ッ
ト
し
て
い
る
。
グ
ロ
ー
バ
ル
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
で
取
り
組
ま
ね
ば
気
候

変
動
は
止
め
ら
れ
な
い
。
手
遅
れ
に
な
る
前
に
共
に
行
動
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。

◦�

テ
ィ
ム
・
ク
ッ
ク
・
ア
ッ
プ
ル
Ｃ
Ｅ
Ｏ
：
パ
リ
協
定
離
脱
は
地
球
に
と
っ
て
誤
っ
た
決
断
だ
。
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ア
ッ
プ
ル
は
気
候
変
動
と
戦
い
、
決
し
て
迷
わ
な
い
。

◦�
ジ
ェ
フ
・
イ
メ
ル
ト
・
Ｇ
Ｅ
会
長
／
Ｃ
Ｅ
Ｏ
：
パ
リ
協
定
離
脱
表
明
に
は
失
望
し
た
。
気
候
変
動

は
現
実
の
問
題
で
あ
り
、
産
業
界
は
政
府
に
頼
ら
ず
、
自
ら
が
リ
ー
ド
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

◦�

イ
ー
ロ
ン
・
マ
ス
ク
・
テ
ス
ラ
Ｃ
Ｅ
Ｏ
：
自
分
は
大
統
領
の
経
済
諮
問
会
議
か
ら
抜
け
る
。
気
候

変
動
は
現
実
の
問
題
で
あ
り
、
パ
リ
協
定
か
ら
の
離
脱
は
ア
メ
リ
カ
に
と
っ
て
も
世
界
に
と
っ
て

も
良
く
な
い
。

環
境
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
反
応
は
言
う
に
及
ば
な
い
。
典
型
的
な
も
の
は
シ
エ
ラ
・
ク
ラ
ブ
の
「
米
国
の
将
来

世
代
は
ト
ラ
ン
プ
大
統
領
の
今
回
の
決
定
を
、
過
去
の
ど
の
大
統
領
と
比
較
し
て
も
最
も
無
知
で
危
険

な
も
の
と
し
て
記
憶
す
る
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。
米
国
の
国
民
と
科
学
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
多
数
を
無
視

し
た
今
回
の
決
定
は
米
国
を
傷
つ
け
、
我
々
の
生
活
、
雇
用
、
世
界
の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
の
地
位
を
犠

牲
に
す
る
。
ト
ラ
ン
プ
大
統
領
は
我
が
国
を
世
界
の
舞
台
か
ら
孤
立
さ
せ
、
ク
リ
ー
ン
エ
ネ
ル
ギ
ー
に

関
す
る
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
と
経
済
的
優
位
性
を
中
国
、
イ
ン
ド
に
譲
る
も
の
だ
」
と
い
う
も
の
だ
ろ
う
。
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他
方
、
共
和
党
や
石
炭
業
界
か
ら
は
パ
リ
協
定
離
脱
を
歓
迎
す
る
コ
メ
ン
ト
が
出
さ
れ
た
。

◦�
ミ
ッ
チ
・
マ
ッ
コ
ネ
ル
共
和
党
上
院
院
内
総
務
：
オ
バ
マ
大
統
領
は
高
コ
ス
ト
で
法
的
根
拠
の
乏

し
い
ク
リ
ー
ン
パ
ワ
ー
プ
ラ
ン
に
基
づ
き
、
パ
リ
協
定
の
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
を
行
っ
た
。
こ
の
実

現
不
可
能
な
目
標
か
ら
離
脱
す
る
こ
と
に
よ
り
、
ト
ラ
ン
プ
大
統
領
は
中
産
階
級
と
労
働
者
を
エ

ネ
ル
ギ
ー
コ
ス
ト
の
上
昇
や
雇
用
喪
失
か
ら
守
る
と
の
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
を
再
確
認
し
た
。
オ
バ

マ
大
統
領
が
実
現
不
可
能
な
目
標
を
コ
ミ
ッ
ト
し
た
際
、
我
々
は
、
こ
の
一
方
的
な
行
動
に
対
し

て
あ
ら
ゆ
る
手
段
で
戦
う
こ
と
を
明
確
に
し
た
。
本
日
の
ト
ラ
ン
プ
大
統
領
の
決
定
は
家
庭
と
雇

用
を
左
翼
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
よ
り
も
優
先
し
た
の
で
あ
り
、
称
賛
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。

◦�

ジ
ェ
ー
ム
ス
・
イ
ン
ホ
フ
上
院
議
員（
オ
ク
ラ
ホ
マ
）：
大
統
領
の
決
定
は
、
こ
の
政
権
が
環
境
過

激
派
よ
り
も
働
く
米
国
人
に
重
点
を
置
い
て
い
る
こ
と
を
証
明
す
る
も
の
だ
。

◦�

シ
ェ
リ
ー
・
ム
ー
ア
・
カ
ピ
ー
ト
上
院
議
員
（
ウ
ェ
ス
ト
・
バ
ー
ジ
ニ
ア
）：
ト
ラ
ン
プ
大
統
領
の

パ
リ
協
定
離
脱
は
米
国
経
済
や
ウ
ェ
ス
ト
・
バ
ー
ジ
ニ
ア
の
労
働
者
に
と
っ
て
正
し
い
決
断
だ
。

ウ
ェ
ス
ト
・
バ
ー
ジ
ニ
ア
は
オ
バ
マ
政
権
の
反
石
炭
ア
ジ
ェ
ン
ダ
に
ず
っ
と
苦
し
ん
で
き
た
。

◦�

テ
ッ
ド
・
ク
ル
ー
ズ
上
院
議
員（
テ
キ
サ
ス
）：
米
国
の
雇
用
第
一
と
い
う
決
断
を
賞
す
る
。
テ
キ
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５	 https://www.nytimes.com/2017/06/01/opinion/trump-paris-climate-change-
	 agreement.html
６	 https://www.whitehouse.gov/briefings-statements/editorial-boards-praise-
president-trumps-paris-decision/

サ
ス
の
経
済
や
勤
労
者
に
と
っ
て
良
い
ニ
ュ
ー
ス
だ
。

◦�
ロ
バ
ー
ト･

マ
レ
ー
・
マ
レ
ー
エ
ナ
ジ
ー
Ｃ
Ｅ
Ｏ
（
石
炭
企
業
）：
ト
ラ
ン
プ
大
統
領
の
リ
ー
ダ
ー

シ
ッ
プ
と
選
挙
公
約
実
現
を
称
賛
す
る
。
パ
リ
協
定
か
ら
の
完
全
な
離
脱
は
ト
ラ
ン
プ
大
統
領
の

エ
ネ
ル
ギ
ー
ア
ジ
ェ
ン
ダ
の
要
諦
で
あ
る
。

◦�

ポ
ー
ル
・
ベ
イ
リ
ー
・
米
国
ク
リ
ー
ン
コ
ー
ル
電
力
連
合
会
長
：
前
政
権
は
世
界
で
も
最
も
厳
し

い
目
標
を
コ
ミ
ッ
ト
し
て
い
る
が
、
他
の
国
は
は
る
か
に
不
十
分
な
対
応
し
か
し
て
い
な
い
。
オ

バ
マ
目
標
は
規
制
を
強
化
し
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
コ
ス
ト
を
引
き
上
げ
、
信
頼
で
き
な
い
エ
ネ
ル
ギ
ー

源
へ
の
依
存
度
を
増
大
さ
せ
て
い
た
で
あ
ろ
う
。

米
国
の
主
要
メ
デ
ィ
ア
の
社
説
の
多
く
は
パ
リ
協
定
離
脱
を
厳
し
く
批
判
す
る
論
調
で
あ
り
、
そ
の

代
表
的
な
も
の
が
「
気
候
変
動
に
対
す
る
ト
ラ
ン
プ
大
統
領
の
非
常
に
近
視
眼
的
な
ア
プ
ロ
ー
チ
の
結

果
に
つ
い
て
計
算
可
能
な
の
は
将
来
世
代
だ
け
だ
。
海
面
上
昇
や
旱
魃
に
苦
し
む
の
は
彼
ら
な
の
だ
か

ら
。
し
か
し
、
今
の
段
階
で
明
確
な
の
は
、
ト
ラ
ン
プ
大
統
領
の
パ
リ
協
定
離
脱
と
い
う
政
策
は
米
国

の
同
盟
国
を
失
望
さ
せ
、
米
国
ビ
ジ
ネ
ス
界
の
多
く
の
要
望
を
裏
切
り
、
米
国
の
競
争
力
と
重
要
産
業
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注：不利となる実態を隠すために作られた、見せかけだけの施設の意

７	 https://www.washingtonpost.com/page/2010-2019/WashingtonPost/2017/
	 06/05/National-Politics/Polling/release_474.xml?tid=a_inl

の
雇
用
創
出
を
脅
か
し
、
米
国
に
残
さ
れ
た
グ
ロ
ー
バ
ル
な
重
要
事
項
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
失
っ
た

こ
と
だ
」と
い
う
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
タ
イ
ム
ズ
の「
パ
リ
協
定
か
ら
の
恥
ず
べ
き
離
脱（O

ur D
isgraceful 

E
xit from

 the P
aris A

ccord

）」
と
い
う
社
説５

で
あ
ろ
う
。

ホ
ワ
イ
ト
ハ
ウ
ス
は
こ
れ
に
対
抗
し
て
パ
リ
協
定
離
脱
を
支
持
す
る
社
説
を
集
め
て
ホ
ワ
イ
ト
ハ
ウ

ス
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
載
せ
て
い
る６

。
例
え
ば
ウ
オ
ー
ル
ス
ト
リ
ー
ト
ジ
ャ
ー
ナ
ル
は「
ト
ラ
ン
プ
、
パ

リ
に
お
別
れ
を
言
う
（Trum
p B

ids P
aris A

dieu

）」
と
題
す
る
社
説
の
中
で
「
ト
ラ
ン
プ
大
統
領
が

世
界
の
グ
リ
ー
ン
エ
リ
ー
ト
よ
り
も
米
国
の
経
済
的
利
益
を
重
視
し
て
い
る
と
し
て
、
離
脱
し
て
良

か
っ
た
も
う
一
つ
の
点
は
パ
リ
協
定
と
い
う
『
ポ
チ
ョ
ム
キ
ン
村注

』
の
欺
瞞
を
さ
ら
け
出
し
た
こ
と
だ
。

パ
リ
協
定
は
地
球
を
救
う
と
言
っ
て
い
る
が
、現
実
は
そ
う
な
っ
て
い
な
い
。…
…
中
国
は
２
０
３
０
年

頃
ま
で
排
出
量
を
増
大
で
き
、
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
は
達
成
不
能
な
目
標
を
出
し
て
い
る
」
と
論
じ
て
い
る
。

パ
リ
協
定
離
脱
に
対
す
る
米
国
世
論
の
反
応
は
ど
う
か
。
ワ
シ
ン
ト
ン
ポ
ス
ト
と
Ａ
Ｂ
Ｃ
ニ
ュ
ー
ス

が
共
同
で
６
月
２
日
か
ら
４
日
に
か
け
て
成
人
５
２
７
名
に
行
っ
た
世
論
調
査７

を
見
る
と
、
28
％
が
パ
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８	 http://www.apnorc.org/PDFs/June%20AP%20Poll_Paris%20Agreement/June
	 %202017%20Poll%20Fact%20Sheets_climate.pdf

リ
協
定
離
脱
に
賛
成
、
59
％
が
反
対
と
い
う
結
果
が
出
て
い
る
。
パ
リ
協
定
離
脱
の
米
国
の
雇
用
へ
の

影
響
に
つ
い
て
は
39
％
が
プ
ラ
ス
、
47
％
が
マ
イ
ナ
ス
、
気
候
変
動
に
対
す
る
国
際
的
な
努
力
へ
の
影

響
に
つ
い
て
は
11
％
が
プ
ラ
ス
、
51
％
が
マ
イ
ナ
ス
、
米
国
経
済
へ
の
影
響
に
つ
い
て
は
32
％
が
プ
ラ

ス
、
42
％
が
マ
イ
ナ
ス
、
世
界
に
お
け
る
米
国
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
に
つ
い
て
は
18
％
が
プ
ラ
ス
、

55
％
が
マ
イ
ナ
ス
の
影
響
が
あ
る
と
答
え
て
い
る
。
パ
リ
協
定
離
脱
に
賛
成
し
て
い
る
人
（
28
％
）
よ

り
も
、
パ
リ
協
定
離
脱
が
雇
用
に
プ
ラ
ス
の
影
響
が
あ
る
と
考
え
る
人（
39
％
）、
経
済
に
プ
ラ
ス
の
影

響
が
あ
る
と
考
え
る
人
（
32
％
）
の
方
が
高
い
こ
と
は
興
味
深
い
。
Ａ
Ｐ
と
シ
カ
ゴ
大
学
が
共
同
で
６

月
８
～
11
日
に
行
っ
た
世
論
調
査８

を
み
る
と
、
29
％
が
離
脱
を
支
持
、
43
％
が
離
脱
に
反
対
で
あ
り
、

気
候
変
動
を
信
じ
て
い
な
い
人
の
65
％
が
離
脱
賛
成
、
共
和
党
支
持
者
の
34
％
が
米
国
経
済
に
プ
ラ
ス
、

40
％
が
米
国
経
済
に
中
立
的
と
の
見
方
で
あ
る
の
に
対
し
、
気
候
変
動
を
信
じ
て
い
る
人
の
63
％
が
離

脱
反
対
、
民
主
党
支
持
者
の
78
％
が
米
国
経
済
に
悪
影
響
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
（
な
お
、
こ
の
世
論

調
査
に
答
え
た
人
の
33
％
が
共
和
党
支
持
、
46
％
が
民
主
党
支
持
）。
米
国
の
二
極
化
現
象
が
こ
こ
で

も
明
確
に
現
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
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⒊ 
ト
ラ
ン
プ
演
説
を
ど
う
見
る
か

筆
者
自
身
が
温
暖
化
交
渉
に
長
年
関
与
し
て
き
た
だ
け
に
、
大
変
な
苦
労
を
経
て
出
来
上
が
っ
た
パ

リ
協
定
か
ら
離
脱
す
る
と
い
う
ト
ラ
ン
プ
大
統
領
の
演
説
は
残
念
で
な
ら
な
か
っ
た
。
筆
者
は
ブ
ッ

シ
ュ
（
ジ
ュ
ニ
ア
）
大
統
領
の
京
都
議
定
書
離
脱
も
経
験
し
た
が
、
シ
ョ
ッ
ク
の
度
合
い
は
あ
の
時
よ

り
も
大
き
い
。
上
院
の
批
准
を
要
す
る
京
都
議
定
書
は
中
国
等
の
途
上
国
が
何
の
義
務
も
負
わ
な
い
二

分
論
の
枠
組
み
で
あ
り
、
上
院
批
准
の
可
能
性
は
皆
無
だ
っ
た
。
ブ
ッ
シ
ュ
大
統
領
は
離
脱
す
べ
く
し

て
離
脱
し
た
と
言
え
る
し
、
批
判
さ
れ
る
べ
き
は
批
准
可
能
性
ゼ
ロ
の
議
定
書
に
署
名
し
た
ゴ
ア
前
副

大
統
領
の
方
で
あ
る
。
し
か
し
パ
リ
協
定
は
京
都
議
定
書
と
は
全
く
異
な
る
全
員
参
加
型
の
枠
組
み
で

あ
る
。
し
か
も
目
標
値
は
法
的
義
務
で
は
な
い
。
正
直
言
っ
て
、
筆
者
は
「
米
国
は
離
脱
し
そ
う
だ
」

と
い
う
情
報
は
、
国
際
社
会
の
期
待
値
を
下
げ
る
た
め
の
煙
幕
で
あ
り
、
最
後
は
「
目
標
を
切
り
下
げ

て
残
留
」
と
い
う
こ
と
に
な
る
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い
た
。
そ
れ
だ
け
に
「
い
よ
い
よ
離
脱
が
確

実
」
と
い
う
報
道
が
流
れ
た
と
き
も
ト
ラ
ン
プ
大
統
領
の
土
壇
場
の
サ
プ
ラ
イ
ズ
に
一
縷
の
望
み
を
つ

な
い
で
い
た
の
で
あ
る
。
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ト
ラ
ン
プ
大
統
領
の
演
説
で
繰
り
返
し
強
調
さ
れ
た
の
は
第
１
に
パ
リ
協
定
が
米
国
の
経
済
、
雇
用

に
悪
影
響
を
与
え
、
他
国
に
対
す
る
国
富
の
移
転
を
生
む
と
い
う
点
、
第
２
に
パ
リ
協
定
が
米
国
に
膨

大
な
資
金
拠
出
を
強
い
る
と
い
う
点
、
第
３
に
パ
リ
協
定
が
米
国
の
国
内
政
策
遂
行
に
法
的
リ
ス
ク
を

も
た
ら
す
と
い
う
点
で
あ
る
。

し
か
し
、
米
国
の
経
済
、
雇
用
に
悪
影
響
を
及
ぼ
す
可
能
性
が
あ
る
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
パ
リ
協
定

の
下
で
オ
バ
マ
政
権
が
プ
レ
ッ
ジ
し
た
目
標
値
で
あ
り
、
パ
リ
協
定
の
枠
組
み
そ
の
も
の
で
は
な
い
。

中
国
や
イ
ン
ド
が
楽
な
目
標
、
条
件
付
き
の
目
標
を
掲
げ
て
い
る
の
が
不
公
平
だ
と
い
う
の
で
あ
れ
ば
、

米
国
の
目
標
を
見
直
せ
ば
よ
い
話
で
あ
る
。
ト
ラ
ン
プ
大
統
領
の
演
説
は
「
パ
リ
協
定
で
は
各
国
目
標

の
下
方
修
正
が
認
め
ら
れ
な
い
」
と
い
う
バ
ノ
ン
首
席
戦
略
官
、
プ
ル
イ
ッ
ト
Ｅ
Ｐ
Ａ
（
環
境
保
護
庁
）

長
官
の
ロ
ジ
ッ
ク
を
踏
襲
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
パ
リ
協
定
の
正
し
い
解
釈
で
は
な
い
。
ま
た

緑
の
気
候
基
金
へ
の
拠
出
も
パ
リ
協
定
上
の
義
務
で
は
な
い
。
米
国
が
パ
リ
協
定
に
と
ど
ま
り
つ
つ
、

資
金
拠
出
を
拒
否
す
る
こ
と
は
途
上
国
の
反
発
を
招
く
と
は
い
え
、
可
能
で
あ
る
。
更
に
パ
リ
協
定
に

残
留
し
て
い
る
と
ク
リ
ー
ン
パ
ワ
ー
プ
ラ
ン
撤
回
を
含
む
国
内
対
策
の
実
施
の
法
的
リ
ス
ク
が
高
ま
る
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と
い
う
議
論
も
、
バ
ノ
ン
首
席
戦
略
官
、
プ
ル
イ
ッ
ト
Ｅ
Ｐ
Ａ
長
官
が
主
張
し
て
き
た
論
点
で
あ
る
が
、

ク
リ
ー
ン
パ
ワ
ー
プ
ラ
ン
撤
回
を
含
む
国
内
対
策
と
整
合
的
な
目
標
に
見
直
せ
ば
足
り
る
話
で
あ
る
。

ま
た
パ
リ
協
定
は
各
国
の
国
内
政
策
を
縛
る
も
の
で
は
な
く
、
パ
リ
協
定
に
参
加
し
て
い
る
こ
と
を
根

拠
に
ク
リ
ー
ン
パ
ワ
ー
プ
ラ
ン
の
撤
回
が
訴
訟
対
象
に
な
る
こ
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。

即
ち
、
ト
ラ
ン
プ
大
統
領
が
離
脱
の
理
由
と
し
て
あ
げ
た
論
点
は
、
い
ず
れ
も
パ
リ
協
定
か
ら
離
脱

し
な
く
て
も
対
応
可
能
な
も
の
で
あ
っ
た
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
ト
ラ
ン
プ
大
統
領
が
「
離
脱
」
を
表

明
し
た
最
大
の
理
由
は
、「
パ
リ
協
定
離
脱
と
い
う
公
約
を
守
る
」と
い
う
こ
と
を
最
も
重
視
し
た
と
い

う
こ
と
で
あ
ろ
う
。「
米
国
第
一
」が
前
面
に
出
た
ト
ラ
ン
プ
大
統
領
、
プ
ル
イ
ッ
ト
Ｅ
Ｐ
Ａ
長
官
の
ス

ピ
ー
チ
内
容
を
見
れ
ば
、
こ
れ
が
国
内
の
ト
ラ
ン
プ
支
持
層
を
相
手
に
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
は
明
ら

か
だ
。
こ
の
頃
、
ロ
シ
ア
ゲ
ー
ト
事
件
そ
の
他
で
ト
ラ
ン
プ
大
統
領
の
支
持
率
は
低
迷
し
て
お
り
、
コ

ア
の
支
持
層
に
対
し
て
「
公
約
を
守
る
大
統
領
」
と
い
う
姿
を
示
す
こ
と
が
不
可
欠
だ
っ
た
と
い
う
見

方
も
で
き
る
。

27 Ⅰ.  トランプ大統領のパリ協定離脱表明とその波紋



他
方
、
ト
ラ
ン
プ
大
統
領
の
演
説
に
は
、
米
国
の
残
留
を
求
め
て
き
た
国
際
社
会
に
対
す
る
配
慮
は

全
く
感
じ
ら
れ
な
か
っ
た
。
ト
ラ
ン
プ
演
説
を
聴
い
て
い
て
強
く
感
じ
た
の
が
、
あ
る
種
の
陰
謀
論
的

な
考
え
方
で
あ
る
。「
米
国
に
パ
リ
協
定
残
留
を
求
め
る
国
は
、
そ
う
す
れ
ば
米
国
を
不
利
な
状
況
に
置

き
続
け
る
こ
と
が
で
き
る
か
ら
」
等
は
そ
の
典
型
で
あ
る
。
地
球
温
暖
化
問
題
は
地
球
全
体
の
便
益
で

あ
る
温
室
効
果
ガ
ス
削
減
の
た
め
の
負
担
を
ど
う
分
担
す
る
か
と
い
う
経
済
問
題
で
も
あ
る
。
し
た

が
っ
て
世
界
第
２
位
の
排
出
国
で
あ
る
米
国
が
パ
リ
協
定
か
ら
離
脱
し
、
温
暖
化
防
止
努
力
を
放
棄
す

れ
ば
、
米
国
は
そ
の
分
の
コ
ス
ト
負
担
を
免
れ
、
フ
リ
ー
ラ
イ
ダ
ー
に
な
る
。
だ
か
ら
こ
そ
諸
外
国
も

米
国
の
残
留
を
強
く
働
き
か
け
る
こ
と
に
な
る
。
し
た
が
っ
て
ト
ラ
ン
プ
大
統
領
の
ロ
ジ
ッ
ク
も
本
質

を
射
て
い
る
部
分
も
あ
る
の
だ
が
、
そ
れ
で
も
右
記
の
言
い
方
は
超
大
国
の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
の
品
格

と
外
交
的
配
慮
に
欠
け
る
も
の
だ
と
思
っ
た
。
そ
の
前
の
週
の
Ｇ
７
タ
オ
ル
ミ
ー
ナ
サ
ミ
ッ
ト
で
は
ド

イ
ツ
、
フ
ラ
ン
ス
、
イ
タ
リ
ア
を
は
じ
め
、
各
国
が
米
国
の
パ
リ
協
定
残
留
を
強
く
働
き
か
け
た
ば
か

り
で
あ
っ
た
。
加
え
て
サ
ミ
ッ
ト
前
か
ら
欧
州
諸
国
の
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
軍
へ
の
防
衛
負
担
、
ド
イ
ツ
の
対
米

黒
字
等
が
米
国
で
問
題
視
さ
れ
て
き
た
。
そ
の
矢
先
に
「
他
国
が
米
国
に
パ
リ
協
定
残
留
を
求
め
る
の

は
米
国
を
不
利
な
状
況
に
置
き
続
け
た
い
か
ら
だ
」、「
米
国
に
パ
リ
協
定
残
留
を
求
め
る
国
々
は
、
貿
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易
慣
行
や
軍
事
同
盟
へ
の
不
十
分
な
貢
献
を
通
じ
て
米
国
に
膨
大
な
コ
ス
ト
を
も
た
ら
し
て
い
る
」、

「
こ
れ
以
上
、
他
国
の
指
導
者
や
他
国
に
我
々
の
こ
と
を
笑
わ
せ
る
こ
と
は
し
な
い
」等
と
い
え
ば
、
欧

州
諸
国
、
特
に
ド
イ
ツ
の
神
経
を
逆
な
で
す
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
離
脱
を
表
明
す
る
に
せ
よ
、
も

う
少
し
、
も
の
の
言
い
方
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
え
て
な
ら
な
い
。
大
統
領
の
ス
ピ
ー
チ
ラ
イ

タ
ー
が
誰
で
あ
っ
た
の
か
は
知
る
由
も
な
い
が
、
そ
の
ト
ー
ン
は
バ
ノ
ン
首
席
戦
略
官
や
彼
が
会
長
を

務
め
て
い
た
ブ
ラ
イ
ト
バ
ー
ト
に
通
ず
る
も
の
を
感
じ
る
。

最
も
議
論
を
呼
ぶ
の
が
、「
米
国
は
パ
リ
協
定
か
ら
離
脱
す
る
。
米
国
に
と
っ
て
公
平
な
条
件
の
下
で

パ
リ
協
定
あ
る
い
は
全
く
新
し
い
取
引
に
再
加
入
す
る
た
め
の
交
渉
を
開
始
す
る
」
と
い
う
部
分
で
あ

ろ
う
。
単
に
離
脱
で
は
な
く
、「
交
渉
し
て
再
加
入
」と
い
う
文
言
を
入
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
残
留
派
に

も
ほ
ん
の
少
し
配
慮
し
た
と
い
う
こ
と
か
も
し
れ
な
い
。

し
か
し
一
体
何
を
「
交
渉
」
す
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
パ
リ
協
定
は
4
年
に
及
ぶ
交
渉
を
経
て
よ
う
や

く
合
意
さ
れ
た
ガ
ラ
ス
細
工
の
よ
う
な
も
の
で
あ
り
、
何
か
を
動
か
そ
う
と
す
れ
ば
全
体
が
崩
れ
て
し
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ま
う
。
し
た
が
っ
て
米
国
が
パ
リ
協
定
の
再
交
渉
、
あ
る
い
は
新
た
な
枠
組
み
の
構
築
を
提
案
し
た
と

し
て
も
、
そ
れ
に
応
ず
る
国
が
あ
る
と
は
思
え
な
い
。
既
に
述
べ
た
よ
う
に
ド
イ
ツ
、
フ
ラ
ン
ス
、
イ

タ
リ
ア
の
首
脳
は
直
ち
に
「
パ
リ
協
定
の
再
交
渉
は
不
可
」
と
い
う
共
同
声
明
を
発
表
し
て
い
る
。
ま

た
国
連
気
候
変
動
枠
組
条
約
事
務
局
は
「
パ
リ
協
定
は
１
９
５
カ
国
が
署
名
し
、
１
４
６
カ
国
と
Ｅ
Ｕ

が
批
准
し
た
歴
史
的
条
約
で
あ
り
、
一
締
約
国
の
要
請
に
よ
っ
て
再
交
渉
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
」
と

の
声
明
を
出
し
て
い
る
。

温
暖
化
政
策
に
知
見
の
深
い
米
国
の
Ｃ
２
Ｅ
Ｓ
（C

enter for C
lim

ate and E
nergy S

olutions

）

の
エ
リ
オ
ッ
ト
・
デ
ィ
リ
ン
ジ
ャ
ー
副
所
長
は
可
能
性
の
あ
る
オ
プ
シ
ョ
ン
と
し
て
、
選
挙
公
約
ど
お

り
パ
リ
協
定
離
脱
を
表
明
し
、
コ
ア
な
支
持
者
を
満
足
さ
せ
、
オ
バ
マ
目
標
を
下
方
修
正
し
た
上
で
、

こ
れ
を
「
米
国
に
と
っ
て
よ
り
良
い
デ
ィ
ー
ル
」
と
称
し
て
「
再
加
入
」
す
る
と
い
う
シ
ナ
リ
オ
を
示

唆
し
て
い
る
。
前
述
の
よ
う
に
ト
ラ
ン
プ
大
統
領
が
パ
リ
協
定
離
脱
の
大
き
な
理
由
と
し
て
列
挙
し
た

の
は
、
オ
バ
マ
目
標
が
経
済
・
雇
用
に
与
え
る
影
響
で
あ
り
、
中
国
等
と
の
努
力
レ
ベ
ル
の
不
公
平
性

で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
問
題
は
目
標
を
見
直
せ
ば
解
決
す
る
。

も
ち
ろ
ん
、
目
標
の
見
直
し
を
「
交
渉
」
と
呼
ぶ
こ
と
は
パ
リ
協
定
の
正
し
い
解
釈
で
は
な
い
。
パ
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リ
協
定
で
は
各
国
が
ボ
ト
ム
ア
ッ
プ
で
出
す
目
標
は
い
か
な
る
意
味
で
も
交
渉
対
象
で
は
な
く
、
パ
リ

協
定
を
再
交
渉
し
な
く
て
も
目
標
の
見
直
し
は
可
能
だ
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
ト
ラ
ン
プ
大
統
領
に

と
っ
て
パ
リ
協
定
の
厳
密
な
解
釈
は
関
心
の
外
で
あ
ろ
う
。
目
標
見
直
し
の
た
め
に
パ
リ
協
定
離
脱
が

不
要
で
あ
る
と
し
て
も
、
離
脱
を
高
ら
か
に
宣
言
し
、
目
標
見
直
し
は
交
渉
不
要
で
あ
っ
て
も
、「
交
渉

の
結
果
、
よ
り
フ
ェ
ア
な
目
標
に
し
た
」
と
称
し
て
復
帰
す
る
と
い
う
の
は
、
ト
ラ
ン
プ
大
統
領
の
言

う
「
離
脱
→
再
加
入
」
を
可
能
に
す
る
唯
一
の
オ
プ
シ
ョ
ン
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

⒋ 

Ｇ
20
ハ
ン
ブ
ル
ク
サ
ミ
ッ
ト

ト
ラ
ン
プ
大
統
領
の
パ
リ
協
定
離
脱
表
明
後
、
最
初
の
首
脳
レ
ベ
ル
会
合
は
7
月
７
〜
８
日
に
ハ
ン

ブ
ル
ク
で
開
催
さ
れ
た
Ｇ
20
サ
ミ
ッ
ト
で
あ
っ
た
。「
は
じ
め
に
」で
述
べ
た
よ
う
に
５
月
の
Ｇ
７
タ
オ

ル
ミ
ー
ナ
サ
ミ
ッ
ト
で
は
米
国
の
態
度
が
ま
だ
決
ま
っ
て
い
な
か
っ
た
の
で
、
そ
の
結
果
を
待
つ
と
い

う
ト
ー
ン
に
な
っ
て
い
た
が
、
今
回
は
米
国
の
ポ
ジ
シ
ョ
ン
が
決
ま
っ
て
い
る
。
こ
う
し
た
中
で
パ
リ

協
定
に
関
す
る
表
現
が
ど
う
な
る
か
が
注
目
さ
れ
た
。
議
長
と
な
っ
た
メ
ル
ケ
ル
独
首
相
は
、
パ
リ
協
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９	  http://www.mofa.go.jp/mofaj/files/000271291.pdf

定
に
関
し
、「
米
国
対
そ
れ
以
外
」と
い
う
構
図
を
作
り
、
米
国
が
ど
う
あ
れ
国
際
社
会
は
パ
リ
協
定
に

基
づ
い
て
前
に
進
む
と
い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
出
す
こ
と
に
腐
心
し
た
は
ず
で
あ
り
、
そ
れ
は
以
下
の
共

同
声
明９

に
反
映
さ
れ
て
い
る
。

（
Ｇ
20
サ
ミ
ッ
ト
首
脳
声
明　

気
候
変
動
部
分
）

　

我
々
は
、
パ
リ
協
定
か
ら
脱
退
す
る
と
の
米
国
の
決
定
に
留
意
す
る
。
米
国
は
、
同
国
が
現
在
の

自
国
が
決
定
す
る
貢
献
の
実
施
を
直
ち
に
停
止
す
る
予
定
で
あ
る
旨
を
発
表
し
、
ま
た
、
経
済
成
長

を
支
え
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
安
全
保
障
上
の
ニ
ー
ズ
を
改
善
し
つ
つ
、
排
出
を
低
減
す
る
ア
プ
ロ
ー
チ
を

と
る
と
の
強
い
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
を
確
認
す
る
。
米
国
は
、
そ
の
他
の
国
の
自
国
が
決
定
す
る
貢
献

に
お
け
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
へ
の
ア
ク
セ
ス
及
び
エ
ネ
ル
ギ
ー
安
全
保
障
の
重
要
性
に
鑑
み
、
こ
れ
ら
の

国
々
に
よ
る
化
石
燃
料
へ
の
よ
り
ク
リ
ー
ン
で
効
率
的
な
ア
ク
セ
ス
及
び
利
用
並
び
に
再
生
可
能
エ

ネ
ル
ギ
ー
及
び
そ
の
他
の
ク
リ
ー
ン
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
の
普
及
を
支
援
す
べ
く
こ
れ
ら
の
国
々
と
緊
密

に
連
携
す
る
よ
う
努
め
る
旨
表
明
す
る
。

　

そ
の
他
の
Ｇ
20
　

構
成
国
の
首
脳
は
、
パ
リ
協
定
が
不
可
逆
的
で
あ
る
旨
表
明
す
る
。
我
々
は
、
パ

32



リ
で
の
結
果
に
沿
っ
て
緩
和
及
び
適
応
の
た
め
の
行
動
に
関
し
開
発
途
上
国
を
支
援
す
る
た
め
の
財

政
資
源
を
含
む
実
施
手
段
の
提
供
に
つ
い
て
の
先
進
国
に
よ
る
国
連
気
候
変
動
枠
組
条
約
上
の
コ

ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
を
達
成
す
る
こ
と
の
重
要
性
を
再
確
認
し
、
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
報
告
書
「
気
候
へ
の
投
資
、

成
長
へ
の
投
資
」
に
留
意
す
る
。
我
々
は
、
パ
リ
協
定
に
対
す
る
我
々
の
強
い
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
を

再
確
認
し
、
各
国
の
異
な
る
状
況
に
照
ら
し
た
共
通
に
有
し
て
い
る
が
差
異
の
あ
る
責
任
及
び
各
国

の
能
力
の
原
則
を
踏
ま
え
同
協
定
の
完
全
な
実
施
に
向
け
て
迅
速
に
進
み
、
こ
の
目
標
の
た
め
、
別

添
に
示
さ
れ
て
い
る
Ｇ
20
ハ
ン
ブ
ル
ク
成
長
の
た
め
の
気
候
及
び
エ
ネ
ル
ギ
ー
行
動
計
画
に
合
意
す

る
。

米
国
に
関
す
る
パ
ラ
グ
ラ
フ
は
事
実
上
、
米
国
自
身
が
ド
ラ
フ
ト
し
た
も
の
と
考
え
て
よ
い
だ
ろ
う
。

そ
こ
に
色
濃
く
反
映
さ
れ
て
い
る
の
は
経
済
成
長
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
安
全
保
障
と
温
暖
化
防
止
の
バ
ラ
ン

ス
と
途
上
国
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
ア
ク
セ
ス
、
ク
リ
ー
ン
エ
ネ
ル
ギ
ー
普
及
へ
の
支
援
を
重
視
す
る
考
え
方

で
あ
る
。
こ
れ
は
正
論
で
あ
り
、
パ
リ
協
定
離
脱
と
い
う
点
を
除
け
ば
、
日
本
の
産
業
界
の
考
え
方
と

近
い
と
言
え
よ
う
。
そ
れ
だ
け
に
パ
リ
協
定
離
脱
表
明
に
よ
り
マ
イ
ナ
ス
イ
メ
ー
ジ
が
つ
い
た
ト
ラ
ン
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プ
政
権
が
こ
の
点
を
強
調
す
る
こ
と
に
よ
り
、
正
論
の
部
分
ま
で
が
色
眼
鏡
で
見
ら
れ
て
し
ま
う
の
は

残
念
な
こ
と
で
あ
る
。

⒌ 

米
国
は
パ
リ
協
定
離
脱
に
よ
っ
て
国
際
競
争
力
を
失
う
の
か

ト
ラ
ン
プ
大
統
領
の
２
０
１
７
年
３
月
末
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
独
立
・
経
済
成
長
推
進
の
た
め
の
大
統
領

令
や
、
６
月
初
め
の
パ
リ
協
定
離
脱
表
明
の
た
び
に
米
国
の
主
要
メ
デ
ィ
ア
、
民
主
党
関
係
者
、
環
境

関
連
の
シ
ン
ク
タ
ン
ク
、
Ｎ
Ｇ
Ｏ
等
は
「
米
国
産
業
の
競
争
力
を
失
わ
せ
る
自
殺
行
為
で
あ
る
」
と
強

く
批
判
し
て
き
た
。
例
え
ば
ア
ー
ネ
ス
ト
・
モ
ニ
ー
ツ
前
エ
ネ
ル
ギ
ー
長
官
は
「
ト
ラ
ン
プ
大
統
領
の

パ
リ
協
定
離
脱
や
予
算
教
書
は
科
学
を
否
定
す
る
も
の
で
あ
り
、
数
兆
ド
ル
に
の
ぼ
る
ク
リ
ー
ン
エ
ネ

ル
ギ
ー
市
場
に
お
け
る
米
国
の
競
争
力
を
減
じ
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な
課
題
に
お
け
る
米
国
の
競
争
力
を
減

退
さ
せ
、
集
団
的
な
義
務
に
対
す
る
米
国
の
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
に
関
す
る
同
盟
国
の
信
頼
を
著
し
く
損

な
う
も
の
で
あ
る
。
歴
史
は
ト
ラ
ン
プ
大
統
領
を
厳
し
く
裁
く
だ
ろ
う
」
と
評
し
て
い
る
。

筆
者
は
ト
ラ
ン
プ
大
統
領
の
パ
リ
協
定
離
脱
表
明
を
非
常
に
残
念
に
思
っ
て
い
る
。
モ
ニ
ー
ツ
前
長
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官
が
言
う
よ
う
に
米
国
の
国
際
的
な
地
位
に
与
え
る
悪
影
響
は
非
常
に
大
き
い
。
他
方
、「
ト
ラ
ン
プ
大

統
領
の
施
策
は
米
国
経
済
に
悪
影
響
を
も
た
ら
す
」
と
い
う
議
論
に
つ
い
て
は
、「
本
当
な
の
か
？
」
と

感
じ
て
い
る
。

ト
ラ
ン
プ
大
統
領
の
施
策
は
基
本
的
に
国
内
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
を
最
大
限
活
用
し
、

国
内
エ
ネ
ル
ギ
ー
生
産
の
拡
大
と
低
廉
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
コ
ス
ト
を
目
指
す
も
の
で
あ
り
、
温
暖
化
と
い

う
外
部
不
経
済
を
内
部
化
す
る
た
め
の
コ
ス
ト
負
担
に
背
を
向
け
る
も
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
ト
ラ
ン

プ
政
権
の
姿
勢
は
国
内
政
策
に
反
映
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
り
、
パ
リ
協
定
に
残
留
し
よ
う
が
離
脱
し
よ

う
が
変
わ
ら
な
い
。
パ
リ
協
定
に
残
留
し
た
と
し
て
も
ト
ラ
ン
プ
政
権
の
国
内
政
策
は
変
わ
ら
な
い
し
、

目
標
を
下
方
修
正
す
る
こ
と
は
確
実
だ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

温
暖
化
コ
ス
ト
負
担
に
背
を
向
け
る
と
い
う
こ
と
は
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
コ
ス
ト
の
低
下
を
意
味
す
る
。

更
に
ト
ラ
ン
プ
政
権
の
下
で
大
幅
な
法
人
税
の
引
き
下
げ
が
実
現
す
る
見
込
み
で
あ
る
。
こ
れ
は
マ
ク

ロ
経
済
的
に
見
れ
ば
、
米
国
の
経
済
成
長
に
プ
ラ
ス
に
働
き
、
国
際
競
争
力
を
改
善
さ
せ
る
こ
と
を
意

味
す
る
。
現
に
ド
イ
ツ
自
動
車
連
盟
は
ト
ラ
ン
プ
大
統
領
の
パ
リ
協
定
離
脱
を
受
け
、「
国
際
競
争
力
を

維
持
す
る
た
め
、
欧
州
は
よ
り
費
用
効
率
的
で
経
済
的
に
実
行
可
能
な
温
暖
化
対
策
を
講
ず
る
こ
と
が
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不
可
避
で
あ
る
。
競
争
力
の
維
持
は
温
暖
化
防
止
の
必
要
条
件
で
あ
る
と
い
う
点
は
し
ば
し
ば
見
過
ご

さ
れ
る
。
ド
イ
ツ
の
電
力
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
価
格
は
既
に
米
国
よ
り
も
相
当
高
い
」
と
の
声
明
を
出
し
て

い
る
。
ト
ラ
ン
プ
政
権
の
施
策
が
米
国
産
業
界
の
競
争
力
を
損
な
う
の
み
で
あ
れ
ば
、
欧
州
の
産
業
界

に
と
っ
て
は
好
都
合
な
は
ず
で
、
こ
の
よ
う
な
声
明
を
出
す
必
要
は
な
い
だ
ろ
う
。

「
世
界
は
低
炭
素
社
会
に
向
か
っ
て
お
り
、
巨
大
な
市
場
が
生
ま
れ
つ
つ
あ
る
。
温
暖
化
対
策
の
後
退

は
米
国
企
業
が
ビ
ジ
ネ
ス
機
会
を
と
ら
え
る
こ
と
を
阻
害
す
る
」
と
い
う
反
論
が
あ
る
だ
ろ
う
。
し
か

し
こ
う
し
た
議
論
を
展
開
す
る
論
者
は
必
ず
「
ト
ラ
ン
プ
政
権
が
ど
ん
な
後
ろ
向
き
な
政
策
を
と
っ
て

も
多
く
の
州
政
府
、
市
当
局
、
グ
ロ
ー
バ
ル
企
業
が
温
暖
化
防
止
に
コ
ミ
ッ
ト
し
て
い
る
」
と
言
っ
て

い
る
。
温
暖
化
防
止
に
熱
心
な
市
や
州
、
更
に
世
界
市
場
で
低
炭
素
製
品
、
技
術
へ
の
需
要
が
ど
ん
ど

ん
拡
大
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
グ
ロ
ー
バ
ル
展
開
を
し
て
い
る
米
国
企
業
は
連
邦
政
府
の
施
策
に
か
か
わ

ら
ず
、
引
き
続
き
そ
う
し
た
財
、
技
術
の
開
発
を
進
め
る
だ
ろ
う
。
海
外
の
巨
大
な
ビ
ジ
ネ
ス
機
会
を

と
ら
え
つ
つ
、
国
内
で
は
法
人
税
減
税
を
含
む
プ
ロ
成
長
の
政
策
環
境
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
コ
ス
ト
の
低
下

を
享
受
で
き
る
。
ド
イ
ツ
が
行
っ
て
い
た
高
コ
ス
ト
の
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
固
定
価
格
買
取
制
度

（
Ｆ
Ｉ
Ｔ
）の
最
大
の
受
益
者
は
中
国
の
太
陽
光
パ
ネ
ル
産
業
で
あ
っ
た
よ
う
に
、
米
国
産
業
が
厳
し
い
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温
暖
化
対
策
を
講
ず
る
国
に
お
い
て
同
様
の
ビ
ジ
ネ
ス
機
会
を
享
受
す
る
可
能
性
は
十
分
あ
り
、
米
国

は
文
字
ど
お
り
フ
リ
ー
ラ
イ
ダ
ー
の
便
益
を
得
る
わ
け
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
「
ト
ラ
ン
プ
政
権
の
温

暖
化
政
策
や
パ
リ
協
定
離
脱
で
米
国
の
産
業
競
争
力
が
損
な
わ
れ
る
」
と
い
う
議
論
は
米
国
へ
の
フ
ラ

ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
に
起
因
す
る
も
の
と
し
て
理
解
で
き
る
が
、
現
実
は
必
ず
し
も
「
自
業
自
得
」
に
な

ら
な
い
こ
と
も
留
意
し
て
お
か
ね
ば
な
ら
な
い
。

⒍ 

国
際
的
取
り
組
み
へ
の
影
響

ト
ラ
ン
プ
政
権
の
施
策
は
パ
リ
協
定
に
基
づ
く
温
室
効
果
ガ
ス
削
減
に
向
け
た
国
際
的
取
り
組
み
に

ど
の
よ
う
な
影
響
を
も
た
ら
す
で
あ
ろ
う
か
。

も
ち
ろ
ん
、
ト
ラ
ン
プ
政
権
の
パ
リ
協
定
離
脱
表
明
に
よ
っ
て
パ
リ
協
定
体
制
が
崩
壊
す
る
こ
と
は

あ
り
得
な
い
。
Ｇ
20
で
は
パ
リ
協
定
が
不
可
逆
的
（irreversible

）
で
あ
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
、
ト
ラ

ン
プ
大
統
領
の
い
う
「
再
交
渉
」
に
応
ず
る
国
が
あ
る
と
は
思
わ
れ
な
い
。
現
在
、
進
行
中
の
詳
細
ル

ー
ル
交
渉
が
い
ず
れ
は
合
意
さ
れ
、
目
標
の
策
定
、
提
出
、
報
告
、
レ
ビ
ュ
ー
、
目
標
見
直
し
と
い
う
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プ
ロ
セ
ス
は
始
動
す
る
だ
ろ
う
。
ま
た
各
国
と
も
温
暖
化
防
止
に
取
り
組
む
と
の
姿
勢
は
堅
持
す
る
と

思
わ
れ
る
。

し
か
し
パ
リ
協
定
は
例
え
れ
ば
「
器
」
に
す
ぎ
な
い
。
重
要
な
の
は
そ
の
下
で
各
国
が
何
を
や
る
か

で
あ
る
。
ト
ラ
ン
プ
大
統
領
の
パ
リ
協
定
離
脱
は
シ
ン
ボ
リ
ッ
ク
な
意
味
は
大
き
い
が
、
重
要
な
の
は

温
暖
化
防
止
の
た
め
の
コ
ス
ト
負
担
に
背
を
向
け
る
彼
の
国
内
施
策
で
あ
る
。
前
述
の
よ
う
に
温
暖
化

防
止
コ
ス
ト
を
負
わ
な
い
こ
と
は
、
良
し
悪
し
は
別
と
し
て
短
期
的
に
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
コ
ス
ト
を
引
き

下
げ
、
マ
ク
ロ
経
済
を
浮
揚
さ
せ
る
効
果
が
あ
る
。
温
暖
化
防
止
の
メ
リ
ッ
ト
は
グ
ロ
ー
バ
ル
、
温
暖

化
防
止
の
コ
ス
ト
は
ロ
ー
カ
ル
と
い
う
性
格
を
持
つ
温
暖
化
問
題
に
お
い
て
、
世
界
第
２
位
の
排
出
国

で
あ
る
米
国
が
巨
大
な
フ
リ
ー
ラ
イ
ダ
ー
に
な
る
こ
と
の
影
響
は
大
き
い
。
特
に
米
国
と
貿
易
競
合
関

係
に
あ
る
国
々
に
と
っ
て
も
大
き
な
事
情
変
更
と
な
る
。
パ
リ
協
定
で
は
各
締
約
国
が
２
０
２
０
年
ま

で
に
Ｎ
Ｄ
Ｃ
（
国
別
貢
献
）
を
提
出
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
仮
に
共
和
党
政
権
が
２
０
２
１

年
以
降
も
続
く
場
合
、
現
在
の
米
国
の
政
策
が
継
続
さ
れ
る
こ
と
を
意
味
し
、
他
国
の
目
標
提
出
に
か

か
わ
る
判
断
を
難
し
く
す
る
こ
と
に
な
ろ
う
。

例
え
ば
Ｅ
Ｕ
は
産
業
用
電
力
料
金
で
米
国
の
２
倍
以
上
、
ガ
ス
料
金
で
米
国
の
６
倍
以
上
と
エ
ネ
ル
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ギ
ー
コ
ス
ト
で
米
国
に
大
き
く
差
を
つ
け
ら
れ
て
い
る
。
２
０
３
０
年
マ
イ
ナ
ス
40
％
と
い
う
現
在
の

目
標
を
合
意
す
る
に
当
た
っ
て
も
国
際
競
争
力
へ
の
影
響
が
大
き
な
論
点
に
な
っ
た
。
米
国
が
更
な
る

エ
ネ
ル
ギ
ー
コ
ス
ト
の
低
下
を
目
指
す
一
方
で
、
Ｅ
Ｕ
が
更
な
る
高
コ
ス
ト
を
負
担
す
る
こ
と
に
な
れ

ば
Ｅ
Ｕ
域
内
の
製
造
拠
点
が
米
国
に
移
転
す
る
可
能
性
も
あ
る
。
ま
し
て
や
ト
ラ
ン
プ
政
権
は
低
コ
ス

ト
を
武
器
に
米
国
内
へ
の
製
造
拠
点
の
誘
致
を
狙
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
ト
ラ
ン
プ
大
統
領
の
離
脱
表

明
後
、
Ｅ
Ｕ
と
し
て
目
標
を
積
み
上
げ
る
つ
も
り
が
あ
る
か
と
問
わ
れ
、
欧
州
委
員
会
は
「
米
国
の
穴

を
埋
め
る
た
め
に
Ｅ
Ｕ
の
目
標
を
引
き
上
げ
た
り
、
資
金
拠
出
を
増
額
す
る
こ
と
は
考
え
て
い
な
い
」

と
明
言
し
て
い
る
。
２
０
３
０
年
マ
イ
ナ
ス
40
％
で
さ
え
侃
々
諤
々
の
議
論
の
末
、
よ
う
や
く
ま
と

ま
っ
た
も
の
で
あ
る
。
更
に
引
き
上
げ
る
と
な
れ
ば
、
各
国
が
様
々
な
事
情
を
抱
え
る
中
で
の
域
内
合

意
は
容
易
で
は
な
い
。
Ｅ
Ｕ
の
中
で
目
標
の
引
き
上
げ
に
向
け
た
議
論
を
先
導
し
て
き
た
英
国
は
Ｅ
Ｕ

か
ら
離
脱
し
、
温
暖
化
対
策
に
慎
重
な
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
相
対
的
発
言
力
が
高
ま
る
可
能
性
が
あ
る
か
ら

で
あ
る
。

世
界
最
大
の
排
出
国
、
中
国
は
ど
う
か
。
２
０
１
７
年
1
月
の
ダ
ボ
ス
会
議
で
習
近
平
国
家
主
席
は

「
気
候
変
動
に
取
り
組
む
こ
と
は
将
来
世
代
へ
の
我
々
の
責
任
で
あ
り
、
米
国
は
歴
史
的
な
パ
リ
合
意
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に
と
ど
ま
る
べ
き
で
あ
る
」
と
述
べ
、
会
場
の
喝
采
を
浴
び
た
。
米
国
が
パ
リ
協
定
離
脱
を
表
明
す
る

中
で
、
最
大
の
排
出
国
で
あ
る
中
国
に
対
し
て
期
待
値
が
高
ま
る
こ
と
は
驚
く
に
あ
た
ら
ず
、
早
速
Ｅ

Ｕ
は
中
国
に
擦
り
寄
っ
て
お
り
、「
中
国
こ
そ
が
温
暖
化
防
止
の
リ
ー
ダ
ー
」と
持
ち
上
げ
る
声
も
あ
る
。

南
シ
ナ
海
で
の
拡
張
主
義
的
な
行
動
が
近
隣
国
の
顰
蹙
を
買
っ
て
い
る
中
で
、「
責
任
あ
る
大
国
」を
演

出
す
る
に
は
絶
好
の
機
会
と
も
い
え
る
。
ま
た
深
刻
化
す
る
大
気
汚
染
へ
の
対
応
は
中
国
に
と
っ
て
喫

緊
の
課
題
で
あ
り
、
こ
れ
に
よ
っ
て
温
暖
化
対
策
上
の
効
果
も
期
待
で
き
る
。
加
え
て
ド
イ
ツ
の
Ｆ
Ｉ

Ｔ
等
を
利
用
し
て
拡
大
し
て
き
た
中
国
の
太
陽
光
パ
ネ
ル
産
業
は
世
界
で
高
い
シ
ェ
ア
を
確
保
し
、
次

は
電
気
自
動
車
で
世
界
市
場
を
狙
い
た
い
と
考
え
て
い
る
。
中
国
は
も
と
も
と
２
０
３
０
年
ピ
ー
ク
ア

ウ
ト
と
い
う
楽
に
達
成
で
き
る
目
標
を
出
し
て
い
る
の
で
、
格
好
い
い
こ
と
を
言
い
や
す
い
立
場
に
も

あ
る
。
し
か
し
、
対
中
国
の
貿
易
赤
字
を
槍
玉
に
あ
げ
る
ト
ラ
ン
プ
政
権
の
下
、
米
中
通
商
摩
擦
が
激

化
し
た
り
、
米
国
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
コ
ス
ト
が
更
に
低
下
し
て
い
け
ば
、
中
国
も
目
標
値
を
単
に
引
き
上

げ
れ
ば
よ
い
と
い
う
こ
と
に
は
な
ら
な
い
。
米
国
の
動
向
を
横
目
で
注
視
し
な
が
ら
と
い
う
こ
と
に
な

る
だ
ろ
う
。

イ
ン
ド
等
の
途
上
国
は
米
国
が
温
暖
化
防
止
の
た
め
の
資
金
拠
出
を
停
止
す
る
こ
と
を
強
く
批
判
す
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る
だ
ろ
う
。
だ
か
ら
と
い
っ
て
他
の
先
進
国
が
米
国
の
コ
ミ
ッ
ト
分
の
残
額
20
億
ド
ル
を
払
う
と
も
思

え
な
い
。
緑
の
気
候
基
金
は
２
０
２
０
年
ま
で
に
動
員
す
る
と
さ
れ
る
１
０
０
０
億
ド
ル
の
一
部
に
す

ぎ
な
い
が
、
先
進
国
に
よ
る
資
金
約
束
の
不
履
行
を
も
っ
て
途
上
国
の
約
束
草
案
の
実
施
が
難
し
く

な
っ
た
と
い
う
議
論
を
展
開
す
る
可
能
性
は
十
分
に
あ
る
。
ま
た
先
進
国
か
ら
の
支
援
の
減
額
を
理
由

に
、
パ
リ
協
定
の
詳
細
ル
ー
ル
交
渉
に
お
い
て
途
上
国
へ
の
特
別
な
配
慮
を
強
く
主
張
す
る
可
能
性
も

高
い
。

ト
ラ
ン
プ
政
権
の
パ
リ
協
定
離
脱
に
よ
り
、
米
欧
の
溝
が
深
ま
っ
て
い
る
中
で
、
米
国
が
フ
リ
ー
ラ

イ
ダ
ー
に
な
る
事
態
を
防
ぎ
、
そ
の
他
の
国
が
温
暖
化
防
止
に
取
り
組
む
た
め
に
も
国
境
調
整
措
置
を

課
す
る
べ
き
と
い
う
議
論
が
生
ず
る
可
能
性
も
あ
る
。
か
つ
て
サ
ル
コ
ジ
元
仏
大
統
領
は
「
米
国
が
パ

リ
協
定
か
ら
離
脱
し
た
ら
米
国
製
品
に
炭
素
関
税
を
課
す
る
べ
き
だ
」
と
発
言
し
た
。
後
述
す
る
よ
う

に
Ｃ
Ｏ
Ｐ
23
の
場
で
マ
ク
ロ
ン
仏
大
統
領
も
、
炭
素
関
税
の
可
能
性
を
示
唆
し
て
い
る
。

こ
れ
は
皮
肉
な
こ
と
に
「
厳
し
い
温
暖
化
対
策
は
ビ
ジ
ネ
ス
に
プ
ラ
ス
だ
」
と
い
う
環
境
保
護
論
者

の
レ
ト
リ
ッ
ク
の
自
己
否
定
を
意
味
す
る
。
温
暖
化
対
策
が
経
済
や
競
争
力
に
メ
リ
ッ
ト
を
も
た
ら
す

な
ら
ば
、
温
暖
化
対
策
を
と
ら
な
い
米
国
は
「
自
滅
」
す
る
は
ず
で
あ
り
、
わ
ざ
わ
ざ
関
税
を
課
す
等
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の
貿
易
措
置
を
講
ず
る
必
要
は
な
い
か
ら
だ
。
こ
う
し
た
根
源
的
な
疑
問
以
外
に
も
炭
素
関
税
の
実
現

可
能
性
に
つ
い
て
は
種
々
の
問
題
が
あ
る
。

第
１
に
「
米
国
が
パ
リ
協
定
に
参
加
し
な
い
」
こ
と
を
も
っ
て
炭
素
関
税
を
課
す
る
と
い
う
ロ
ジ
ッ

ク
が
不
明
確
で
あ
る
。
ト
ラ
ン
プ
政
権
は
シ
ェ
ー
ル
ガ
ス
生
産
を
推
進
す
る
と
し
て
お
り
、
引
き
続
き

米
国
の
発
電
部
門
で
石
炭
か
ら
ガ
ス
へ
の
転
換
が
進
む
と
思
わ
れ
る
。
米
国
で
石
炭
が
不
振
に
な
っ
た

理
由
は
ク
リ
ー
ン
パ
ワ
ー
プ
ラ
ン
よ
り
も
シ
ェ
ー
ル
ガ
ス
と
の
競
争
が
主
因
と
い
う
の
が
大
方
の
見
方

だ
。
ク
リ
ー
ン
パ
ワ
ー
プ
ラ
ン
の
廃
止
に
よ
り
、
米
国
の
温
室
効
果
ガ
ス
は
オ
バ
マ
政
権
の
目
標
ほ
ど

は
下
が
ら
な
い
と
し
て
も
、
２
０
２
５
年
に
２
０
０
５
年
比
16
％
程
度
の
削
減
に
は
な
る
と
の
見
方
も

あ
る
。
他
方
、
ド
イ
ツ
で
は
脱
原
子
力
発
電
の
穴
の
一
部
を
褐
炭
発
電
で
埋
め
て
い
る
た
め
、
Ｃ
Ｏ
２

排
出
量
は
２
０
１
５
年
、
２
０
１
６
年
と
２
年
続
け
て
増
加
し
て
い
る
。
中
国
は
２
０
３
０
年
排
出
量

ピ
ー
ク
ア
ウ
ト
を
目
標
と
し
て
掲
げ
て
い
る
が
、
換
言
す
れ
ば
、
温
室
効
果
ガ
ス
は
そ
れ
ま
で
増
大
す

る
と
い
う
こ
と
だ
。
温
室
効
果
ガ
ス
が
増
大
し
て
い
る
国
に
関
税
を
課
さ
ず
、
減
少
し
て
い
る
国
に
関

税
を
課
す
と
い
う
ロ
ジ
ッ
ク
に
は
理
解
に
苦
し
む
。

第
２
に
こ
の
よ
う
な
措
置
が
Ｗ
Ｔ
Ｏ
と
の
整
合
性
が
と
れ
な
く
な
る
可
能
性
が
あ
る
こ
と
だ
。
国
連
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気
候
変
動
枠
組
条
約
の
下
で
温
暖
化
対
策
を
理
由
と
し
た
貿
易
措
置
に
合
意
で
き
る
可
能
性
は
ゼ
ロ
で

あ
る
と
言
っ
て
よ
い
。
国
連
気
候
変
動
枠
組
条
約
第
３
条
で
は
「
気
候
変
動
へ
の
対
応
措
置
は
、
一
方

的
な
も
の
を
含
め
、
国
際
貿
易
に
お
け
る
恣
意
的
も
し
く
は
不
当
な
差
別
の
手
段
ま
た
は
偽
装
し
た
制

限
に
な
る
べ
き
で
は
な
い
」
と
規
定
さ
れ
て
い
る
。
新
興
国
は
国
連
気
候
変
動
枠
組
条
約
第
３
条
の
規

定
を
根
拠
に
国
境
調
整
措
置
の
議
論
に
常
に
激
し
く
反
発
し
て
き
た
。
パ
リ
協
定
は
困
難
な
交
渉
の
末
、

全
員
参
加
型
の
枠
組
み
と
な
っ
た
。
全
員
参
加
を
確
保
す
る
た
め
、
各
国
が
国
情
に
応
じ
て
目
標
値
を

登
録
し
、
そ
の
実
施
状
況
を
報
告
・
レ
ビ
ュ
ー
す
る
と
い
う
柔
軟
性
の
高
い
枠
組
み
と
な
っ
て
い
る
。

し
た
が
っ
て
パ
リ
協
定
を
根
拠
に
国
境
調
整
措
置
を
講
ず
る
こ
と
が
正
当
化
さ
れ
る
と
は
考
え
ら
れ
ず
、

そ
も
そ
も
パ
リ
協
定
は
国
連
気
候
変
動
枠
組
条
約
の
下
に
あ
る
以
上
、
国
連
気
候
変
動
枠
組
条
約
第
３

条
の
縛
り
を
受
け
る
。

第
３
に
貿
易
戦
争
に
つ
な
が
る
可
能
性
が
高
い
と
い
う
こ
と
だ
。
フ
ラ
ン
ス
ま
た
は
Ｅ
Ｕ
が
一
方
的

に
炭
素
関
税
を
賦
課
す
れ
ば
、
た
だ
で
さ
え
保
護
主
義
的
傾
向
の
強
い
ト
ラ
ン
プ
大
統
領
の
米
国
が
報

復
措
置
に
訴
え
る
こ
と
は
ほ
ぼ
確
実
で
あ
る
。
ト
ラ
ン
プ
政
権
の
関
係
者
か
ら
は
「
欧
州
が
炭
素
関
税

を
か
け
て
き
た
ら
、
倍
に
し
て
や
り
返
す
」
と
の
声
も
聞
こ
え
る
。
そ
う
な
れ
ば
全
面
的
な
貿
易
戦
争
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に
発
展
し
、
世
界
経
済
へ
の
マ
イ
ナ
ス
影
響
は
計
り
知
れ
な
い
。

第
４
に
炭
素
関
税
の
実
施
は
技
術
的
に
も
困
難
だ
。
生
産
工
程
が
グ
ロ
ー
バ
ル
に
分
散
し
て
い
る
中

で
、
あ
る
製
品
に
体
化
さ
れ
た
炭
素
含
有
量
を
計
算
す
る
た
め
に
は
、
個
々
の
生
産
工
程
が
ど
こ
で
行

わ
れ
、
そ
こ
に
投
入
さ
れ
た
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
炭
素
含
有
量
を
評
価
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
、
現
実
的
に

は
不
可
能
で
あ
る
。
更
に
同
じ
米
国
で
あ
っ
て
も
、
温
暖
化
対
策
に
熱
心
な
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
や
、

パ
リ
協
定
へ
の
コ
ミ
ッ
ト
を
表
明
す
る
米
国
企
業
等
、
ま
だ
ら
模
様
で
あ
る
。
こ
れ
ら
に
対
し
て
も
温

暖
化
対
策
に
消
極
的
な
連
邦
政
府
を
理
由
に
炭
素
関
税
を
課
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
か
。
技
術
的
難
点

や
論
点
を
あ
げ
れ
ば
枚
挙
に
い
と
ま
が
な
い
。

⒎ 

米
国
の
ソ
フ
ト
パ
ワ
ー
低
下
を
も
た
ら
す
恐
れ

米
国
第
一
を
掲
げ
る
ト
ラ
ン
プ
政
権
が
広
義
の
国
際
秩
序
に
与
え
る
影
響
は
も
っ
と
深
刻
で
あ
る
。

ユ
ー
ラ
シ
ア
・
グ
ル
ー
プ
の
イ
ア
ン
・
ブ
レ
マ
ー
代
表
は
２
０
１
７
年
６
月
16
日
付
日
経
新
聞
「
Ｇ
ゼ

ロ
の
世
界
、
見
え
ぬ
突
破
口
」
と
い
う
記
事
の
中
で
、
米
国
の
パ
リ
協
定
か
ら
の
離
脱
発
表
は
現
在
の
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世
界
が
安
定
し
た
指
導
力
を
発
揮
す
る
国
の
存
在
し
な
い
「
Ｇ
ゼ
ロ
」
で
あ
る
こ
と
を
明
確
に
示
し
た

と
論
じ
て
い
る
。
ト
ラ
ン
プ
大
統
領
の
国
内
エ
ネ
ル
ギ
ー
生
産
重
視
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
コ
ス
ト
低
減
と
い

う
政
策
自
体
は
米
国
経
済
に
と
っ
て
プ
ラ
ス
に
な
る
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
パ
リ
協
定
離
脱
を
含
む

ト
ラ
ン
プ
大
統
領
の
内
向
き
志
向
の
施
策
、
多
国
間
の
国
際
秩
序
軽
視
の
姿
勢
が
、
同
盟
国
か
ら
の
信

頼
に
支
え
ら
れ
た
米
国
の
国
際
的
な
地
位
と
ソ
フ
ト
パ
ワ
ー
を
大
き
く
損
な
い
、
大
き
な
意
味
で
の
米

国
の
国
益
を
害
す
る
可
能
性
は
高
い
。
米
国
の
ソ
フ
ト
パ
ワ
ー
の
低
下
は
日
本
に
も
影
響
を
与
え
る
。

Ｇ
20
で
は
自
由
貿
易
や
気
候
変
動
に
懐
疑
的
な
立
場
を
と
る
ト
ラ
ン
プ
大
統
領
と
そ
れ
以
外
と
の
対
立

と
い
う
「
対
ト
ラ
ン
プ
軸
」
が
形
成
さ
れ
た
。
メ
ル
ケ
ル
独
首
相
は
中
国
の
習
近
平
国
家
主
席
と
の
会

談
で「
両
国
は
世
界
の
不
安
を
和
ら
げ
る
こ
と
に
貢
献
で
き
る
」と
強
調
し
、
金
融
市
場
を
規
制
し
、
国

内
に
環
境
問
題
を
抱
え
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、「
自
由
貿
易
や
温
暖
化
防
止
の
旗
手
」を
気
取
る
中
国
に

擦
り
寄
っ
た
。
こ
れ
は
中
国
に
と
っ
て
ま
こ
と
に
都
合
の
い
い
構
図
で
あ
り
、
米
国
と
欧
州
と
の
溝
の

深
ま
り
と
相
ま
っ
て
、
Ｅ
Ｕ
・
中
国
の
新
た
な
連
携
関
係
に
つ
な
が
る
可
能
性
が
あ
る
。
し
か
し
欧
州

に
と
っ
て
の
中
国
と
日
本
に
と
っ
て
の
中
国
と
で
は
見
え
方
が
全
く
異
な
る
。
国
際
秩
序
の
中
で
米
国

の
地
位
・
影
響
力
が
低
下
し
、
中
国
の
影
響
力
が
相
対
的
に
高
ま
る
こ
と
は
東
ア
ジ
ア
に
お
い
て
複
雑
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10	 http://www.21ppi.org/seminar/pdf/01.pdf

な
安
全
保
障
環
境
に
身
を
置
く
日
本
に
と
っ
て
決
し
て
望
ま
し
い
シ
ナ
リ
オ
で
は
な
い
。
こ
の
よ
う
に

米
国
の
パ
リ
協
定
離
脱
を
幅
広
い
国
際
秩
序
の
観
点
か
ら
眺
め
る
と
、
影
響
は
よ
り
深
刻
な
の
で
あ
る
。

⒏ 

欧
州
主
要
国
の
動
向

欧
州
諸
国
の
動
向
に
つ
い
て
は
21
世
紀
政
策
研
究
所
新
書
「
英
国
と
欧
州
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
環
境
政

策
動
向10

」（
２
０
１
６
年
12
月
）
で
報
告
し
た
が
、
米
国
の
パ
リ
協
定
離
脱
表
明
後
の
動
向
に
つ
い
て
も

触
れ
て
お
こ
う
。
後
述
す
る
Ｃ
Ｏ
Ｐ
23
を
理
解
す
る
上
で
も
有
益
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

（
１
）
ド
イ
ツ
に
お
け
る
連
立
協
議
破
綻

Ｇ
20
サ
ミ
ッ
ト
を
無
事
に
乗
り
切
っ
た
メ
ル
ケ
ル
独
首
相
は
２
０
１
７
年
９
月
の
総
選
挙
に
臨
ん
だ

が
、
メ
ル
ケ
ル
首
相
率
い
る
キ
リ
ス
ト
教
民
主
・
社
会
同
盟
（
Ｃ
Ｄ
Ｕ
／
Ｃ
Ｓ
Ｕ
）
は
全
７
０
９
議
席

の
う
ち
、
２
４
６
議
席
を
獲
得
し
て
第
１
党
の
座
を
確
保
し
、
中
道
左
派
の
社
会
民
主
党
（
Ｓ
Ｐ
Ｄ
）

が
１
５
３
議
席
で
第
２
党
に
な
っ
た
も
の
の
、
こ
れ
ま
で
大
連
立
を
組
ん
で
き
た
こ
れ
ら
の
２
大
政
党
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は
い
ず
れ
も
大
幅
に
議
席
を
減
ら
す
こ
と
と
な
っ
た
。
他
方
、
移
民
排
斥
を
唱
え
る
極
右
政
党
「
ド
イ

ツ
の
た
め
の
選
択
肢
」（
Ａ
ｆ
Ｄ
）
は
94
議
席
を
獲
得
し
て
第
３
党
に
躍
り
出
た
。
選
挙
後
、
Ｓ
Ｐ
Ｄ
は

連
立
を
離
脱
す
る
と
し
て
お
り
、
メ
ル
ケ
ル
首
相
に
と
っ
て
極
右
政
党
と
の
連
立
は
選
択
の
外
で
あ
る

た
め
、
再
選
挙
を
防
ぐ
た
め
に
は
80
議
席
を
獲
得
し
た
自
由
民
主
党（
Ｆ
Ｄ
Ｐ
）、
67
議
席
を
獲
得
し
た

緑
の
党
と
の
間
で
「
ジ
ャ
マ
イ
カ
連
立
」
を
組
む
し
か
な
い
。
ジ
ャ
マ
イ
カ
連
立
と
は
３
党
の
シ
ン
ボ

ル
カ
ラ
ー
（
Ｃ
Ｄ
Ｕ
／
Ｃ
Ｓ
Ｕ
の
黒
、
Ｆ
Ｄ
Ｐ
の
黄
、
緑
の
党
の
緑
）
が
ジ
ャ
マ
イ
カ
国
旗
の
３
色
に
一

致
す
る
こ
と
に
由
来
す
る
。

し
か
し
企
業
寄
り
の
経
済
自
由
主
義
を
志
向
す
る
Ｆ
Ｄ
Ｐ
と
「
大
き
な
政
府
」
を
志
向
す
る
緑
の
党

が
、
国
際
問
題
で
主
導
的
役
割
を
担
お
う
と
す
る
Ｃ
Ｄ
Ｕ
／
Ｃ
Ｓ
Ｕ
と
平
和
主
義
を
標
榜
す
る
緑
の
党

が
、
ユ
ー
ロ
圏
強
化
の
た
め
の
仏
独
協
力
を
重
視
す
る
Ｃ
Ｄ
Ｕ
／
Ｃ
Ｓ
Ｕ
と
欧
州
議
会
主
義
の
Ｆ
Ｄ
Ｐ

が
そ
れ
ぞ
れ
対
立
関
係
に
あ
る
。
エ
ネ
ル
ギ
ー
環
境
政
策
に
つ
い
て
は
緑
の
党
と
Ｃ
Ｄ
Ｕ
／
Ｃ
Ｓ
Ｕ
、

Ｆ
Ｄ
Ｐ
の
間
に
際
立
っ
た
違
い
が
あ
る
。

特
に
石
炭
火
力
の
扱
い
に
つ
い
て
は
大
き
な
争
点
と
な
っ
た
。
排
出
量
の
多
い
20
の
石
炭
火
力
発
電

所
の
即
時
廃
止
を
主
張
す
る
緑
の
党
と
雇
用
、経
済
へ
の
影
響
を
懸
念
す
る
Ｃ
Ｄ
Ｕ
／
Ｃ
Ｓ
Ｕ
、Ｆ
Ｄ
Ｐ
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の
対
立
は
Ｃ
Ｏ
Ｐ
23
に
お
い
て
も
解
決
す
る
こ
と
な
く
、
Ｃ
Ｏ
Ｐ
23
に
お
け
る
メ
ル
ケ
ル
首
相
の
ス
ピ

ー
チ
も
苦
衷
を
に
お
わ
せ
る
も
の
が
あ
っ
た
。
そ
し
て
11
月
末
に
は
Ｆ
Ｄ
Ｐ
が
連
立
協
議
か
ら
離
脱
す

る
こ
と
に
よ
り
、
連
立
協
議
は
ご
破
算
と
な
っ
た
。
主
た
る
争
点
は
移
民
問
題
で
あ
っ
た
と
言
わ
れ
る

が
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
温
暖
化
問
題
に
関
す
る
意
見
対
立
も
そ
の
一
因
で
あ
っ
た
こ
と
は
疑
い
な
い（
図
１
）。

シ
ュ
タ
イ
ン
マ
イ
ヤ
ー
独
大
統
領
は
再
選
挙
を
避
け
る
た
め
、
Ｃ
Ｄ
Ｕ
／
Ｃ
Ｓ
Ｕ
、
Ｓ
Ｐ
Ｄ
に
対
し

て
大
連
立
協
議
を
要
請
し
、
12
月
の
Ｓ
Ｐ
Ｄ
党
大
会
で
大
連
立
協
議
入
り
が
了
承
さ
れ
た
が
、
協
議
が

整
う
に
は
な
お
時
間
を
要
す
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
他
方
、
環
境
至
上
主
義
的
な
緑
の
党
が
連
立
協
議

か
ら
外
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
温
暖
化
対
策
が
争
点
と
な
る
こ
と
は
な
い
と
思
わ
れ
る
。

（
２
）
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
原
子
力
発
電
依
存
度
低
下
目
標
の
先
延
ば
し

２
０
１
７
年
５
月
に
大
統
領
に
就
任
し
た
マ
ク
ロ
ン
仏
大
統
領
は
温
暖
化
防
止
の
世
界
で
ひ
と
き
わ

目
立
つ
存
在
と
な
っ
た
。
Ｇ
７
タ
オ
ル
ミ
ー
ナ
サ
ミ
ッ
ト
で
も
ト
ラ
ン
プ
大
統
領
に
積
極
的
に
ア
プ
ロ

ー
チ
し
、
パ
リ
協
定
残
留
を
訴
え
る
一
方
、
ト
ラ
ン
プ
大
統
領
の
離
脱
表
明
直
後
に
は
パ
リ
協
定
が
生

ま
れ
た
国
の
大
統
領
と
し
て
「M

ake our planet great again

」
と
表
明
し
、
12
月
に
は
資
金
問
題
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に
関
す
る
サ
ミ
ッ
ト
の
開
催
を
呼
び
か
け
る
な
ど
、

活
発
に
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
発
信
し
て
い
る
。

マ
ク
ロ
ン
政
権
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
温
暖
化
政
策
は

基
本
的
に
オ
ラ
ン
ド
政
権
の
そ
れ
を
踏
襲
す
る
も

の
で
あ
る
。
オ
ラ
ン
ド
政
権
は
２
０
１
５
年
７
月

に
以
下
を
内
容
と
す
る
「
エ
ネ
ル
ギ
ー
移
行
法
」

を
導
入
し
た
。

◦
温
室
効
果
ガ
ス
排
出
量
を
90
年
比
で

２
０
３
０
年
マ
イ
ナ
ス
40
％
、
２
０
５
０
年
マ

イ
ナ
ス
75
％

◦
化
石
燃
料
消
費
を
90
年
比
で
２
０
３
０
年
ま

で
に
マ
イ
ナ
ス
30
％

◦
原
子
力
発
電
比
率
を
２
０
２
５
年
ま
で
に

50
％
に
引
き
下
げ

図１　エネルギー温暖化問題に関するドイツ各党の対立構図
政策イシュー 緑の党 CDU/CSU、FDP

温暖化目標 法的拘束力があり、予見
可能な温暖化削減目標を
設定するための法律を制
定すべき

経済利益を守るためにも
非現実的な国別目標は廃
止し、EUの方針に足並み
を揃えるべき（FDP）

EU–ETS クレジット価格に下限を
設定すべき

市場介入的、競争歪曲的
措置には反対

石炭火力 排出原単位の多い20の石
炭火力発電所を直ちに閉
鎖し、脱石炭法を制定す
べき

化石燃料は予見し得る将
来において引き続き不可
欠のエネルギー源（FDP）

自動車の
脱炭素化

2030年に内燃機関自動車
の新車販売を禁止すべき

性急な販売禁止期限設定
には反対

再生可能
エネルギー

再エネ電力のシェアを
2030年までに100％に引き
上げるべき。再エネ導入
条件を撤廃し、再エネ法
を強化すべき

再エネ補助を段階的に
フェーズアウトし、オー
クションを含め、市場メ
カニズムを活用した枠組
みに移行すべき
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◦�

最
終
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
に
占
め
る
再
エ
ネ
比
率
を
２
０
２
０
年
に
23
％
、
２
０
３
０
年
に
32
％
に

引
き
上
げ

◦�
炭
素
税
を
税
収
中
立
の
形
で
、
Ｃ
Ｏ
２
排
出
１
ト
ン
当
た
り
２
０
２
０
年
56
ユ
ー
ロ
、
２
０
３
０

年
１
０
０
ユ
ー
ロ
に
引
き
上
げ

マ
ク
ロ
ン
政
権
下
で
環
境
大
臣
に
任
命
さ
れ
た
元
テ
レ
ビ
キ
ャ
ス
タ
ー
の
ニ
コ
ラ
・
ユ
ロ
氏
は
環
境

運
動
家
と
し
て
知
ら
れ
た
存
在
で
あ
り
、
７
月
に
２
０
４
０
年
の
ガ
ソ
リ
ン
・
デ
ィ
ー
ゼ
ル
車
販
売
禁

止
を
含
む
行
動
計
画
を
発
表
し
た
。
同
月
に
発
表
さ
れ
た
予
算
で
は
炭
素
税
を
現
行
の
Ｃ
Ｏ
２
排
出
１

ト
ン
当
た
り
30
・
５
ユ
ー
ロ
か
ら
２
０
１
８
年
に
44
・
６
ユ
ー
ロ
、
２
０
２
０
年
に
65
・
４
ユ
ー
ロ
、
２

０
２
１
年
に
75
・
８
ユ
ー
ロ
、
２
０
２
２
年
に
86
・
２
ユ
ー
ロ
に
引
き
上
げ
る
方
針
が
打
ち
出
さ
れ
た
。

た
だ
し
、
Ｅ
Ｕ–

Ｅ
Ｔ
Ｓ
下
に
あ
る
施
設
及
び
国
際
競
争
に
さ
ら
さ
れ
た
産
業
、
タ
ク
シ
ー
業
界
、
ト

ラ
ッ
ク
運
送
、
農
業
は
炭
素
税
対
象
外
と
さ
れ
、
労
働
組
合
の
強
い
フ
ラ
ン
ス
の
国
柄
を
反
映
し
、
国

内
産
業
の
あ
ち
こ
ち
に
目
を
配
っ
た
も
の
と
な
っ
た
。

マ
ク
ロ
ン
政
権
の
下
で
オ
ラ
ン
ド
政
権
の
路
線
に
修
正
が
加
え
ら
れ
た
の
は
原
子
力
発
電
依
存
度
低

下
の
目
標
年
次
の
先
延
ば
し
で
あ
る
。
環
境
主
義
者
と
し
て
知
ら
れ
る
ユ
ロ
環
境
大
臣
は
、
２
０
２
５
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年
ま
で
に
は
58
基
中
、
17
基
程
度
の
原
子
力
発
電
の
閉
鎖
が
必
要
で
あ
る
と
語
っ
て
き
た
。
し
か
し
フ

ラ
ン
ス
の
Ｔ
Ｓ
Ｏ
（
系
統
運
用
者
）
で
あ
る
Ｒ
Ｔ
Ｅ
（
フ
ラ
ン
ス
電
力
公
社
送
電
子
会
社
）
は
２
０
２

５
年
目
標
を
達
成
す
る
た
め
原
子
力
発
電
を
閉
鎖
す
る
と
２
０
２
０
年
以
降
の
電
力
供
給
安
全
保
障
に

悪
影
響
が
出
る
と
の
警
告
を
発
し
て
い
た
。
ユ
ロ
環
境
大
臣
は
そ
れ
で
も
原
子
力
発
電
の
閉
鎖
を
主
張

し
て
き
た
が
、
も
と
も
と
オ
ラ
ン
ド
政
権
の
原
子
力
発
電
依
存
度
低
下
目
標
の
見
直
し
を
考
え
て
い
た

マ
ク
ロ
ン
大
統
領
や
原
子
力
企
業
Ａ
Ｒ
Ｅ
Ｖ
Ａ
出
身
の
フ
ィ
リ
ッ
プ
首
相
の
同
意
を
得
る
に
至
ら
ず
、

つ
い
に
11
月
に
ユ
ロ
大
臣
自
身
が
「
２
０
２
５
年
に
原
子
力
発
電
依
存
度
を
75
％
か
ら
50
％
に
引
き
下

げ
る
こ
と
は
現
実
的
で
は
な
く
、
拙
速
に
そ
れ
を
行
え
ば
フ
ラ
ン
ス
の
Ｃ
Ｏ
２
削
減
目
標
未
達
、
電
力

供
給
安
全
保
障
リ
ス
ク
、
雇
用
不
安
を
も
た
ら
す
」
と
の
理
由
で
目
標
年
次
を
5
年
か
ら
10
年
先
延
ば

し
す
る
方
針
を
表
明
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
環
境
Ｎ
Ｇ
Ｏ
は
こ
の
決
定
を
強
く
非
難
し
、
Ｃ
Ｏ
Ｐ
23
に

お
い
て
フ
ラ
ン
ス
が
化
石
賞
を
受
賞
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

（
３
）
英
国
の
ク
リ
ー
ン
成
長
戦
略
発
表
と
再
エ
ネ
支
援
の
凍
結

Ｅ
Ｕ
の
中
で
英
国
は
常
に
野
心
の
高
い
目
標
を
主
張
す
る
リ
ー
ダ
ー
的
存
在
で
あ
っ
た
。
し
か
し
21
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11	 https://www.gov.uk/government/publications/clean-growth-strategy

世
紀
政
策
研
究
所
新
書
「
英
国
と
欧
州
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
環
境
政
策
動
向
」
で
述
べ
た
よ
う
に
、
保
守

党
・
自
民
党
連
立
政
権
か
ら
グ
リ
ー
ン
色
の
強
い
自
民
党
が
離
脱
し
、
保
守
党
単
独
政
権
に
な
っ
て
か

ら
、
温
暖
化
対
策
の
優
先
順
位
が
低
下
し
て
き
て
い
る
。
特
に
２
０
１
６
年
６
月
の
国
民
投
票
に
よ
っ

て
Ｅ
Ｕ
離
脱
が
決
ま
っ
て
以
降
、
Ｂ
Ｒ
Ｅ
Ｘ
Ｉ
Ｔ
を
め
ぐ
る
欧
州
委
員
会
と
の
交
渉
が
メ
イ
政
権
の
最

大
の
関
心
事
と
な
っ
て
い
る
。
Ｂ
Ｒ
Ｅ
Ｘ
Ｉ
Ｔ
省
を
新
設
す
る
た
め
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
気
候
変
動
省
（
Ｄ

Ｅ
Ｃ
Ｃ
）
を
廃
止
し
、
ビ
ジ
ネ
ス
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
産
業
戦
略
省
（
Ｂ
Ｅ
Ｉ
Ｓ
）
の
一
部
と
し
た
の
も

そ
の
表
れ
で
あ
る
。

英
国
は
キ
ャ
メ
ロ
ン
政
権
末
期
の
２
０
１
６
年
６
月
に
、
２
０
３
０
年
ま
で
に
90
年
比
マ
イ
ナ
ス

57
％
を
内
容
と
す
る
第
５
次
炭
素
予
算
を
発
表
し
て
い
た
が
、
そ
れ
を
実
現
す
る
た
め
の
具
体
的
戦
略

は
な
か
な
か
発
表
さ
れ
ず
、
よ
う
や
く
２
０
１
７
年
10
月
に
ク
リ
ー
ン
成
長
戦
略
（C

lean G
row

th 
S

trategy

11

）
が
発
表
さ
れ
た
。
そ
の
主
な
項
目
は
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。

◦
２
０
２
５
年
ま
で
の
石
炭
火
力
発
電
所
の
全
廃

◦�

ヒ
ン
ク
リ
ー
ポ
イ
ン
ト
原
子
力
発
電
の
推
進
／
他
の
原
子
力
発
電
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
競
争
的
な
価

格
で
の
推
進
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◦
洋
上
風
力
発
電
の
推
進

◦
一
旦
放
棄
し
た
Ｃ
Ｃ
Ｓ
（
炭
素
回
収
・
貯
蔵
）
に
対
す
る
支
援
を
再
開

◦�
Ｂ
Ｒ
Ｅ
Ｘ
Ｉ
Ｔ
後
も
、
Ｅ
Ｕ–

Ｅ
Ｔ
Ｓ
の
シ
ス
テ
ム
に
引
き
続
き
参
加
し
た
い
と
の
方
針
で
あ
る

が
、
参
加
で
き
な
い
可
能
性
も
念
頭
に
発
電
分
野
に
対
す
る
カ
ー
ボ
ン
プ
ラ
イ
シ
ン
グ
を
検
討

こ
れ
ら
の
項
目
は
こ
れ
ま
で
出
さ
れ
て
き
た
方
針
を
再
掲
す
る
も
の
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る
が
、
Ｅ

Ｕ–

Ｅ
Ｔ
Ｓ
に
参
加
で
き
な
い
可
能
性
に
言
及
し
て
い
る
こ
と
は
興
味
深
い
。
英
国
は
Ｅ
Ｕ–

Ｅ
Ｔ
Ｓ
の

創
設
に
深
く
関
与
し
て
お
り
、
ロ
ン
ド
ン
に
は
炭
素
市
場
が
存
在
す
る
た
め
、
Ｅ
Ｕ–

Ｅ
Ｔ
Ｓ
に
参
加

し
た
い
と
考
え
る
の
は
当
然
で
あ
る
が
、
こ
の
点
も
含
め
て
Ｂ
Ｒ
Ｅ
Ｘ
Ｉ
Ｔ
交
渉
全
体
の
中
で
決
着
せ

ざ
る
を
得
な
い
と
い
う
こ
と
な
の
で
あ
ろ
う
。
ま
た
興
味
深
い
の
は
ク
リ
ー
ン
成
長
戦
略
の
発
表
と
併

せ
て
、
２
０
２
０
～
23
年
の
間
に
小
売
電
気
料
金
の
上
限
設
定
を
可
能
と
す
る
法
案
を
提
出
す
る
方
針

を
表
明
し
た
こ
と
で
あ
る
。
英
国
に
お
い
て
は
２
０
１
７
年
6
月
の
総
選
挙
を
含
め
、
中
低
所
得
者
の

経
済
的
負
担
軽
減
の
観
点
か
ら
エ
ネ
ル
ギ
ー
料
金
の
高
騰
が
政
治
問
題
化
し
て
い
る
。
片
や
電
力
部
門

で
カ
ー
ボ
ン
プ
ラ
イ
ス
導
入
と
い
い
つ
つ
、
片
や
小
売
電
力
料
金
の
上
限
と
い
う
の
は
整
合
的
で
は
な

い
が
、
メ
イ
政
権
も
温
暖
化
よ
り
も
経
済
問
題
に
腐
心
せ
ざ
る
を
得
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
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12	 http://www.biee.org/wpcms/wp-content/uploads/Cost_of_Energy_Review.pdf7

エ
ネ
ル
ギ
ー
価
格
問
題
に
対
す
る
政
府
の
関
心
の
高
さ
は
２
０
１
７
年
７
月
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
コ
ス
ト

に
関
す
る
第
三
者
委
員
会
の
設
置
か
ら
も
う
か
が
わ
れ
る
。
同
委
員
会
の
座
長
に
任
命
さ
れ
た
の
は

オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
大
学
の
デ
ィ
ー
タ
ー
・
ヘ
ル
ム
教
授
で
あ
る
。
彼
は
著
書
「C

arbon C
runch

」

等
で
か
ね
て
か
ら
欧
州
各
国
の
コ
ス
ト
高
な
再
エ
ネ
支
援
策
や
機
能
不
全
を
起
こ
し
て
い
る
Ｅ
Ｕ–

Ｅ

Ｔ
Ｓ
を
批
判
し
て
き
た
論
客
で
あ
る
。
10
月
に
発
表
さ
れ
たC

ost of E
nergy R

eview
 

報
告12

に
は
以

下
の
項
目
が
盛
り
込
ま
れ
た
。

◦�

過
去
の
政
府
に
よ
る
再
エ
ネ
補
助
金
の
コ
ス
ト
や
２
０
１
３
年
以
降
の
電
力
制
度
改
革
に
よ
る
複

雑
な
制
度
導
入
は
様
々
な
弊
害
を
生
ん
で
い
る
。

◦�

過
去
の
低
炭
素
電
源
へ
の
補
助
制
度
（
Ｒ
Ｏ
、
Ｆ
Ｉ
Ｔ
、
Ｃ
ｆ
Ｄ
）
で
コ
ミ
ッ
ト
し
た
「
レ
ガ
シ

ー
・
コ
ス
ト
」
を
切
り
出
し
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
料
金
の
中
で
区
分
し
て
課
金
し
、
将
来
の
エ
ネ
ル
ギ

ー
料
金
の
低
下
を
見
え
る
化
す
べ
き
。
産
業
界
を
レ
ガ
シ
ー
・
コ
ス
ト
の
負
担
か
ら
除
外
す
べ
き
。

◦�

Ｃ
ｆ
Ｄ
制
度
と
容
量
市
場
制
度
を
統
合
し
、E

quivalent Firm
 P

ow
er 

（
安
定
電
源
）
オ
ー
ク

シ
ョ
ン
制
度
を
導
入
す
べ
き
。
再
エ
ネ
電
源
に
は
バ
ッ
テ
リ
ー
な
ど
の
バ
ラ
ン
シ
ン
グ
電
源
を
自

ら
確
保
し
て
応
札
す
る
な
ど
、
他
の
安
定
電
源
と
同
じ
土
俵
で
競
争
す
る
こ
と
を
要
求
。
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◦�

電
力
部
門
だ
け
で
な
く
、
他
部
門
に
も
共
通
の
普
遍
的
な
カ
ー
ボ
ン
プ
ラ
イ
ス
を
設
定
す
べ
き
。

国
際
競
争
上
の
問
題
は
国
境
調
整
措
置
で
対
応
。

こ
の
委
員
会
報
告
の
結
果
を
反
映
し
て
か
、
11
月
末
、
英
国
政
府
は
２
０
２
３
年
ま
で
は
既
に
コ

ミ
ッ
ト
済
み
の
も
の
を
除
き
、
新
た
な
再
エ
ネ
補
助
金
を
凍
結
す
る
と
の
方
針
を
発
表
し
た
。
英
国
で

は
再
エ
ネ
支
援
の
コ
ス
ト
は
最
終
消
費
者
が
負
担
し
て
い
る
が
、
こ
れ
は
政
府
に
よ
る
課
税
と
同
様
の

影
響
を
も
た
ら
す
も
の
と
し
て
財
務
省
が
課
金
管
理
制
度
（Levy C

ontrol S
chem

e

）
の
下
で
上
限

管
理
を
行
っ
て
い
る
。
前
述
の
発
表
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
価
格
高
騰
が
政
治
問
題
化
す
る
中
で
、
再
エ
ネ
補

助
金
総
額
の
こ
れ
以
上
の
拡
大
を
防
ぎ
た
い
と
い
う
政
府
の
意
図
を
反
映
し
た
も
の
で
あ
る
。
当
然
、

国
内
の
再
エ
ネ
団
体
、
環
境
団
体
は
「
英
国
の
炭
素
予
算
達
成
を
危
う
く
す
る
も
の
で
あ
る
」
と
こ
の

決
定
に
強
く
反
発
し
て
い
る
が
、
メ
イ
政
権
の
プ
ラ
イ
オ
リ
テ
ィ
が
温
暖
化
防
止
よ
り
も
経
済
で
あ
る

と
い
う
こ
と
は
こ
の
事
例
か
ら
も
う
か
が
い
知
れ
る
も
の
で
あ
る
。
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Ｃ
Ｏ
Ｐ
23
の
概
要
と
結
果

Ⅱ．



次
に
２
０
１
７
年
11
月
６
～
17
日
に
開
催
さ
れ
た
Ｃ
Ｏ
Ｐ
23
（
国
連
気
候
変
動
枠
組
条
約
第
23
回
締

約
国
会
議
）
の
争
点
と
結
果
を
紹
介
し
よ
う
。

１
．
議
長
国
は
フ
ィ
ジ
ー
で
ホ
ス
ト
国
は
ド
イ
ツ

Ｃ
Ｏ
Ｐ
23
の
議
長
国
は
フ
ィ
ジ
ー
で
あ
る
が
、
開
催
地
は
国
連
気
候
変
動
枠
組
条
約
事
務
局
の
あ
る

ド
イ
ツ
の
ボ
ン
で
あ
っ
た
。
島
嶼
国
フ
ィ
ジ
ー
に
は
２
万
人
以
上
の
人
が
押
し
掛
け
る
Ｃ
Ｏ
Ｐ
を
開
催

す
る
フ
ァ
シ
リ
テ
ィ
が
な
い
と
い
う
の
が
そ
の
理
由
で
あ
る
。
筆
者
は
Ｃ
Ｏ
Ｐ
に
参
加
す
る
の
は
こ
れ

が
13
回
目
で
あ
る
が
、
議
長
国
と
開
催
地
が
一
致
し
な
か
っ
た
事
例
は
、
京
都
議
定
書
の
詳
細
ル
ー
ル

合
意
に
失
敗
し
た
２
０
０
０
年
の
Ｃ
Ｏ
Ｐ
６
（
オ
ラ
ン
ダ
・
ハ
ー
グ
）
の
再
開
会
合
（
し
た
が
っ
て
議

長
は
引
き
続
き
オ
ラ
ン
ダ
）
が
２
０
０
１
年
に
ボ
ン
で
開
催
さ
れ
た
く
ら
い
で
あ
る
。

毎
年
、
事
務
レ
ベ
ル
の
補
助
機
関
会
合
が
開
催
さ
れ
る
ボ
ン
も
収
容
能
力
に
限
界
が
あ
っ
た
。
補
助

機
関
会
合
と
異
な
り
、
Ｃ
Ｏ
Ｐ
に
な
る
と
各
国
パ
ビ
リ
オ
ン
も
設
置
さ
れ
、
参
加
者
の
数
も
必
要
ス
ペ

ー
ス
も
段
違
い
に
拡
大
す
る
。
前
述
の
よ
う
に
２
０
０
０
年
代
初
め
に
は
ボ
ン
で
Ｃ
Ｏ
Ｐ
６
再
開
会
合

を
ホ
ス
ト
し
た
が
、
Ｃ
Ｏ
Ｐ
の
参
加
者
、
特
に
交
渉
官
以
外
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
、
国
際
機
関
、
メ
デ
ィ
ア
等
の
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数
が
年
々
増
大
し
た
結
果
、
会
場
と
な
っ
た
Ｕ
Ｎ
ビ

レ
ッ
ジ
で
会
議
場
と
各
国
パ
ビ
リ
オ
ン
、
サ
イ
ド
イ
ベ

ン
ト
会
場
を
全
て
収
容
す
る
こ
と
が
不
可
能
に
な
っ
た

の
だ
。
こ
の
た
め
、
ホ
ス
ト
国
ド
イ
ツ
は
会
議
ス
ペ
ー

ス
を
二
つ
に
分
け
、
政
府
交
渉
を
行
う
Ｕ
Ｎ
ビ
レ
ッ
ジ

を
ブ
ラ
・
ゾ
ー
ン
（「
ブ
ラ
」
と
は
フ
ィ
ジ
ー
語
で
「
こ

ん
に
ち
は
」
の
意
味
）
と
し
、
徒
歩
20
分
ほ
ど
離
れ
た

公
園
内
に
、
各
国
パ
ビ
リ
オ
ン
や
サ
イ
ド
イ
ベ
ン
ト
用

に
巨
大
な
仮
設
テ
ン
ト
を
設
置
し
、
ボ
ン
・
ゾ
ー
ン
と

し
た
。

こ
の
結
果
、
政
府
交
渉
団
は
自
国
の
サ
イ
ド
イ
ベ
ン

ト
が
あ
る
場
合
を
除
き
、
も
っ
ぱ
ら
ブ
ラ
・
ゾ
ー
ン
に

い
る
こ
と
が
多
く
、
そ
れ
以
外
の
参
加
者
は
自
分
の
関

心
に
応
じ
、
ボ
ン
・
ゾ
ー
ン
と
ブ
ラ
・
ゾ
ー
ン
を
行
っ

ブラ・ゾーン
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た
り
来
た
り
す
る
形
と
な
っ
た
。
両
ゾ
ー
ン

の
往
復
に
は
貸
自
転
車
、
電
気
自
動
車
や
電

動
バ
ス
に
よ
る
シ
ャ
ト
ル
サ
ー
ビ
ス
が
提
供

さ
れ
て
い
た
。

米
国
の
産
業
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
知
人
が
「
ブ
ラ
・

ゾ
ー
ン
で
は
連
日
、
交
渉
に
明
け
暮
れ
る
交

渉
官
が
疲
れ
た
表
情
で
行
き
来
し
て
い
る
が
、

ボ
ン
・
ゾ
ー
ン
に
い
る
人
は
表
情
も
生
き
生

き
し
て
お
り
、
楽
し
そ
う
だ
」
と
言
っ
て
い

た
が
、
交
渉
ス
ペ
ー
ス
と
サ
イ
ド
イ
ベ
ン
ト

ス
ペ
ー
ス
を
切
り
離
し
た
こ
と
に
は
プ
ラ
ス

の
面
も
マ
イ
ナ
ス
の
面
も
あ
る
。
プ
ラ
ス
の

面
は
交
渉
官
が
周
囲
の
雑
音
か
ら
解
放
さ
れ
、

交
渉
に
専
念
で
き
る
環
境
を
作
っ
た
こ
と
だ

ボン・ゾーン

ボン・ゾーンとブラ・ゾーンの往復交通手段

60



（
と
は
い
え
、
後
述
す
る
国
際
環
境
Ｎ
Ｇ
Ｏ
に
よ
る
化
石
賞
イ
ベ
ン
ト
は
ブ
ラ
・
ゾ
ー
ン
で
行
わ
れ
て

お
り
、
雑
音
が
完
全
に
な
く
な
っ
た
わ
け
で
は
な
い
）。
マ
イ
ナ
ス
面
は
交
渉
団
以
外
の
人
に
と
っ
て

「
何
が
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
」が
見
え
に
く
く
な
っ
た
こ
と
だ
。
両
ス
ペ
ー
ス
が
同
じ
場
所
に
あ
れ
ば
、

顔
見
知
り
の
交
渉
官
と
擦
れ
違
っ
た
際
、「
今
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
」と
立
ち
話
で
聞
く
こ
と
が
で
き

る
。
こ
う
し
た
聞
き
か
じ
り
情
報
は
全
体
の
雰
囲
気
や
進
捗
状
況
を
理
解
す
る
上
で
非
常
に
有
益
な
の

だ
。
政
府
バ
ッ
ジ
を
持
た
な
い
人
は
ク
ロ
ー
ズ
ド
な
交
渉
を
聞
け
な
い
の
で
、
ど
う
し
て
も
ボ
ン
・
ゾ

ー
ン
に
い
る
こ
と
が
多
く
な
り
、
前
述
の
よ
う
な
交
渉
官
と
の
立
ち
話
を
や
り
に
く
く
な
っ
た
よ
う
に

思
わ
れ
る
。
米
国
の
産
業
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
人
も
、
こ
の
セ
ッ
テ
ィ
ン
グ
は
問
題
で
あ
り
、
次
期
議
長
国
ポ
ー

ラ
ン
ド
に
は
善
処
を
求
め
た
い
と
言
っ
て
い
た
。

２
．
悪
魔
は
細
部
に
宿
る

と
も
あ
れ
、
こ
う
し
た
セ
ッ
テ
ィ
ン
グ
で
２
週
間
に
わ
た
っ
て
Ｃ
Ｏ
Ｐ
23
が
開
催
さ
れ
た
の
だ
が
、

「
パ
リ
協
定
が
発
効
し
た
の
に
何
を
交
渉
し
て
い
る
の
か
」
と
の
疑
問
も
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。
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２
０
１
５
年
12
月
に
合
意
さ
れ
た
パ
リ
協
定
は
厳
し
い
交
渉
の
結
果
、
と
り
ま
と
め
ら
れ
た
妥
協
の

産
物
で
あ
っ
た
（
21
世
紀
政
策
研
究
所
新
書
「
Ｃ
Ｏ
Ｐ
21 

パ
リ
協
定
と
そ
の
評
価
」
参
照
）。
こ
の
手

の
国
際
交
渉
の
例
に
漏
れ
ず
、
パ
リ
協
定
に
お
い
て
も
多
く
の
難
し
い
論
点
は
、「
詳
細
ル
ー
ル
」「
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
」
等
の
形
で
先
送
り
さ
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、
パ
リ
協
定
の
中
核
を
な
す
プ
レ
ッ
ジ
＆
レ

ビ
ュ
ー
（
透
明
性
フ
レ
ー
ム
ワ
ー
ク
と
呼
ば
れ
る
）
に
関
し
、
パ
リ
協
定
第
13
条
第
２
項
で
は
「
能
力

に
照
ら
し
、
柔
軟
性
を
必
要
と
す
る
開
発
途
上
国
に
は
透
明
性
フ
レ
ー
ム
ー
ク
の
柔
軟
な
運
用
を
認
め

る
」
と
規
定
し
て
お
り
、
同
条
に
関
す
る
Ｃ
Ｏ
Ｐ
決
定
パ
ラ
90
で
は
「
開
発
途
上
国
に
対
し
透
明
性
の

ス
コ
ー
プ
、
頻
度
、
報
告
の
詳
細
度
、
レ
ビ
ュ
ー
の
ス
コ
ー
プ
の
面
で
柔
軟
性
を
認
め
な
け
れ
ば
な
ら

ず
、
各
国
訪
問
審
査
に
お
い
て
は
選
択
を
認
め
る
。
こ
う
し
た
柔
軟
性
は
透
明
性
フ
レ
ー
ム
ワ
ー
ク
の

モ
ダ
リ
テ
ィ
、
手
続
き
、
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
策
定
に
反
映
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
問

題
は
ど
の
よ
う
な
形
で
「
反
映
」
さ
せ
る
か
で
あ
り
、
こ
の
点
は
こ
れ
か
ら
交
渉
さ
れ
る
詳
細
ル
ー
ル

（
モ
ダ
リ
テ
ィ
〈M

odality

〉、
手
続
き
〈P

rocedure

〉、
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
〈G

uideline

〉
の
頭
文
字
を

と
っ
て
Ｍ
Ｐ
Ｇ
と
呼
称
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
）
に
か
か
っ
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
詳
細
ル
ー
ル
は
パ
リ
協
定
を
「
法
律
」
と
す
れ
ば
「
政
令
・
省
令
」
に
あ
た
る
も
の
で
あ
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り
、
こ
れ
が
な
け
れ
ば
パ
リ
協
定
を
実
施
に
移
す
こ
と
が
で
き
な
い
。
ま
さ
し
く
英
語
の
言
い
回
し
に

あ
る
「
悪
魔
は
細
部
に
宿
る
（The devil is in the detail

）」
で
あ
る
。
仮
に
詳
細
ル
ー
ル
に
お
い
て

中
国
、
イ
ン
ド
等
の
大
排
出
国
が
途
上
国
配
慮
条
項
を
理
由
に
通
り
一
遍
の
レ
ビ
ュ
ー
を
受
け
る
に
と

ど
ま
る
一
方
、
先
進
国
の
み
が
厳
し
い
レ
ビ
ュ
ー
に
さ
ら
さ
れ
る
こ
と
と
な
れ
ば
、
せ
っ
か
く
の
全
員

参
加
型
の
枠
組
み
が
で
き
て
も
「
仏
作
っ
て
魂
入
れ
ず
」
に
な
っ
て
し
ま
う
。
パ
リ
協
定
が
有
効
に
機

能
す
る
か
ど
う
か
は
今
後
の
詳
細
ル
ー
ル
策
定
に
か
か
っ
て
い
る
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。
詳
細

ル
ー
ル
の
交
渉
は
地
味
で
は
あ
る
が
重
要
な
の
は
こ
う
し
た
理
由
に
よ
る
も
の
だ
。

３
．
詳
細
ル
ー
ル
の
検
討
体
制

パ
リ
協
定
が
予
想
を
上
回
る
ス
ピ
ー
ド
で
２
０
１
６
年
11
月
４
日
に
発
効
し
た
こ
と
を
踏
ま
え
、
２

０
１
６
年
11
月
の
Ｃ
Ｏ
Ｐ
22
で
、
２
０
１
８
年
の
Ｃ
Ｏ
Ｐ
24
に
お
い
て
詳
細
ル
ー
ル
の
合
意
を
行
う
と

の
作
業
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
が
設
定
さ
れ
た
。
具
体
的
な
検
討
体
制
は
64
ペ
ー
ジ
図
２
の
と
お
り
で
あ
る
。

２
０
１
１
～
２
０
１
５
年
に
お
い
て
は
点
線
の
左
側
に
示
さ
れ
る
よ
う
に
締
約
国
会
合
と
し
て
は
国
連
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図
２
：
気
候
変
動
に
関
す
る
国
連
交
渉
の
構
造
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気
候
変
動
枠
組
条
約
締
約
国
会
議
（
Ｃ
Ｏ
Ｐ: C

onference of the P
arties

）
と
京
都
議
定
書
締
約

国
会
合（
Ｃ
Ｍ
Ｐ: C

onference of the P
arties serving as the M

eeting of the P
arties to the 

K
yoto P

rotocol

）
が
あ
り
、
２
０
２
０
年
以
降
の
新
た
な
枠
組
交
渉
は
、
Ｃ
Ｏ
Ｐ
の
下
に
置
か
れ
た

「
強
化
さ
れ
た
行
動
の
た
め
の
ダ
ー
バ
ン
・
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
特
別
作
業
部
会
（
Ａ
Ｄ
Ｐ
）」
に
お
い

て
行
わ
れ
て
き
た
。
そ
の
結
果
、
Ｃ
Ｏ
Ｐ
21
で
合
意
さ
れ
た
の
が
パ
リ
協
定
で
あ
る
。
２
０
１
６
年
以

降
の
交
渉
体
制
は
点
線
右
側
に
な
る
。締
約
国
会
合
と
し
て
は
Ｃ
Ｏ
Ｐ
、Ｃ
Ｍ
Ｐ
に
加
え
、パ
リ
協
定
締

約
国
会
合
（
Ｃ
Ｍ
Ａ: C

onference of the P
arties serving as the M

eeting of the P
arties to 

the P
aris A

greem
ent

）
が
加
わ
っ
た
。
前
述
の
よ
う
に
パ
リ
協
定
が
２
０
１
６
年
11
月
４
日
に
発
効

し
、
２
０
１
６
年
の
Ｃ
Ｏ
Ｐ
22
の
際
に
第
１
回
パ
リ
協
定
締
約
国
会
合
（
Ｃ
Ｍ
Ａ
１
）
が
開
催
さ
れ
た
。

パ
リ
協
定
採
択
時
の
Ｃ
Ｏ
Ｐ
決
定
で
は
、
詳
細
ル
ー
ル
を
第
１
回
パ
リ
協
定
締
約
国
会
合
で
採
択
す
る

と
さ
れ
て
い
た
。
パ
リ
協
定
は
２
０
２
０
年
以
降
の
枠
組
み
で
あ
る
た
め
、
２
０
１
９
年
頃
に
パ
リ
協

定
が
発
効
し
、
第
１
回
締
約
国
会
合
が
開
催
さ
れ
る
前
に
は
詳
細
ル
ー
ル
の
交
渉
が
終
わ
っ
て
い
る
と

い
う
想
定
だ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

し
か
し
、
予
想
を
上
回
る
ス
ピ
ー
ド
で
パ
リ
協
定
が
発
効
し
、
２
０
１
６
年
11
月
に
早
く
も
第
１
回
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パ
リ
協
定
締
約
国
会
合
（
Ｃ
Ｍ
Ａ
１
）
が
開
催
さ
れ
た
も
の
の
、
当
然
、
詳
細
ル
ー
ル
を
採
択
で
き
る

状
況
で
は
な
い
。
こ
の
た
め
、
詳
細
ル
ー
ル
の
合
意
が
で
き
る
ま
で
は
Ｃ
Ｍ
Ａ
１
が
続
い
て
い
る
形
と

し
、
中
断
→
再
開
と
い
う
形
を
と
る
こ
と
と
な
っ
た
。
具
体
的
に
は
Ｃ
Ｏ
Ｐ
22
で
開
催
さ
れ
た
Ｃ
Ｍ
Ａ

１
は
Ｃ
Ｏ
Ｐ
22
閉
幕
時
に
「
中
断
」
し
、
Ｃ
Ｏ
Ｐ
23
で
「
再
開
」
さ
れ
た
と
い
う
形
に
し
た
の
で
あ
る
。

具
体
的
な
ル
ー
ル
を
検
討
す
る
主
た
る
場
は
Ｃ
Ｏ
Ｐ
の
下
に
置
か
れ
た
パ
リ
協
定
特
別
作
業
部
会

（
Ａ
Ｐ
Ａ
）で
あ
る
が
、
イ
シ
ュ
ー
に
よ
っ
て
は
三
つ
の
締
約
国
会
合
の
付
託
を
受
け
て
技
術
的
な
検
討

を
行
う
常
設
の
補
助
機
関
会
合
（
Ｓ
Ｂ: S

ubsidiary B
ody

）
に
検
討
が
委
ね
ら
れ
る
。
補
助
機
関
会

合
に
は
「
実
施
に
関
す
る
補
助
機
関
会
合
（
Ｓ
Ｂ
Ｉ: S

ubsidiary B
ody for Im

plem
entation

）」
と

「
科
学
上
・
技
術
上
の
助
言
に
関
す
る
補
助
機
関
会
合
（
Ｓ
Ｂ
Ｓ
Ｔ
Ａ: S

ubsidiary B
ody for 

S
cientific and Technological A

dvice

）」
の
二
つ
が
あ
る
。

Ａ
Ｐ
Ａ
、
Ｓ
Ｂ
Ｉ
、
Ｓ
Ｂ
Ｓ
Ｔ
Ａ
が
こ
な
さ
ね
ば
な
ら
な
い
検
討
事
項
は
多
岐
に
わ
た
る
。
図
３
は

主
た
る
検
討
項
目
と
検
討
の
場
、
検
討
期
限
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
そ
の
多
く
が
Ｃ
Ｍ
Ａ
１
で
の

合
意
を
求
め
ら
れ
て
い
る
。
前
述
の
よ
う
に
２
０
１
８
年
の
Ｃ
Ｏ
Ｐ
24
の
際
に
開
催
さ
れ
る
Ｃ
Ｍ
Ａ
１

再
開
会
合
に
お
け
る
採
択
を
目
指
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
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図３　詳細ルールの検討項目と検討の場、検討期限
分野 検討すべき内容 検討の場 検討開始時期 期限

緩和

NDCに関する共通タイムフレーム CMA CMA1

NDCの特徴に関する更なるガイダンス APA CMA1

NDCの明確性・透明性・理解促進のため締
約国から提出されるべき情報に関するガイ
ダンス

APA CMA1

公開登録簿の運営・利用のモダリティ・手続 SBI SBI44 CMA1

締約国のNDCのアカウンティングのガイダンス APA CMA1

市場
メカニズム

ダブルカウンティング防止を含む、協力的
アプローチにかかるアカウンティングのガ
イダンス

SBSTA SBSTA44 CMA1

メカニズムのためのルール、モダリティ・手続 SBSTA SBSTA44 CMA1

非市場アプローチのための枠組みの下の作
業計画の着手と決定案の勧告 SBSTA SBSTA44 CMA1

技術

技術フレームワークの検討とその成果の
COPへの報告

SBSTA
COP（報告） SBSTA44 CMA1

技術メカニズムへの支援の効果・適切性に
関する定期的な評価のスコープ及びモダリ
ティに関する検討

SBI
COP（報告） SBI44 COP25

技術・資金
リンケージ

技術・資金リンケージに関する勧告を招請 GCF理事会 COP22

リンケージについて協議を継続し、さらに
具体化（インセッションワークショップ含
む）

TEC、CTCN、
資金メカニズ
ムの執行機関

随時
SB44（ワーク
ショップ）

GCF理事会からの勧告も踏まえ、関係機関
による協議の成果を年次報告書に含める TEC COP22

途上国における環境技術へのアクセスの促
進と研究開発の実施のための支援提供方法
の検討

GCF理事会

資金

先進国による1000億ドルを底値とする新規
の全体定量目標の設定 CMA 2025年

より前
先進国による、途上国に提供予定のプロ
ジェクト単位の公的資金の入手可能な情報
を含む隔年報告として提供される情報の項
目の特定

COP COP22
（2016） CMA1

先進国による、公的な介入を通じて途上国
に提供・動員された支援に関する隔年の情
報提供にかかる、その資金源の計上に関す
るモダリティ・手続・ガイドライン

SBSTA SBSTA44
（2016）

COP24
（2018 年11月）

透明性
行動と支援の透明性に関する共通の手順・
手続・ガイドラインに関する勧告、初回及
び二回目以降のレビュー・更新の年の定義

APA
COP（報告）

COP24
（2018 年11月）

グローバル
ストックテ
イク

グローバルストックテイクのためのイン
プット源の特定

APA
COP（報告） CMA1

IPCCの評価がグローバルストックテイクに
対してどのように情報提供出来るかに関す
る助言の提供

SBSTA SBSTA44 APA2

グローバルストックテイクのモダリティ APA
COP（報告） CMA1

実施の促進
と遵守

実施の促進と遵守のための委員会の効果的
運営のためのモダリティと手続 APA CMA1
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Ｃ
Ｏ
Ｐ
23
で
は
、
２
０
１
７
年
５
月
の
補
助
機
関
会
合
に
続
き
、
パ
リ
協
定
特
別
作
業
部
会
（
Ａ
Ｐ

Ａ
）
の
下
に
イ
シ
ュ
ー
ご
と
に
六
つ
の
コ
ン
タ
ク
ト
グ
ル
ー
プ
を
設
け
、
先
進
国
、
途
上
国
か
ら
１
名

ず
つ
の
共
同
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
を
任
命
し
、
議
論
を
行
っ
た
。
主
た
る
イ
シ
ュ
ー
及
び
共
同
フ
ァ
シ

リ
テ
ー
タ
ー
の
出
身
国
は
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。

◦�

緩
和
に
関
す
る
ガ
イ
ダ
ン
ス
（
Ｎ
Ｄ
Ｃ
の
特
徴
、
明
確
性
・
透
明
性
・
理
解
増
進
の
た
め
の
情
報
、

ア
カ
ウ
ン
テ
ィ
ン
グ
）（
共
同
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
：
オ
ー
ス
ト
リ
ア
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
）

◦
適
応
（
共
同
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
：
カ
ナ
ダ
、
チ
リ
）

◦�

透
明
性
フ
レ
ー
ム
ワ
ー
ク
の
モ
ダ
リ
テ
ィ
、
手
続
き
、
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
（
共
同
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ

ー
：
米
国
、
中
国
）

◦�

グ
ロ
ー
バ
ル
ス
ト
ッ
ク
テ
ー
ク
（
イ
ン
プ
ッ
ト
す
べ
き
情
報
、
モ
ダ
リ
テ
ィ
）（
共
同
フ
ァ
シ
リ
テ

ー
タ
ー
：
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
、
タ
ン
ザ
ニ
ア
）

◦�

遵
守
委
員
会
の
手
続
き
、
モ
ダ
リ
テ
ィ
（
共
同
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
：
豪
州
、
ベ
リ
ー
ズ
）

◦�

そ
の
他
（
資
金
支
援
の
情
報
提
供
、
種
々
の
資
金
メ
カ
ニ
ズ
ム
へ
の
ガ
イ
ダ
ン
ス
、
新
た
な
資
金
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目
標
等
）（
共
同
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
：
オ
ラ
ン
ダ
、
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
）

科
学
上
・
技
術
上
の
助
言
に
関
す
る
補
助
機
関
会
合
（
Ｓ
Ｂ
Ｓ
Ｔ
Ａ
）
で
は
、
主
に
以
下
の
事
項
に

つ
い
て
検
討
を
行
っ
た
。

◦�

パ
リ
協
定
第
10
条
４
項
に
基
づ
く
技
術
枠
組
み
（
共
同
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
：
オ
ー
ス
ト
リ
ア
、

マ
ラ
ウ
ィ
）

◦�

パ
リ
協
定
第
６
条
２
項
に
お
け
る
協
力
的
ア
プ
ロ
ー
チ
に
関
す
る
ガ
イ
ダ
ン
ス
（
Ｊ
Ｃ
Ｍ
は
こ
れ

に
分
類
）（
共
同
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
：
Ｅ
Ｕ
、
モ
ル
ジ
ブ
）

◦�

パ
リ
協
定
第
６
条
４
項
に
基
づ
く
市
場
メ
カ
ニ
ズ
ム
の
ル
ー
ル
、
モ
ダ
リ
テ
ィ
、
手
続
き（
同
前
）

な
お
、
実
施
に
関
す
る
補
助
機
関
会
合
（
Ｓ
Ｂ
Ｉ
）
で
は
パ
リ
協
定
実
施
支
援
に
関
す
る
技
術
メ
カ

ニ
ズ
ム
の
定
期
評
価
の
ス
コ
ー
プ
等
（
共
同
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
：
オ
ー
ス
ト
リ
ア
、
ジ
ン
バ
ブ
エ
）

が
議
論
さ
れ
て
い
る
が
、
Ｃ
Ｏ
Ｐ
23
で
は
本
件
の
議
論
は
行
わ
れ
な
か
っ
た
。
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４
．
主
要
な
交
渉
グ
ル
ー
プ

温
暖
化
交
渉
で
大
き
な
役
割
を
果
た
す
の
が
交
渉
グ
ル
ー
プ
の
存
在
で
あ
る（
図
４
）。
締
約
国
を
大

別
す
る
と
附
属
書
Ⅰ
国
（
先
進
国
）
グ
ル
ー
プ
と
非
附
属
書
Ⅰ
国
（
途
上
国
）
グ
ル
ー
プ
が
存
在
す
る
。

附
属
書
Ⅰ
国
の
中
で
一
大
勢
力
な
の
が
Ｅ
Ｕ
28
カ
国
で
あ
る
。
欧
州
は
も
と
も
と
環
境
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
影

響
力
が
強
く
、
地
球
温
暖
化
交
渉
に
お
い
て
削
減
目
標
の
引
き
上
げ
、
厳
格
な
枠
組
み
を
主
張
す
る
理

念
主
義
的
な
傾
向
が
強
い
。
も
っ
と
も
２
０
０
５
年
の
Ｅ
Ｕ
拡
大
で
石
炭
依
存
度
が
高
く
、
経
済
成
長

や
エ
ネ
ル
ギ
ー
安
全
保
障
を
重
視
す
る
ポ
ー
ラ
ン
ド
等
の
東
欧
諸
国
が
入
っ
た
結
果
、
従
来
の
よ
う
に

北
欧
、
西
欧
主
導
で
環
境
至
上
主
義
的
な
方
向
で
の
合
意
形
成
を
す
る
こ
と
が
難
し
く
な
り
つ
つ
あ
る
。

附
属
書
Ⅰ
国
の
中
で
も
う
一
つ
の
勢
力
が
日
本
も
参
加
し
て
い
る
ア
ン
ブ
レ
ラ
グ
ル
ー
プ
（
Ｕ
Ｇ
）
で

あ
る
。
ア
ン
ブ
レ
ラ
グ
ル
ー
プ
は
Ｅ
Ｕ
以
外
の
主
要
先
進
国
が
参
加
し
て
お
り
、
そ
の
構
成
メ
ン
バ
ー

は
米
国
、
カ
ナ
ダ
、
豪
州
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
、
日
本
、
ノ
ル
ウ
ェ
ー
、
ロ
シ
ア
、
カ
ザ
フ
ス
タ
ン
、

ウ
ク
ラ
イ
ナ
で
あ
る
。
Ｅ
Ｕ
の
場
合
は
事
前
に
域
内
調
整
を
行
い
、
ワ
ン
ボ
イ
ス
で
対
応
す
る
が
、
ア

ン
ブ
レ
ラ
グ
ル
ー
プ
は
各
国
の
立
場
の
違
い
を
認
め
、
最
大
公
約
数
的
な
ポ
ジ
シ
ョ
ン
を
打
ち
出
す
緩
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図
4　
温
暖
化
交
渉
に
お
け
る
交
渉
グ
ル
ー
プ

出
所

　
経

産
省

資
料
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や
か
な
連
携
を
特
色
と
す
る
。
環
境
至
上
主
義
的
、
教
条
的
な
Ｅ
Ｕ
に
比
し
て
現
実
的
ア
プ
ロ
ー
チ
を

志
向
す
る
国
が
多
い
。
と
は
い
え
、
非
Ｅ
Ｕ
の
ノ
ル
ウ
ェ
ー
は
ア
ン
ブ
レ
ラ
グ
ル
ー
プ
に
入
っ
て
い
る

も
の
の
、
そ
の
主
張
は
ほ
と
ん
ど
Ｅ
Ｕ
と
同
じ
で
あ
り
、
最
近
で
は
ト
ル
ド
ー
政
権
下
の
カ
ナ
ダ
が
環

境
面
で
左
傾
化
を
強
め
て
い
る
。

非
附
属
書
Ⅰ
国
に
属
す
る
途
上
国
の
中
に
は
地
域
特
性
、
発
展
段
階
等
を
反
映
し
た
様
々
な
交
渉
グ

ル
ー
プ
が
存
在
す
る
。
ア
フ
リ
カ
グ
ル
ー
プ
、
後
発
発
展
途
上
国
（
Ｌ
Ｄ
Ｃ
）
グ
ル
ー
プ
、
小
島
嶼
国

連
合
（
Ａ
Ｏ
Ｓ
Ｉ
Ｓ: A

lliance of S
m

all Island S
tates

）
等
は
自
国
の
排
出
量
は
非
常
に
少
な
い

一
方
、
温
暖
化
に
よ
る
被
害
を
よ
り
大
き
く
受
け
る
こ
と
に
加
え
、
国
の
数
も
多
い
た
め
、
温
暖
化
交

渉
に
お
い
て
国
力
以
上
の
影
響
力
を
有
し
て
い
る
。
彼
ら
は
野
心
的
な
枠
組
み
の
構
築
と
先
進
国
か
ら

の
支
援
拡
大
に
関
心
が
強
い
。
こ
れ
に
対
し
、
産
油
国
グ
ル
ー
プ
は
温
暖
化
対
策
の
進
行
に
よ
る
化
石

燃
料
消
費
の
減
少
が
自
国
経
済
に
与
え
る
影
響
を
懸
念
し
て
い
る
。
中
南
米
で
は
ボ
リ
ビ
ア
、
ベ
ネ
ズ

エ
ラ
等
の
反
米
社
会
主
義
国
が
「
Ａ
Ｌ
Ｂ
Ａ
（
米
州
ボ
リ
バ
ル
同
盟
、B

olivarian A
lliance for the 

P
eoples of O

ur A
m

erica

）」を
形
成
す
る
一
方
、
先
進
国
と
の
協
力
に
前
向
き
な
チ
リ
、
コ
ロ
ン
ビ

ア
、
ペ
ル
ー
等
は
「
Ａ
Ｉ
Ｌ
Ａ
Ｃ
（
独
立
中
南
米
カ
リ
ビ
ア
ン
諸
国
連
合
、A

ssociation of 
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Independent Latin A
m

erican and C
aribbean 

states

）」
を
立
ち
上
げ
た
。
途
上
国
の
中
で
も
経
済
大

国
、
大
排
出
国
と
な
っ
た
中
国
、
イ
ン
ド
、
ブ
ラ
ジ
ル
、

南
ア
は
Ｂ
Ａ
Ｓ
Ｉ
Ｃ
（B

razil, S
outh A

frica, India 
and C

hina

）
と
い
う
グ
ル
ー
プ
を
作
っ
て
い
る
。
更

に
中
国
、
イ
ン
ド
は
反
米
中
南
米
諸
国
や
産
油
国
等
と

組
ん
で
「
有
志
途
上
国
グ
ル
ー
プ
（
Ｌ
Ｍ
Ｄ
Ｃ: Like 

M
inded G

roup of D
eveloping C

ountries

）」
を
立

ち
上
げ
、
先
進
国
・
途
上
国
の
二
分
論
に
基
づ
き
、
先

進
国
の
責
任
を
厳
し
く
追
及
す
る
一
方
、
途
上
国
へ
の

支
援
拡
大
を
要
求
す
る
、
昔
な
が
ら
の
南
北
対
立
的
な

交
渉
を
展
開
し
て
い
る
。
後
述
す
る
個
別
論
点
に
お
い

て
も
先
進
国
と
あ
ら
ゆ
る
局
面
で
最
も
敵
対
関
係
に
あ

る
の
が
Ｌ
Ｍ
Ｄ
Ｃ
で
あ
る
。

図5　各交渉グループの交渉ポジション

出所：経産省資料
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73
ペ
ー
ジ
図
５
は
各
交
渉
グ
ル
ー
プ
を
「
環
境
至
上
主
義
的
か
、
経
済
・
環
境
の
バ
ラ
ン
ス
を
重
視

し
て
い
る
か
」「
先
進
国
・
途
上
国
二
分
論
へ
の
ポ
ジ
シ
ョ
ン
」
で
四
つ
の
象
限
に
分
け
た
も
の
で
あ
る
。

途
上
国
は
概
し
て
先
進
国
と
の
二
分
法
を
主
張
す
る
と
い
う
点
で
共
通
し
て
い
る
が
、
自
ら
が
温
暖
化

の
被
害
を
受
け
や
す
い
ア
フ
リ
カ
グ
ル
ー
プ
、
Ｌ
Ｄ
Ｃ
、
Ａ
Ｏ
Ｓ
Ｉ
Ｓ
は
よ
り
環
境
原
理
主
義
的
な
傾

向
を
有
し
て
い
る
の
に
対
し
、
Ｌ
Ｍ
Ｄ
Ｃ
は
先
進
国
に
は
厳
し
い
制
限
を
求
め
つ
つ
、
温
暖
化
対
策
に

よ
る
自
国
経
済
へ
の
影
響
は
避
け
た
い
と
考
え
て
い
る
点
で
は
バ
ラ
ン
ス
派
に
近
い
。
先
進
国
の
中
で

は
Ｅ
Ｕ
が
環
境
至
上
主
義
的
な
傾
向
が
強
く
、
途
上
国
に
対
し
て
比
較
的
融
和
的
な
ポ
ジ
シ
ョ
ン
を
と

る
の
に
対
し
、
Ｕ
Ｇ
は
経
済
と
環
境
の
バ
ラ
ン
ス
を
重
視
し
、
先
進
国･

途
上
国
二
分
論
に
は
強
く
反

対
し
て
い
る
。
特
に
米
国
は
そ
の
傾
向
が
著
し
い
。

５
．
Ｃ
Ｏ
Ｐ
23
の
主
要
な
争
点

次
に
交
渉
の
主
た
る
争
点
を
見
て
み
よ
う
。
67
ペ
ー
ジ
の
図
３
に
あ
る
よ
う
に
詰
め
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
詳
細
ル
ー
ル
は
多
岐
に
及
ぶ
が
、
代
表
的
か
つ
本
質
的
な
争
点
を
例
示
す
る
。
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（
１
）
Ｎ
Ｄ
Ｃ
の
範
囲
と
性
格

パ
リ
協
定
の
中
核
的
要
素
は
各
国
が
自
主
的
に
定
め
る
国
別
貢
献
（
Ｎ
Ｄ
Ｃ
：N

ationally 
D

eterm
ined C

ontribution

）
で
あ
る
。
そ
れ
だ
け
に
Ｎ
Ｄ
Ｃ
に
つ
い
て
は
多
く
の
争
点
が
あ
る
。

第
１
の
争
点
は
Ｎ
Ｄ
Ｃ
の
範
囲
で
あ
る
。
先
進
国
は
Ｕ
Ｇ
、
Ｅ
Ｕ
共
に
Ｎ
Ｄ
Ｃ
が
緩
和
を
扱
う
パ
リ

協
定
第
４
条
に
基
づ
い
て
提
出
さ
れ
る
以
上
、
当
然
に
温
室
効
果
ガ
ス
の
削
減
、
抑
制
に
関
す
る
情
報

を
提
供
す
べ
き
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
、
Ｌ
Ｍ
Ｄ
Ｃ
等
は
「
気
候
変
動
に
対
す
る
地
球

的
な
対
応
へ
の
各
国
別
貢
献
と
し
て
、
全
て
の
締
約
国
は
パ
リ
協
定
第
４
条
（
緩
和
）、
第
７
条
（
適

応
）、
第
９
条
（
資
金
）、
第
10
条
（
技
術
）、
第
11
条
（
キ
ャ
パ
シ
テ
ィ
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
）、
第
13
条
（
透

明
性
）
に
規
定
さ
れ
た
野
心
的
努
力
を
実
施
、
通
報
す
る
」
と
い
う
パ
リ
協
定
第
３
条
の
規
定
を
根
拠

に
Ｎ
Ｄ
Ｃ
の
中
に
適
応
や
支
援
の
目
標
も
含
め
る
べ
き
で
あ
る
と
主
張
し
て
い
る
。
こ
の
解
釈
に
従
え

ば
先
進
国
は
５
年
ご
と
に
途
上
国
支
援
目
標
を
設
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
第

９
条
で
は
先
進
国
が
２
年
ご
と
に
資
金
援
助
に
関
す
る
情
報
を
提
供
す
る
こ
と
が
規
定
さ
れ
て
お
り
、

緩
和
を
扱
う
第
４
条
の
下
で
規
定
さ
れ
る
Ｎ
Ｄ
Ｃ
に
途
上
国
支
援
情
報
を
盛
り
込
め
と
い
う
の
は
牽
強

付
会
で
あ
る
と
い
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
当
然
に
先
進
国
は
こ
の
主
張
に
真
っ
向
か
ら
反
対
し
て
い
る
。
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第
２
の
争
点
は
先
進
国
と
途
上
国
の
差
異
化
で
あ
る
。
先
進
国
は
各
国
が
Ｎ
Ｄ
Ｃ
を
自
主
的
に
決
定

す
る
以
上
、
各
国
の
能
力
差
や
国
情
に
配
慮
す
る
規
定
を
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
設
け
る
必
要
は
な
い
と
主

張
し
て
い
る
が
、
Ｌ
Ｍ
Ｄ
Ｃ
等
の
途
上
国
は
二
分
論
に
基
づ
き
、
先
進
国
、
途
上
国
別
々
の
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
を
設
け
る
こ
と
を
主
張
し
て
い
る
。
先
進
国
に
は
詳
細
な
情
報
を
求
め
、
途
上
国
に
つ
い
て
は
簡

略
な
情
報
で
足
り
る
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。

第
３
の
争
点
は
Ｎ
Ｄ
Ｃ
に
盛
り
込
ま
れ
る
情
報
の
性
格
で
あ
る
。
先
進
国
は
Ｎ
Ｄ
Ｃ
を
定
量
化
、
比

較
、
合
算
可
能
な
も
の
と
し
、
Ｎ
Ｄ
Ｃ
の
種
類
（
原
単
位
目
標
、
Ｂ
Ａ
Ｕ
目
標
等
）
に
応
じ
て
追
加
情

報
を
提
出
す
べ
き
で
あ
る
と
主
張
し
て
い
る
。
途
上
国
の
目
標
に
は
自
然
体（
Ｂ
Ａ
Ｕ: B

usiness A
s 

U
sual

）
比
○
％
減
と
い
っ
た
も
の
が
多
く
、
排
出
実
績
の
数
字
を
見
て
も
Ｂ
Ａ
Ｕ
の
想
定
に
関
す
る

情
報
が
な
け
れ
ば
目
標
を
達
成
し
て
い
る
か
否
か
の
判
断
が
つ
か
な
い
か
ら
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
、

Ｌ
Ｍ
Ｄ
Ｃ
は
提
出
情
報
は
自
国
決
定
で
あ
り
、
任
意
で
あ
る
と
主
張
し
て
い
る
。

（
２
）
市
場
メ
カ
ニ
ズ
ム

パ
リ
協
定
第
６
条
に
は
日
本
の
Ｊ
Ｃ
Ｍ
を
含
む
協
力
的
ア
プ
ロ
ー
チ（
２
〜
３
項
）、
国
連
の
管
理
下
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に
置
か
れ
る
メ
カ
ニ
ズ
ム
（
４
〜
７
項
）、
非
市
場
ア
プ
ロ
ー
チ
（
８
〜
９
項
）
が
含
ま
れ
て
い
る
が
、

ベ
ネ
ズ
エ
ラ
、
ボ
リ
ビ
ア
等
、
非
市
場
ア
プ
ロ
ー
チ
を
提
唱
し
た
国
々
は
、
協
力
的
ア
プ
ロ
ー
チ
や
国

連
メ
カ
ニ
ズ
ム
の
交
渉
が
先
行
す
る
こ
と
に
強
い
警
戒
心
を
有
し
て
お
り
、
こ
の
３
点
の
ア
プ
ロ
ー

チ
・
メ
カ
ニ
ズ
ム
に
関
す
る
交
渉
が
同
じ
ス
ピ
ー
ド
で
進
捗
す
る
こ
と
を
主
張
し
て
い
る
。

ま
た
課
金
問
題
も
争
点
で
あ
る
。
京
都
議
定
書
下
の
ク
リ
ー
ン
開
発
メ
カ
ニ
ズ
ム
（
Ｃ
Ｄ
Ｍ
）
で
は

ク
レ
ジ
ッ
ト
取
引
額
の
一
定
比
率
がS

hare of P
roceeds

と
し
て
「
課
税
」
さ
れ
て
お
り
、
パ
リ
協

定
第
６
条
４
項
に
基
づ
く
国
連
管
理
メ
カ
ニ
ズ
ム
に
もS

hare of P
roceeds 

を
適
用
さ
れ
る
こ
と
が

規
定
さ
れ
て
い
る（
第
６
条
６
項
）。
し
か
し
途
上
国
は
こ
れ
に
加
え
、
第
６
条
２
〜
３
項
に
基
づ
く
協

力
的
ア
プ
ロ
ー
チ
に
もS

hare of P
roceeds 

の
適
用
を
主
張
し
て
お
り
、
先
進
国
は
「
交
渉
の
や
り

直
し
で
あ
る
」
と
し
て
こ
れ
に
強
く
反
対
し
て
い
る
。
こ
れ
は
温
暖
化
交
渉
を
通
じ
て
途
上
国
が
主
張

し
て
い
る
資
金
支
援
拡
大
論
の
一
環
と
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

国
連
管
理
下
の
新
た
な
メ
カ
ニ
ズ
ム
に
つ
い
て
は
、
ブ
ラ
ジ
ル
が
京
都
議
定
書
下
の
Ｃ
Ｄ
Ｍ
を
新
メ

カ
ニ
ズ
ム
に
移
管
す
る
こ
と
を
主
張
し
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
て
先
進
国
は
「
Ｃ
Ｄ
Ｍ
は
先
進
国
だ
け

が
義
務
を
負
い
、
途
上
国
は
義
務
を
負
わ
な
い
京
都
議
定
書
の
枠
組
み
を
前
提
し
た
も
の
で
あ
り
、
京
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都
議
定
書
と
は
性
格
を
異
に
す
る
パ
リ
協
定
の
下
に
位
置
づ
け
る
こ
と
は
筋
違
い
」
と
反
対
し
て
お
り
、

他
の
途
上
国
も
Ｃ
Ｄ
Ｍ
に
は
過
去
の
経
験
を
踏
ま
え
た
改
善
が
必
要
で
あ
る
と
の
見
方
で
あ
り
、
ブ
ラ

ジ
ル
提
案
へ
の
支
持
は
強
く
な
い
。

メ
カ
ニ
ズ
ム
の
使
用
に
つ
い
て
は
、
ア
フ
リ
カ
諸
国
、
Ａ
Ｏ
Ｓ
Ｉ
Ｓ
の
よ
う
に
国
内
削
減
を
重
視
し
、

市
場
メ
カ
ニ
ズ
ム
の
使
用
上
限
を
設
け
る「
補
完
性
」を
主
張
す
る
国
が
あ
る
一
方
、
ベ
ネ
ズ
エ
ラ
、
ボ

リ
ビ
ア
等
の
よ
う
に
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
的
に
市
場
メ
カ
ニ
ズ
ム
そ
の
も
の
に
反
対
し
て
い
る
国
も
あ
っ
て
、

途
上
国
の
中
で
も
立
場
が
一
致
し
て
い
な
い
。
先
進
国
は
メ
カ
ニ
ズ
ム
へ
の
人
為
的
な
使
用
上
限
設
定

に
は
反
対
の
立
場
で
あ
る
。

そ
の
他
、
国
連
メ
カ
ニ
ズ
ム
の
ガ
バ
ナ
ン
ス
体
制
、
ダ
ブ
ル
カ
ウ
ン
ト
防
止
の
た
め
の
ア
カ
ウ
ン

テ
ィ
ン
グ
ル
ー
ル
等
も
論
点
に
な
っ
て
い
る
。
例
え
ば
Ｎ
Ｄ
Ｃ
対
象
内
セ
ク
タ
ー
で
削
減
量
（
Ｉ
Ｔ
Ｍ

Ｏ: Internationally Transferred M
itigation O

utcom
e

）
の
移
転
が
生
じ
た
場
合
は
、
ダ
ブ
ル
カ

ウ
ン
ト
を
防
止
す
る
た
め
の
調
整
が
必
要
に
な
る
が
、
Ｎ
Ｄ
Ｃ
対
象
外
の
セ
ク
タ
ー
で
生
じ
た
削
減
量

の
場
合
は
ど
う
い
う
扱
い
に
す
る
か
等
で
あ
る
。

メ
カ
ニ
ズ
ム
に
つ
い
て
は
単
純
な
二
分
論
の
議
論
で
は
な
い
だ
け
に
、
途
上
国
の
中
で
も
立
場
が
分

78



か
れ
て
お
り
、
逆
説
的
だ
が
、
実
務
的
で
ま
と
も
な
交
渉
が
行
わ
れ
て
い
る
と
も
言
え
る
。

（
３
）
透
明
性
フ
レ
ー
ム
ワ
ー
ク

Ｎ
Ｄ
Ｃ
と
並
ん
で
パ
リ
協
定
の
根
幹
を
成
す
の
が
プ
レ
ッ
ジ
＆
レ
ビ
ュ
ー
を
構
成
す
る
透
明
性
フ
レ

ー
ム
ワ
ー
ク
で
あ
る
。
透
明
性
フ
レ
ー
ム
ワ
ー
ク
を
先
進
国･

途
上
国
共
通
の
も
の
と
す
る
か
否
か
は

パ
リ
協
定
交
渉
の
最
大
の
論
点
の
一
つ
で
あ
っ
た
。
そ
の
結
果
、
パ
リ
協
定
第
13
条
を
通
じ
て
共
通
の

フ
レ
ー
ム
ワ
ー
ク
と
し
つ
つ
も
、
前
述
の
よ
う
に
第
13
条
2
項
で
「
能
力
に
照
ら
し
、
柔
軟
性
を
必
要

と
す
る
開
発
途
上
国
に
は
透
明
性
フ
レ
ー
ム
ー
ク
の
柔
軟
な
運
用
を
認
め
る
」
と
規
定
し
た
の
は
、
苦

心
の
末
の
妥
協
の
産
物
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

こ
の
た
め
、
こ
の
「
柔
軟
な
運
用
」
の
解
釈
が
ル
ー
ル
交
渉
の
争
点
に
な
る
の
は
自
明
の
こ
と
で
あ

る
。
先
進
国
は
先
進
国
・
途
上
国
共
通
の
規
則
・
手
続
き
・
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
主
張
し
て
い
る
。
確
か

に
パ
リ
協
定
第
13
条
２
項
に
は
柔
軟
性
の
規
定
が
あ
る
が
、
ど
の
よ
う
な
義
務
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う

な
国
に
、
ど
の
よ
う
な
柔
軟
性
を
付
与
す
る
か
は
各
国
の
技
術
的
・
制
度
的
能
力
に
応
じ
て
個
々
に
判

断
す
べ
き
で
あ
る
と
い
う
の
が
先
進
国
の
考
え
方
だ
。
こ
れ
に
対
し
て
Ｌ
Ｍ
Ｄ
Ｃ
は
先
進
国
、
途
上
国
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の
二
分
論
の
考
え
方
に
基
づ
き
、
義
務
の
対
象
、
頻
度
、
詳
細
さ
、
形
式
等
に
つ
い
て
途
上
国
全
体
に

包
括
的
に
柔
軟
性
を
付
与
す
べ
き
で
あ
る
と
主
張
し
て
い
る
。
パ
リ
協
定
に
伴
う
Ｃ
Ｏ
Ｐ
決
定
を
極
限

ま
で
拡
大
解
釈
し
た
議
論
と
言
っ
て
よ
い
。
同
じ
途
上
国
で
も
Ａ
Ｏ
Ｓ
Ｉ
Ｓ
は
人
口
や
排
出
量
の
少
な

い
国
を
制
度
の
対
象
外
と
す
る
こ
と
を
主
張
し
つ
つ
も
、
中
国
、
イ
ン
ド
等
の
新
興
国
に
は
先
進
国
と

共
通
の
フ
レ
ー
ム
ワ
ー
ク
を
適
用
す
べ
き
で
あ
り
、
い
つ
先
進
国
と
同
様
の
総
量
削
減
目
標
に
移
行
す

る
か
を
報
告
す
べ
き
で
あ
る
と
主
張
し
て
い
る
。

レ
ビ
ュ
ー
の
重
点
に
つ
い
て
Ｌ
Ｍ
Ｄ
Ｃ
は
先
進
国
の
支
援
に
つ
い
て
、
緩
和
（
排
出
量
削
減
）
と
同

様
に
厳
格
に
報
告
、
レ
ビ
ュ
ー
を
す
べ
き
で
あ
る
と
主
張
し
て
い
る
。
途
上
国
支
援
は
途
上
国
共
通
の

関
心
事
で
あ
り
、
こ
の
点
に
つ
い
て
は
足
並
み
を
揃
え
て
い
る
と
言
っ
て
よ
い
だ
ろ
う
。

（
４
）
グ
ロ
ー
バ
ル
ス
ト
ッ
ク
テ
ー
ク

グ
ロ
ー
バ
ル
ス
ト
ッ
ク
テ
ー
ク
に
関
し
て
は
科
学
的
分
析
を
行
う
技
術
的
フ
ェ
ー
ズ
と
、
政
治
的
な

方
向
性
を
打
ち
出
す
政
治
的
フ
ェ
ー
ズ
と
を
設
け
、
個
別
国
を
名
指
し
で
非
難
す
る
よ
う
な
こ
と
は
し

な
い
、
成
果
物
と
し
て
対
話
の
要
約
レ
ポ
ー
ト
を
作
る
等
の
点
で
先
進
国
の
立
場
は
概
ね
一
致
し
て
い
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る
が
、
Ｅ
Ｕ
は
こ
れ
に
加
え
、
各
国
の
長
期
戦
略
情
報
を
分
析
に
用
い
る
、
官
民
資
金
を
低
排
出
投
資

に
振
り
向
け
る
方
策
を
議
論
す
る
、
成
果
物
に
取
り
組
み
強
化
の
決
意
や
具
体
的
な
政
策
オ
プ
シ
ョ
ン

を
含
め
る
等
、
環
境
至
上
主
義
的
な
観
点
か
ら
グ
ロ
ー
バ
ル
ス
ト
ッ
ク
テ
ー
ク
を
各
国
の
野
心
レ
ベ
ル

の
引
き
上
げ
に
つ
な
げ
る
こ
と
を
意
図
し
た
提
案
を
行
っ
て
い
る
。
そ
の
傾
向
が
更
に
強
い
の
が
Ａ
Ｏ

Ｓ
Ｉ
Ｓ
で
あ
り
、
成
果
物
を
閣
僚
級
で
承
認
の
上
、
締
約
国
会
合
で
採
択
し
、
各
国
が
そ
れ
を
次
期
Ｎ

Ｄ
Ｃ
策
定
の
指
針
と
す
る
こ
と
を
約
束
す
べ
き
だ
と
主
張
し
て
い
る
。
グ
ロ
ー
バ
ル
ス
ト
ッ
ク
テ
ー
ク

に
重
み
を
与
え
る
た
め
、
２
０
２
３
年
の
第
１
回
会
合
で
は
国
連
事
務
総
長
主
催
で
首
脳
会
合
を
併
催

す
べ
き
で
あ
る
と
の
提
案
も
行
っ
て
い
る
。

こ
れ
に
対
し
、
Ｌ
Ｍ
Ｄ
Ｃ
は
例
に
よ
っ
て
グ
ロ
ー
バ
ル
ス
ト
ッ
ク
テ
ー
ク
が
先
進
国
に
厳
し
く
、
途

上
国
に
甘
い
も
の
に
な
る
こ
と
を
企
図
し
て
お
り
、
衡
平
性
、
歴
史
的
責
任
等
、
二
分
論
の
根
拠
と
な

る
概
念
を
グ
ロ
ー
バ
ル
ス
ト
ッ
ク
テ
ー
ク
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
盛
り
込
む
こ
と
を
強
く
主
張
し
て
い
る
。

ま
た
中
国
は
分
析
に
使
用
さ
れ
る
情
報
は
政
府
提
出
情
報
を
優
先
す
べ
き
だ
と
主
張
し
て
い
る
。
グ
ロ

ー
バ
ル
ス
ト
ッ
ク
テ
ー
ク
の
参
考
情
報
に
は
各
国
提
出
情
報
に
加
え
、
Ｉ
Ｐ
Ｃ
Ｃ
の
報
告
書
や
国
際
機

関
に
よ
る
報
告
書
等
が
考
え
ら
れ
る
が
、
Ｌ
Ｍ
Ｄ
Ｃ
が
途
上
国
の
情
報
提
供
を
各
国
に
委
ね
る
こ
と
を
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主
張
し
て
い
る
こ
と
と
併
せ
考
え
る
と
、
自
分
た
ち
が
提
出
し
な
い
「
都
合
の
悪
い
情
報
」
が
他
の
情

報
ソ
ー
ス
に
含
ま
れ
、
グ
ロ
ー
バ
ル
ス
ト
ッ
ク
テ
ー
ク
に
使
わ
れ
る
こ
と
を
警
戒
し
て
い
る
と
想
像
さ

れ
る
。

（
５
）
資
金
問
題

（
１
）
～
（
４
）
は
パ
リ
協
定
の
詳
細
ル
ー
ル
策
定
に
関
す
る
論
点
で
、
２
０
１
７
年
５
月
の
補
助
機

関
会
合
か
ら
ず
っ
と
続
い
て
い
る
議
論
で
あ
り
、
Ｃ
Ｏ
Ｐ
23
で
の
展
開
も
十
分
予
想
で
き
る
も
の
で

あ
っ
た
。
し
か
し
、
Ｃ
Ｏ
Ｐ
23
で
そ
れ
以
上
に
大
き
な
争
点
に
な
っ
た
の
は
資
金
問
題
で
あ
る
。

第
１
に
「
プ
レ
２
０
２
０
年
」
問
題
で
あ
る
。
パ
リ
協
定
は
２
０
２
０
年
以
降
の
枠
組
み
で
あ
る
が
、

２
０
２
０
年
以
前
の
枠
組
み
は
カ
ン
ク
ン
合
意
と
京
都
議
定
書
（
Ｅ
Ｕ
、
ス
イ
ス
、
ノ
ル
ウ
ェ
ー
、
豪

州
等
が
第
二
約
束
期
間
の
下
で
義
務
を
負
う
）
で
あ
る
。
カ
ン
ク
ン
合
意
の
中
に
は
２
０
２
０
年
ま
で

の
官
民
合
わ
せ
た
途
上
国
支
援
１
０
０
０
億
ド
ル
、
各
国
の
２
０
２
０
年
目
標
等
が
盛
り
込
ま
れ
て
い

る
。
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
は
２
０
１
６
年
10
月
の
報
告
書
で
２
０
２
０
年
に
向
け
た
資
金
見
通
し
を
６
７
０
億
ド

ル
と
予
測
し
て
い
る
が
、
１
０
０
０
億
ド
ル
目
標
は
「
道
未
だ
し
」
の
状
況
で
あ
る
。
ま
た
脱
原
子
力
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発
電
の
結
果
、
石
炭
火
力
発
電
が
新
設
さ
れ
た
ド
イ
ツ
の
よ
う
に
２
０
２
０
年
目
標
の
達
成
が
絶
望
視

さ
れ
て
い
る
国
も
あ
る
。
加
え
て
批
准
の
遅
れ
等
を
背
景
に
京
都
議
定
書
第
二
約
束
期
間
を
設
定
し
た

改
定
京
都
議
定
書
は
未
だ
に
発
効
し
て
い
な
い
。
要
す
る
に
２
０
２
０
年
に
向
け
て
の
進
捗
は
必
ず
し

も
褒
め
ら
れ
た
も
の
で
は
な
い
。
そ
れ
を
見
越
し
て
で
あ
ろ
う
、
Ｃ
Ｏ
Ｐ
23
初
日
の
全
体
会
合
で
Ｌ
Ｍ

Ｄ
Ｃ
は
プ
レ
２
０
２
０
年
行
動
計
画
（
京
都
議
定
書
第
二
約
束
期
間
を
設
定
す
る
ド
ー
ハ
改
定
の
発
効
、

先
進
国
の
２
０
２
０
年
目
標
、
資
金
支
援
等
の
進
捗
状
況
）
を
議
題
に
追
加
す
る
こ
と
を
要
求
し
た
。

「
２
０
２
０
年
以
降
は
と
も
か
く
、２
０
２
０
年
ま
で
の
約
束
は
ど
う
な
っ
た
の
だ
？　

先
進
国
は
や
る

べ
き
こ
と
を
や
っ
て
い
な
い
で
は
な
い
か
」
と
い
う
わ
け
で
あ
る
。
こ
の
問
題
を
持
ち
出
せ
ば
先
進
国

は
守
勢
に
立
た
さ
れ
る
、
詳
細
ル
ー
ル
交
渉
や
そ
の
他
の
資
金
問
題
の
交
渉
を
進
め
る
上
で
有
利
で
あ

る
と
い
う
判
断
を
し
た
に
違
い
な
い
。
先
進
国
は
新
た
な
議
題
追
加
に
よ
っ
て
詳
細
ル
ー
ル
の
交
渉
時

間
が
浪
費
さ
れ
る
こ
と
を
懸
念
し
て
、
こ
れ
に
反
対
し
た
が
、
こ
の
問
題
は
Ｃ
Ｏ
Ｐ
23
終
盤
ま
で
も
つ

れ
込
む
こ
と
と
な
っ
た
。

第
２
に
適
応
基
金
問
題
で
あ
る
。
適
応
基
金
は
途
上
国
の
適
応
支
援
を
目
的
に
京
都
議
定
書
の
下
で

設
置
さ
れ
た
資
金
メ
カ
ニ
ズ
ム
で
あ
り
、
Ｃ
Ｄ
Ｍ
の
ク
レ
ジ
ッ
ト
売
買
へ
の
課
金
を
原
資
と
す
る
も
の
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で
あ
る
。
こ
れ
を
パ
リ
協
定
の
下
で
も
位
置
づ
け
る
と
い
う
の
が
途
上
国
の
主
張
で
あ
り
、
パ
リ
協
定

に
伴
う
Ｃ
Ｏ
Ｐ
決
定
の
下
で
「A

daptation Fund m
ay serve the P

aris A
greem

ent

」
と
さ
れ
て

い
た
が
、
Ｃ
Ｏ
Ｐ
22
で
は
「A

daptation Fund should serve the P
aris A

greem
ent

」
と
さ
れ
た
。

途
上
国
は
こ
れ
を
更
に
進
め
、「A

daptation Fund shall serve the P
aris A

greem
ent

」
と
す
る

こ
と
を
Ｃ
Ｏ
Ｐ
23
で
提
案
し
て
き
た
の
で
あ
る
。
先
進
国
は
緑
の
気
候
基
金
（
Ｇ
Ｃ
Ｆ
）
の
半
分
が
適

応
に
使
わ
れ
る
こ
と
が
決
定
し
て
い
る
中
で
、
適
応
基
金
を
パ
リ
協
定
の
下
で
位
置
づ
け
る
こ
と
は
更

な
る
資
金
拠
出
要
求
に
つ
な
が
る
可
能
性
が
あ
る
た
め
、
当
然
な
が
ら
こ
の
提
案
に
は
後
ろ
向
き
で
あ

る
。
加
え
て
前
述
の
よ
う
に
パ
リ
協
定
第
６
条
２
項
に
基
づ
く
協
力
的
ア
プ
ロ
ー
チ
に
適
応
基
金
の
原

資
と
な
るS

hare of P
roceeds
を
課
金
す
る
か
ど
う
か
が
、
争
点
と
な
っ
て
い
る
中
で
、
途
上
国
の

主
張
の
後
押
し
と
な
る
よ
う
な
提
案
を
認
め
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
。 

第
３
に
資
金
支
援
の
予
見
可
能
性
問
題
（
第
９
条
５
項
問
題
）
で
あ
る
。
パ
リ
協
定
第
９
条
５
項
で

は
先
進
国
が
２
年
に
１
度
、
公
的
資
金
援
助
の
見
通
し
を
含
む
気
候
資
金
の
量
的
、
質
的
情
報
を
提
出

す
る
こ
と
と
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
方
法
に
つ
き
、
Ｃ
Ｏ
Ｐ
の
下
で
検
討
が
行
わ
れ
て
い
る
。
Ｃ
Ｏ
Ｐ
23

で
は
途
上
国
（
特
に
Ｌ
Ｄ
Ｃ
、
ア
フ
リ
カ
諸
国
）
は
Ａ
Ｐ
Ａ
（
パ
リ
協
定
特
別
作
業
部
会
）
で
モ
ダ
リ
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テ
ィ
を
検
討
す
る
こ
と
を
強
く
主
張
し
た
。
先
進
国
は
Ｃ
Ｏ
Ｐ
に
加
え
、
Ａ
Ｐ
Ａ
で
本
件
を
取
り
上
げ

た
場
合
、
緩
和
、
透
明
性
、
メ
カ
ニ
ズ
ム
等
の
ル
ー
ル
作
り
の
時
間
が
制
約
さ
れ
る
こ
と
を
懸
念
し
、

Ｃ
Ｏ
Ｐ
に
加
え
、
Ａ
Ｐ
Ａ
で
本
件
を
議
論
す
る
こ
と
に
後
ろ
向
き
で
あ
っ
た
。
そ
も
そ
も
単
年
度
予
算

の
国
に
と
っ
て
公
的
資
金
の
将
来
見
通
し
を
コ
ミ
ッ
ト
す
る
こ
と
は
困
難
な
事
情
も
あ
る
。

６
．
Ｃ
Ｏ
Ｐ
23
の
結
果

以
上
、
主
た
る
交
渉
事
項
に
つ
い
て
争
点
を
説
明
し
て
き
た
。
各
論
に
つ
い
て
細
か
く
語
れ
ば
切
り

が
な
い
が
、
大
き
な
構
図
で
考
え
る
と
わ
か
り
や
す
い
。
即
ち
、
一
方
に
「
先
進
国
・
途
上
国
共
通
の

枠
組
み
の
精
神
を
ル
ー
ル
上
も
維
持
し
た
い
先
進
国
」
対
「
先
進
国
・
途
上
国
二
分
論
を
ル
ー
ル
に
盛

り
込
み
た
い
途
上
国
（
特
に
Ｌ
Ｍ
Ｄ
Ｃ
）」
と
い
う
対
立
軸
が
あ
る
。
Ｎ
Ｄ
Ｃ
も
透
明
性
フ
レ
ー
ム
ワ
ー

ク
も
対
立
点
の
根
幹
に
は
二
分
論
問
題
が
存
在
す
る
。
他
方
で
「
先
進
国
に
資
金
援
助
を
強
い
る
仕
掛

け
を
盛
り
込
み
た
い
途
上
国
」
対
「
野
放
図
な
資
金
援
助
要
求
の
拡
大
に
後
ろ
向
き
な
先
進
国
」
と
い

う
対
立
軸
が
あ
る
。
こ
の
二
つ
の
対
立
軸
は
そ
れ
ぞ
れ
単
独
で
は
解
決
不
能
で
あ
り
、
全
体
と
し
て
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パ
ッ
ケ
ー
ジ
に
な
ら
ね
ば
な
ら
な
い
。
そ
し
て
Ｃ
Ｏ
Ｐ
23
が
Ｃ
Ｏ
Ｐ
24
に
向
け
て
の
中
継
点
で
あ
る
こ

と
を
考
え
れ
ば
、
今
次
Ｃ
Ｏ
Ｐ
で
決
着
す
る
わ
け
は
な
い
。

こ
う
し
た
中
で
Ｃ
Ｏ
Ｐ
23
で
採
択
さ
れ
た
結
論
文
書
も
中
身
に
踏
み
込
ん
だ
も
の
に
は
な
り
得
な

か
っ
た
。
緩
和
、
透
明
性
、
グ
ロ
ー
バ
ル
ス
ト
ッ
ク
テ
ー
ク
等
に
関
す
る
Ａ
Ｐ
Ａ
の
結
論
文
書
で
は
、

主
要
論
点
に
関
し
、
共
同
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
が
各
国
の
イ
ン
プ
ッ
ト
を
盛
り
込
ん
で
作
成
し
た
イ
ン

フ
ォ
ー
マ
ル
ノ
ー
ト
（
非
公
式
文
書
）
が
テ
ー
ク
ノ
ー
ト
さ
れ
た
。
こ
の
イ
ン
フ
ォ
ー
マ
ル
ノ
ー
ト
は

緩
和
だ
け
で
１
６
９
ペ
ー
ジ
に
の
ぼ
り
、
そ
の
他
を
合
わ
せ
る
と
２
７
０
ペ
ー
ジ
弱
と
い
う
膨
大
な
も

の
で
あ
る
。
そ
の
上
で
Ａ
Ｐ
Ａ
共
同
議
長
（
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
、
サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
）
が
２
０
１
８

年
４
月
上
旬
に
今
次
Ｃ
Ｏ
Ｐ
の
結
果
を
概
観
し
、
今
後
の
進
め
方
の
オ
プ
シ
ョ
ン
を
提
示
す
る
リ
フ
レ

ク
シ
ョ
ン
ノ
ー
ト
を
出
す
こ
と
と
な
っ
て
い
る
。
な
お
リ
フ
レ
ク
シ
ョ
ン
ノ
ー
ト
の
提
示
は
、
締
約
国

の
そ
の
後
の
提
案
、
オ
プ
シ
ョ
ン
提
示
を
予
断
さ
せ
る
も
の
で
は
な
い
と
さ
れ
て
お
り
、
締
約
国
か
ら

の
書
面
提
案
も
慫
慂
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
２
０
１
８
年
の
定
例
会
合
は
４
〜
５
月
の
補
助
機
関
会
合
と

12
月
の
Ｃ
Ｏ
Ｐ
24
の
2
回
し
か
な
く
、
Ｃ
Ｏ
Ｐ
24
で
の
詳
細
ル
ー
ル
合
意
に
は
交
渉
時
間
が
い
か
に
も

足
り
な
い
と
思
わ
れ
る
た
め
、
２
０
１
８
年
の
追
加
会
合
の
可
能
性
が
示
唆
さ
れ
て
い
る
。
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ま
た
市
場
メ
カ
ニ
ズ
ム
に
関
す
る
Ｓ
Ｂ
Ｓ
Ｔ
Ａ
の
結
論
文
書
で
は
Ａ
Ｐ
Ａ
と
同
様
に
、
各
国
の
意
見

を
盛
り
込
ん
だ
イ
ン
フ
ォ
ー
マ
ル
ノ
ー
ト
（
全
体
で
60
ペ
ー
ジ
弱
）
を
テ
ー
ク
ノ
ー
ト
し
、
次
回
補
助

機
関
会
合
前
に
、
Ｓ
Ｂ
Ｓ
Ｔ
Ａ
議
長
が
イ
ン
フ
ォ
ー
マ
ル
・
ド
ラ
フ
ト
・
テ
キ
ス
ト
を
作
成
す
る
こ
と

と
さ
れ
た
。

途
上
国
が
ぶ
つ
け
て
き
た
プ
レ
２
０
２
０
年
問
題
に
つ
い
て
は
、
２
０
１
６
年
に
行
わ
れ
た
ス
ト
ッ

ク
テ
ー
ク
と
同
様
の
形
で
、
２
０
１
８
年
、

２
０
１
９
年
に
お
い
て
も
２
０
２
０
年
目

標
に
向
け
た
進
捗
状
況
の
ス
ト
ッ
ク
テ
ー

ク
を
行
う
こ
と
と
さ
れ
、
２
０
１
８
年
は

タ
ラ
ノ
ア
対
話
（
後
述
）
の
中
で
実
施
さ

れ
る
こ
と
に
な
る
。
ま
た
適
応
基
金
の
パ

リ
協
定
上
の
位
置
づ
け
に
つ
い
て
は
２
０

１
８
年
の
Ｃ
Ｍ
Ａ
（
パ
リ
協
定
締
約
国
会

合
）
の
勧
告
を
踏
ま
え
、
２
０
１
９
年
の

（左から）ティンダール（NZ） 、バシャーン
（サウジアラビア）共同議長

会場内で協議する各国代表団
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Ｃ
Ｍ
Ｐ
（
京
都
議
定
書
締
約
国
会
合
）
で
検
討
す
る
こ
と
と
な
り
、
資
金
情
報
の
予
見
可
能
性
（
第
９

条
５
項
）
問
題
は
Ｃ
Ｏ
Ｐ
24
で
の
合
意
を
目
指
し
、
Ａ
Ｐ
Ａ
、
Ｓ
Ｂ
Ｉ
で
引
き
続
き
議
論
す
る
こ
と
と

な
っ
た
。

あ
れ
こ
れ
書
い
て
あ
る
が
、
要
す
る
に
「
本
質
的
な
対
立
点
は
解
消
せ
ず
、
全
て
２
０
１
８
年
に
引

き
継
が
れ
た
」
と
い
う
こ
と
に
尽
き
る
。
繰
り
返
し
に
な
る
が
、
Ｃ
Ｏ
Ｐ
23
が
中
継
点
の
Ｃ
Ｏ
Ｐ
で
あ

る
以
上
、
こ
の
よ
う
な
形
以
外
の
結
果
は
考
え
ら
れ
な
か
っ
た
と
い
う
べ
き
だ
ろ
う
。

７
．
２
０
１
８
年
の
促
進
的
対
話

Ｃ
Ｏ
Ｐ
23
で
は
ル
ー
ル
交
渉
や
資
金
問
題
と
併
せ
、
２
０
１
８
年
の
促
進
的
対
話
に
つ
い
て
も
議
論

さ
れ
た
。
Ｃ
Ｏ
Ｐ
21
で
は
２
０
２
３
年
か
ら
開
始
さ
れ
る
グ
ロ
ー
バ
ル
ス
ト
ッ
ク
テ
ー
ク
の
試
行
の
よ

う
な
形
で
２
０
１
８
年
に
「
促
進
的
対
話
」
を
行
う
こ
と
が
合
意
さ
れ
た
。
こ
れ
を
受
け
て
Ｃ
Ｏ
Ｐ
22

議
長
国
モ
ロ
ッ
コ
と
Ｃ
Ｏ
Ｐ
23
議
長
国
フ
ィ
ジ
ー
が
共
同
し
て
促
進
的
対
話
の
進
め
方
に
つ
い
て
各
交

渉
グ
ル
ー
プ
と
調
整
を
進
め
て
き
た
。
そ
の
結
果
、「
タ
ラ
ノ
ア
対
話
」と
し
て
提
示
さ
れ
た
両
国
の
提
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案
が
Ｃ
Ｏ
Ｐ
23
で
了
承
さ
れ
た
。「
タ
ラ
ノ
ア
」
と
は
フ
ィ
ジ
ー
語
でinclusive, participatory and 

transparent dialogue 

を
意
味
す
る
も
の
で
、
建
設
的
・
促
進
的
で
解
決
志
向
の
も
の
を
目
指
す
、

特
定
の
国
を
取
り
上
げ
て
批
判
す
る
よ
う
な
こ
と
は
し
な
い
等
と
さ
れ
て
い
る
。
タ
ラ
ノ
ア
対
話
は
現

状
（W

here are w
e?

）、
目
標
（W

here do w
e w

ant to go?

）
及
び
達
成
方
法
（H

ow
 do w

e 
get there?

）
を
取
り
上
げ
、
90
ペ
ー
ジ
図
６
の
準
備
段
階
と
図
７
の
政
治
段
階
で
構
成
さ
れ
る
。

準
備
段
階
は
２
０
１
８
年
５
月
か
ら
12
月
の
Ｃ
Ｏ
Ｐ
24
直
前
ま
で
行
わ
れ
る
が
、
そ
れ
以
前
に
各
国

内
、
地
域
で
議
論
が
開
始
す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。
５
月
に
は
様
々
な
ア
ク
タ
ー
（
中
央
政
府
、

地
方
政
府
、
民
間
企
業
、
Ｎ
Ｇ
Ｏ
、
研
究
機
関
等
）
か
ら
の
イ
ン
プ
ッ
ト
を
受
け
つ
つ
、
議
論
を
行
う
。

Ｉ
Ｐ
Ｃ
Ｃ
（
気
候
変
動
に
関
す
る
政
府
間
パ
ネ
ル
）
は
２
０
１
８
年
９
月
頃
、
１
・
５
度
報
告
書
を
発

表
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
が
、
５
月
の
準
備
会
合
の
時
点
で
も
Ｉ
Ｐ
Ｃ
Ｃ
報
告
書
執
筆
者
と
の
対
話

が
予
定
さ
れ
て
お
り
、「
来
る
べ
き
」Ｉ
Ｐ
Ｃ
Ｃ
報
告
書
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
各
国
が
吸
収
す
る
こ
と
を
促

さ
れ
て
い
る
。
準
備
段
階
の
議
論
を
要
約
し
た
報
告
書
は
モ
ロ
ッ
コ
、
フ
ィ
ジ
ー
が
作
成
し
、
Ｃ
Ｏ
Ｐ

24
で
開
催
さ
れ
る
政
治
段
階
の
対
話
に
報
告
さ
れ
る
。
政
治
段
階
は
Ｃ
Ｏ
Ｐ
24
で
開
催
さ
れ
、
準
備
段

階
で
の
議
論
の
報
告
を
踏
ま
え
、
特
に
タ
ラ
ノ
ア
対
話
の
目
的
に
焦
点
を
当
て
、
次
の
Ｎ
Ｄ
Ｃ
に
お
い
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図6　タラノア対話（準備段階）

図7　タラノア対話（政治段階）
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て
野
心
レ
ベ
ル
を
向
上
さ
せ
る
こ
と
を
目
指
す
と
し
て
い
る
。
明
確
で
前
向
き
な
シ
グ
ナ
ル
を
出
す
こ

と
が
重
視
さ
れ
て
お
り
、
閣
僚
声
明
を
出
す
こ
と
も
一
案
と
さ
れ
て
い
る
。

８
．
米
国
交
渉
団
の
状
況

筆
者
は
Ｃ
Ｏ
Ｐ
23
に
お
い
て
ル
ー
ル
交
渉
に
大
き
な
進
展
が
あ
る
と
は
最
初
か
ら
期
待
し
て
い
な

か
っ
た
が
、
パ
リ
協
定
離
脱
を
表
明
し
た
米
国
が
ど
の
よ
う
な
体
制
で
交
渉
に
臨
む
の
か
を
見
届
け
た

い
と
思
っ
て
い
た
。

２
０
１
７
年
８
月
４
日
、
米
国
務
省
は
パ
リ
協
定
に
関
し
、
以
下
の
ス
テ
ー
ト
メ
ン
ト
を
発
表
し
た
。

◦�

本
日
、
米
国
は
国
連
に
対
し
、
パ
リ
協
定
の
規
定
に
基
づ
き
離
脱
可
能
と
な
っ
た
時
点
で
パ
リ
協

定
を
離
脱
す
る
旨
の
意
向
を
通
知
し
た
。
ト
ラ
ン
プ
大
統
領
は
米
国
及
び
米
国
の
ビ
ジ
ネ
ス
、
労

働
者
、
国
民
、
納
税
者
に
と
っ
て
好
都
合
な
条
件
が
確
保
さ
れ
る
な
ら
ば
、
パ
リ
協
定
に
再
び
関

与
（re-engage

）
す
る
用
意
が
あ
る
。

◦�

米
国
は
経
済
成
長
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
を
推
進
し
つ
つ
、
排
出
削
減
を
す
る
バ
ラ
ン
ス
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の
と
れ
た
ア
プ
ロ
ー
チ
を
支
持
す
る
。
米
国
は
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
、
技
術
ブ
レ
ー
ク
ス
ル
ー
を
通

じ
て
温
室
効
果
ガ
ス
排
出
量
削
減
を
続
け
る
と
と
も
に
、
多
く
の
国
の
Ｎ
Ｄ
Ｃ
に
お
い
て
エ
ネ
ル

ギ
ー
ア
ク
セ
ス
、
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
が
重
視
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
踏
ま
え
、
ク
リ
ー
ン
か
つ
効
率
的

な
化
石
燃
料
の
利
用
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
そ
の
他
の
ク
リ
ー
ン
エ
ネ
ル
ギ
ー
へ
の
ア
ク
セ
ス

に
関
し
、
他
国
を
支
援
す
る
。

◦�

米
国
は
国
益
を
守
り
、
将
来
の
政
策
オ
プ
シ
ョ
ン
を
残
し
て
お
く
た
め
、
Ｃ
Ｏ
Ｐ
23
を
含
め
国
際

的
な
気
候
変
動
交
渉
に
参
加
す
る
。
パ
リ
協
定
実
施
の
詳
細
ル
ー
ル
に
関
す
る
交
渉
に
も
参
加
す

る
。

興
味
深
い
の
は
パ
リ
協
定
離
脱
と
い
う
ト
ラ
ン
プ
大
統
領
の
方
針
を
再
確
認
し
つ
つ
も
、
６
月
の
ト

ラ
ン
プ
大
統
領
の
離
脱
演
説
に
あ
っ
た
交
渉
（negotiate

）、
再
加
入
（reenter

）
と
い
う
表
現
で
は

な
く
、
再
関
与
（re-engage

）
と
い
う
表
現
が
使
わ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
パ
リ
協
定
の
再
交
渉
が

非
現
実
的
で
あ
る
こ
と
は
既
に
述
べ
た
と
お
り
で
あ
り
、
米
国
政
府
も
再
交
渉
を
含
意
す
る
よ
う
な
言

い
方
を
避
け
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
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ま
た
２
番
目
の
パ
ラ
グ
ラ
フ
で
は
、
Ｇ
20
サ
ミ
ッ
ト
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
と
同
様
、
経
済
成
長
、
エ
ネ
ル
ギ

ー
安
全
保
障
、
温
暖
化
防
止
の
三
つ
の
バ
ラ
ン
ス
を
重
視
し
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
重
視
す
る
姿
勢
を

打
ち
出
し
て
い
る
。
確
か
に
米
国
は
技
術
開
発
を
通
じ
て
シ
ェ
ー
ル
ガ
ス
革
命
を
起
こ
し
、
エ
ネ
ル
ギ

ー
コ
ス
ト
の
低
下
、
経
済
成
長
、
石
炭
か
ら
ガ
ス
へ
の
転
換
を
通
じ
た
温
室
効
果
ガ
ス
削
減
を
実
現
し

て
い
る
。
ト
ラ
ン
プ
大
統
領
の
離
脱
演
説
の
後
、
プ
ル
イ
ッ
ト
Ｅ
Ｐ
Ａ
長
官
が
「
環
境
保
全
と
言
う
点

で
他
国
に
謝
る
点
は
全
く
な
い
。
パ
リ
協
定
が
署
名
さ
れ
る
前
、
米
国
は
Ｃ
Ｏ
２
排
出
量
を
90
年
代
前

半
か
ら
減
少
さ
せ
て
い
る
。
２
０
０
０
～
２
０
１
４
年
で
米
国
は
Ｃ
Ｏ
２
排
出
量
を
18
％
減
少
さ
せ
た
。

こ
れ
は
政
府
の
規
制
で
は
な
く
、
米
国
の
民
間
セ
ク
タ
ー
の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
と
技
術
で
実
現
さ
せ
た

も
の
だ
」
と
豪
語
し
た
の
も
全
く
根
拠
の
な
い
も
の
で
は
な
い
。

注
目
す
べ
き
は
米
国
が
パ
リ
協
定
の
詳
細
ル
ー
ル
策
定
を
含
む
国
連
温
暖
化
交
渉
に
引
き
続
き
参
加

す
る
と
表
明
し
た
点
で
あ
る
。
テ
ィ
ラ
ー
ソ
ン
国
務
長
官
が
米
国
の
国
益
の
観
点
か
ら
交
渉
の
テ
ー
ブ

ル
に
つ
い
て
い
た
方
が
よ
い
と
の
理
由
で
パ
リ
協
定
残
留
を
主
張
し
て
い
た
こ
と
を
想
起
さ
せ
る
。
離

脱
を
表
明
し
た
パ
リ
協
定
の
詳
細
ル
ー
ル
交
渉
に
参
加
す
る
と
い
う
の
は
整
合
性
を
欠
く
よ
う
に
思
わ

れ
る
が
、
米
国
の
関
係
者
に
よ
れ
ば
ト
ラ
ン
プ
大
統
領
の
関
心
事
は
オ
バ
マ
大
統
領
の
設
定
し
た
目
標
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の
キ
ャ
ン
セ
ル
と
資
金
拠
出
の
停
止
の
２
点
の
み
で
あ
り
、
パ
リ
協
定
の
内
容
も
知
ら
ず
、
ま
し
て
詳

細
ル
ー
ル
交
渉
な
ど
関
心
が
な
い
と
い
う
こ
と
だ
。
ま
た
パ
リ
協
定
の
規
定
上
、
米
国
が
同
協
定
を
離

脱
で
き
る
の
は
早
く
て
２
０
２
０
年
11
月
で
あ
り
、
そ
れ
ま
で
は
パ
リ
協
定
締
約
国
で
あ
り
続
け
、
当

然
な
が
ら
Ａ
Ｐ
Ａ
で
の
交
渉
に
も
参
加
で
き
る
。
ホ
ワ
イ
ト
ハ
ウ
ス
で
パ
リ
協
定
残
留
論
を
展
開
し
た

デ
ヴ
ィ
ッ
ド
・
バ
ン
ク
ス
特
別
補
佐
官
や
テ
ィ
ラ
ー
ソ
ン
長
官
麾
下
の
国
務
省
は
パ
リ
協
定
詳
細
ル
ー

ル
が
途
上
国
に
有
利
な
も
の
に
な
り
、
米
国
の
離
脱
を
更
に
後
押
し
す
る
こ
と
に
な
る
こ
と
を
防
ご
う

と
い
う
意
図
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
米
国
の
影
響
力
は
端
倪
す
べ
か

ら
ざ
る
も
の
が
あ
り
、
パ
リ
協
定
詳
細
ル
ー
ル
交
渉
に
背
を
向
け
る
こ
と
な
く
、
引
き
続
き
参
加
す
る

こ
と
は
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
ニ
ュ
ー
ス
で
あ
る
。

Ｃ
Ｏ
Ｐ
23
で
の
米
国
代
表
団
の
規
模
は
50
名
弱
と
オ
バ
マ
政
権
に
比
し
て
３
分
の
１
以
下
に
縮
小
さ

れ
た
も
の
と
な
っ
た
。
う
ち
国
務
省
の
キ
ャ
リ
ア
交
渉
官
は
16
名
程
度
で
あ
り
、
そ
の
他
は
ト
ラ
ン
プ

政
権
の
政
治
任
用
ス
タ
ッ
フ
、
議
会
関
係
者
等
で
あ
る
。
オ
バ
マ
政
権
の
時
の
よ
う
に
気
候
変
動
特
使

と
い
う
特
別
な
ポ
ジ
シ
ョ
ン
を
設
け
る
こ
と
は
せ
ず
、
事
務
方
の
ヘ
ッ
ド
は
ク
リ
ン
ト
ン
政
権
時
代
か

ら
ブ
ッ
シ
ュ
、
オ
バ
マ
政
権
を
通
じ
て
一
貫
し
て
交
渉
に
関
与
し
て
き
た
ト
リ
ッ
グ
・
タ
リ
ー
国
務
省
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部
長
が
務
め
た
。
政
治
任
用
で
は
バ
ン
ク
ス
大
統
領
特
別
補
佐
官
、
フ
ラ
ン
シ
ス
副
大
統
領
補
佐
官
他

が
参
加
し
て
い
た
が
、
彼
ら
は
交
渉
そ
の
も
の
は
行
わ
な
い
。
交
渉
の
雰
囲
気
、
米
国
へ
の
風
当
た
り
、

他
国
の
動
向
等
を
ウ
オ
ッ
チ
す
る
た
め
に
来
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
ま
た
オ
バ
マ
政
権
時
に
は
大
き
な

ス
ペ
ー
ス
を
占
め
て
開
設
さ
れ
て
い
た
米
国
パ
ビ
リ
オ
ン
は
今
回
は
設
置
さ
れ
な
か
っ
た
。
温
暖
化
交

渉
に
余
計
な
予
算
は
つ
け
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
（
た
だ
し
後
述
の
よ
う
に
「
も
う
一
つ
の
米
国
」

の
パ
ビ
リ
オ
ン
は
設
置
さ
れ
た
）。

交
渉
団
の
規
模
は
縮
小
さ
れ
た
が
、
米
国
代
表
団
は
米
国
か
ら
み
て
重
要
な
イ
シ
ュ
ー
（
透
明
性
フ

レ
ー
ム
ワ
ー
ク
に
お
け
る
二
分
論
の
排
除
、
Ｎ
Ｄ
Ｃ
の
範
囲
の
拡
大
解
釈
の
排
除
、
産
業
界
の
関
与
の

確
保
等
）
に
つ
い
て
は
要
所
要
所
で
き
ち
ん

と
発
言
し
て
い
た
。
発
言
内
容
だ
け
聞
け
ば
、

オ
バ
マ
政
権
時
と
ほ
と
ん
ど
同
じ
ラ
イ
ン
で

あ
る
。
他
の
締
約
国
も
米
国
を
名
指
し
で
批

判
す
る
よ
う
な
こ
と
は
し
な
か
っ
た
。
一
時
、

パ
リ
協
定
離
脱
を
表
明
し
た
米
国
が
交
渉
を

バンクス大統領特別補佐官

タリー国務省部長
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引
っ
繰
り
返
そ
う
と
す
る
の
で
は
な

い
か
と
の
懸
念
も
一
部
に
み
ら
れ
た

が
、
米
国
が
淡
々
と
交
渉
に
参
加
し

て
い
る
の
に
安
心
し
た
と
い
う
こ
と

も
あ
る
の
か
も
し
れ
な
い
。「
ト
ラ
ン

プ
大
統
領
の
離
脱
表
明
は
と
も
か
く
、

米
国
は
建
設
的
に
交
渉
に
参
加
し
て

い
る
」
と
い
う
の
が
交
渉
関
係
者
の

受
け
止
め
方
で
あ
っ
た
よ
う
だ
。

交
渉
の
場
で
他
の
締
約
国
が
米
国

を
貶
め
る
よ
う
な
こ
と
は
な
か
っ
た

が
、
環
境
Ｎ
Ｇ
Ｏ
は
そ
う
で
は
な
か
っ
た
。
反
ト
ラ
ン
プ
感
情
の
強
い
ド
イ
ツ
の
国
情
を
反
映
し
、
Ｃ

Ｏ
Ｐ
23
と
同
時
期
に
ボ
ン
で
開
催
さ
れ
た
カ
ー
ニ
バ
ル
に
は
ト
ラ
ン
プ
大
統
領
の
マ
ス
ク
を
か
ぶ
っ
た

人
物
が
北
極
グ
マ
と
行
進
す
る
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
が
お
目
見
え
し
た
。
米
国
政
府
は
Ｃ
Ｏ
Ｐ
23
の
２
週

米国のサイドイベントを妨害する環境 NGO の活動家

トランプ大統領を揶揄する NGO のパレード
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目
の
冒
頭
、「
温
暖
化
防
止
に
お
け
る
化
石
燃
料
の
ク
リ
ー
ン
な
利
用
と
原
子
力
の
役
割
」と
題
す
る
サ

イ
ド
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
た
。
こ
の
イ
ベ
ン
ト
に
は
開
催
前
か
ら
長
蛇
の
列
が
で
き
た
が
、
そ
の
相
当

部
分
が
環
境
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
活
動
家
で
あ
っ
た
。
彼
ら
は
米
国
政
府
の
プ
レ
ゼ
ン
が
始
ま
る
と
、G

od 
B

less the U
S

A
 

の
節
で「S

o you claim
 to be an A

m
erican, but w

e see right through your 
greed 

（
あ
な
た
は
自
分
を
ア
メ
リ
カ
人
と
称
す
る
け
れ
ど
、
あ
な
た
の
貪
欲
さ
は
丸
見
え
だ
）」
と
大

声
で
歌
い
、
イ
ベ
ン
ト
の
進
行
が
一
時
中
断
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
彼
ら
は
騒
ぐ
だ
け
騒
い
だ
後
、
一

斉
に
退
場
し
、
会
場
の
半
分
は
空
席
と
な
っ
た
。
イ
ベ
ン
ト
に
登
壇
し
て
い
た
バ
ン
ク
ス
大
統
領
特
別

補
佐
官
は
「
こ
の
イ
ベ
ン
ト
が
論
議
を
呼
ぶ
の
は
、（
環
境
関
係
者
が
）
頭
を
砂
に
突
っ
込
ん
で
世
界
の

エ
ネ
ル
ギ
ー
シ
ス
テ
ム
の
需
要
に
目
を
向
け
て
い
な
い
か
ら
だ
」
と
述
べ
て
い
る
。
思
い
起
こ
せ
ば
、

ク
リ
ン
ト
ン
政
権
時
、
米
国
の
交
渉
態
度
が
け
し
か
ら
ん
と
の
理
由
で
国
務
次
官
の
顔
に
パ
イ
を
ぶ
つ

け
、
ブ
ッ
シ
ュ
政
権
が
京
都
議
定
書
か
ら
離
脱
し
た
直
後
の
全
体
会
合
で
は
大
声
で
ブ
ー
イ
ン
グ
を
し

た
の
も
環
境
Ｎ
Ｇ
Ｏ
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
行
動
は
主
義
主
張
の
如
何
に
か
か
わ
ら
ず
、
批
判
さ
れ

て
し
か
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
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13	 https://www.wearestillin.com/

９
．
二
つ
の
米
国

Ｃ
Ｏ
Ｐ
23
の
会
場
に
は
「
二
つ
の
米
国
」
が
存
在
し
た
。
一
つ
は
い
う
ま
で
も
な
く
ト
ラ
ン
プ
政
権

の
連
邦
政
府
で
あ
る
が
、
も
う
一
つ
は
ト
ラ
ン
プ
大
統
領
の
パ
リ
協
定
離
脱
宣
言
に
反
発
し
、“W

e 
are still in the P

aris A
greem

ent 13

”
に
署
名
し
た
地
方
政
府
の
首
長
、
大
学
、
企
業
関
係
者
等
の
グ

ル
ー
プ
で
あ
る
。W

e are still in the P
aris 

A
greem

ent 

に
は
９
州
知
事
、
２
４
３
市
長
、

３
２
３
大
学
、
１
７
０
０
企
業
が
参
加
し
て
い

る
。
彼
ら
は
Ｃ
Ｏ
Ｐ
会
場
にU

S
 C

lim
ate 

A
ction C

enter 

と
名
付
け
た
パ
ビ
リ
オ
ン
を

設
置
し
、
ジ
ェ
リ
ー
・
ブ
ラ
ウ
ン
・
カ
リ
フ
ォ

ル
ニ
ア
州
知
事
、
マ
イ
ケ
ル
・
ブ
ル
ー
ム
バ
ー

グ
元
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
長
、
ア
ル
・
ゴ
ア
元
副

大
統
領
等
が
次
々
に
登
壇
し
、
盛
ん
な
拍
手
を

US Climate Action Centerパビリオン

ジェリー・ブラウン・カリフォルニア州知事
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14	 https://www.usclimatealliance.org/
	� （COP23 後に、メリーランド州が US Climate Alliance に参加。2018 年１月現在、

15 州とプエルトリコ自治連邦区の 16 州等が US Climate Alliance に参加。）

浴
び
た
。
ま
た
こ
れ
と
密
接
に
関
連
す
る
イ
ニ

シ
ア
テ
ィ
ブ
と
し
て
ブ
ラ
ウ
ン
知
事
ら
14
州
知

事
が
名
を
連
ね
るU

S
 C

lim
ate A

lliance

14

が

あ
る
。

U
S

 C
lim

ate A
lliance 

の
参
加
15
州
等

（
14
州
と
プ
エ
ル
ト
リ
コ
自
治
連
邦
区
）の
合
計

Ｇ
Ｄ
Ｐ
は
7
兆
ド
ル
（
米
国
Ｇ
Ｄ
Ｐ
の
40
％
）、

人
口
は
１
・
２
億
人
（
米
国
総
人
口
の
36
％
）

と
言
わ
れ
る
が
、
Ｃ
Ｏ
２
排
出
量
比
は
米
国
全

体
の
20
％
程
度
に
と
ど
ま
る（
図
８
）。
ま
た
ノ

ー
ス
カ
ロ
ラ
イ
ナ
州
を
除
き
、
全
て
大
統
領
選

で
は
ク
リ
ン
ト
ン
候
補
が
勝
利
し
た
州
で
あ
る
。

図8　�州別排出量割合（US Climate Alliance 参加州のう
ちの11州とその他）

カリフォルニア
ニューヨーク
ノースカロライナ
ヴァージニア
ミネソタ
コロラド
マサチューセッツ
オレゴン

ハワイ
ロードアイランド
ヴァーモント

その他
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10
．
ハ
イ
レ
ベ
ル
セ
グ
メ
ン
ト

Ｃ
Ｏ
Ｐ
の
２
週
目
は
各
国
の
環
境
大
臣
が
次
々
に
ス
テ
ー
ト
メ
ン
ト
を
読
み
上
げ
る
ハ
イ
レ
ベ
ル
セ

グ
メ
ン
ト
が
行
わ
れ
る
。
こ
れ
は
各
国
の
「
美
人
コ
ン
テ
ス
ト
」
の
よ
う
な
も
の
で
あ
り
、
短
い
時
間

の
中
で
各
国
が
何
を
Ｐ
Ｒ
し
た
い
か
が
よ
く
わ
か
る
。
中
で
も
開
催
国
ド
イ
ツ
か
ら
は
メ
ル
ケ
ル
首
相
、

パ
リ
協
定
の
生
み
の
親
フ
ラ
ン
ス
か
ら
は
マ
ク
ロ
ン
大
統
領
が
参
加
し
、
ト
ラ
ン
プ
大
統
領
の
パ
リ
協

定
離
脱
に
対
抗
す
る
欧
州
２
大
国
の
存
在
感
を
示
し
た
。
メ
ル
ケ
ル
首
相
、
マ
ク
ロ
ン
大
統
領
の
ス
テ

ー
ト
メ
ン
ト
概
要
は
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。

メ
ル
ケ
ル
首
相

◦�

気
候
行
動
計
画
２
０
５
０
を
採
択
し
、
２
０
２
０
年
、
２
０
３
０
年
、
２
０
５
０
年
の
目
標
を
整

合
さ
せ
て
い
る
が
、
目
標
達
成
は
容
易
で
は
な
い
。

◦�

連
立
協
議
に
お
い
て
気
候
変
動
は
最
重
要
分
野
で
あ
る
。
石
炭
に
つ
い
て
は
、
雇
用
も
関
係
し
、

ド
イ
ツ
の
よ
う
な
先
進
国
で
あ
っ
て
も
相
克
が
存
在
す
る
。
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◦�

ト
ラ
ン
プ
大
統
領
は
パ
リ
協
定
脱
退
を
表
明
し
た
が
、
米
国
の
自
治
体
や
企
業
の
ア
ラ
イ
ア
ン
ス

が
パ
リ
協
定
へ
の
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
を
示
し
て
い
る
こ
と
を
歓
迎
す
る
。

◦�
気
候
変
動
対
策
を
進
め
る
こ
と
に
よ
り
、
経
済
成
長
に
も
つ
な
が
る
。
再
エ
ネ
は
、
エ
ネ
ル
ギ
ー

ミ
ッ
ク
ス
に
お
け
る
最
重
要
の
柱
。
再
エ
ネ
補
助
金
は
不
要
と
な
っ
て
お
り
、
経
済
的
・
商
業
的

に
有
効
な
も
の
と
な
っ
て
き
て
い
る
。 

◦�

２
０
２
０
年
ま
で
に
官
民
あ
わ
せ
て
１
０
０
０
億
ド
ル
の
先
進
国
に
よ
る
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
を
実

現
す
る
た
め
、
ド
イ
ツ
は
公
的
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
を
倍
増
す
る
。

◦�

途
上
国
の
適
応
に
関
す
る
支
援
と
し
て
、
14
億
ユ
ー
ロ
を
２
０
１
６
年
に
表
明
し
て
お
り
、
今
年

（
２
０
１
７
年
）
更
に
１
億
ユ
ー
ロ
を
追
加
す
る
。

◦�

Ｎ
Ｄ
Ｃ
が
あ
っ
て
も
２
度
目
標
、１
・
５
度
目
標
の
達
成
は
難
し
い
が
、
パ
リ
協
定
は
あ
く
ま
で
も

ス
タ
ー
ト
ポ
イ
ン
ト
。
い
ろ
い
ろ
な
チ
ャ
レ
ン
ジ
が
あ
る
が
、
真
剣
に
気
候
変
動
の
取
り
組
み
を

進
め
て
い
く
べ
き
で
あ
る
。
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マ
ク
ロ
ン
大
統
領

◦�
パ
リ
協
定
は
出
発
点
に
す
ぎ
な
い
。
我
々
は
３
度
の
温
度
上
昇
ラ
イ
ン
に
お
り
、
こ
の
ま
ま
で
は

多
く
の
人
々
が
生
き
残
れ
な
い
。

◦�

科
学
的
情
報
は
重
要
で
あ
り
、
Ｉ
Ｐ
Ｃ
Ｃ
は
そ
の
主
要
な
一
部
。
米
国
の
拠
出
停
止
に
よ
っ
て
、

Ｉ
Ｐ
Ｃ
Ｃ
の
活
動
が
脅
か
さ
れ
て
い
る
が
、
欧
州
が
こ
れ
を
補
填
す
る
。

◦�

今
年
（
２
０
１
７
年
）
の
12
月
に
官
民
資
金
を
動
員
す
る
た
め
の
具
体
的
計
画
に
関
す
る
会
合
を

開
催
す
る
。

◦�

フ
ラ
ン
ス
の
四
つ
の
優
先
分
野
は
、
①
再
エ
ネ
の
展
開
を
支
え
る
た
め
に
Ｅ
Ｕ
域
内
の
送
電
線
の

国
際
接
続
を
強
化
す
る
こ
と
、
②
炭
素
価
格
を
引
き
上
げ
、
温
暖
化
防
止
を
支
持
し
な
い
国
か
ら

の
輸
入
に
対
す
る
国
境
税
を
導
入
す
る
こ
と
、
③
貿
易
政
策
と
環
境
目
標
を
統
合
し
、
気
候
変
動

の
野
心
の
低
い
国
と
は
貿
易
交
渉
を
し
な
い
こ
と
、
④
エ
ネ
ル
ギ
ー
貯
蔵
、
で
あ
る
。

◦�

全
て
の
石
炭
火
力
発
電
を
２
０
２
1
年
ま
で
に
閉
鎖
す
る
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
を
表
明
し
た
。
近
々

採
択
さ
れ
る
新
法
で
は
、
先
進
国
で
初
め
て
全
て
の
化
石
燃
料
の
採
掘
を
禁
止
す
る
。

◦�

原
子
力
発
電
の
比
率
を
下
げ
た
場
合
に
、
そ
の
代
わ
り
に
石
炭
火
力
を
使
わ
な
い
よ
う
に
す
る
た
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め
、
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
が
必
要
に
な
る
。

◦�
運
輸
部
門
に
お
い
て
も
温
室
効
果
ガ
ス
削
減
の
た
め
の
税
制
改
正
を
検
討
し
て
お
り
、
今
後
20
年

間
に
温
室
効
果
ガ
ス
排
出
に
つ
な
が
る
自
動
車
を
撤
廃
す
る
こ
と
を
コ
ミ
ッ
ト
し
た
。

米
国
か
ら
誰
が
ハ
イ
レ
ベ
ル
セ
グ
メ
ン
ト
に
参
加
す
る
か
は
注
目
点
で
あ
っ
た
。
環
境
大
臣
と
い
う

こ
と
で
あ
れ
ば
プ
ル
イ
ッ
ト
Ｅ
Ｐ
Ａ
長
官
と
い
う
こ
と
に
な
る
が
、
パ
リ
協
定
離
脱
の
原
動
力
と
な
っ

た
プ
ル
イ
ッ
ト
長
官
が
Ｃ
Ｏ
Ｐ
に
来
る
こ
と
と
な
れ
ば
そ
の
波
紋
は
大
き
い
。
そ
れ
を
意
識
し
て
か
、

米
国
代
表
団
の
閣
僚
級
ヘ
ッ
ド
と
し
て
発
表
さ
れ
た
の
は
ト
マ
ス
・
シ
ャ
ノ
ン
国
務
次
官
で
あ
っ
た
。

シ
ャ
ノ
ン
次
官
は
政
治
任
用
で
は
な
く
、
キ
ャ
リ
ア
の
外
交
官
で
あ
り
、
温
暖
化
交
渉
の
経
験
も
な
い
。

ブ
ッ
シ
ュ
（
ジ
ュ
ニ
ア
）政
権
の
際
に
政
治
任
用
の
ポ
ー
ラ
・
ド
ブ
リ
ア
ン
ス
キ
ー
国
務
次
官
と
ジ
ム
・

コ
ノ
ー
ト
ン
Ｃ
Ｅ
Ｑ
（C

ouncil on E
nvironm

ental Q
uality

）
議
長
が
代
表
団
を
率
い
た
の
と
は
重

さ
が
違
う
。
し
か
も
シ
ャ
ノ
ン
次
官
は
家
庭
の
事
情
で
急
遽
、
出
張
を
と
り
や
め
る
こ
と
に
な
り
、
代

読
を
し
た
の
が
ジ
ュ
デ
ィ
ス
・
ガ
ー
バ
ー
国
務
次
官
補
代
理
で
あ
っ
た
。
彼
女
も
キ
ャ
リ
ア
外
交
官
で

あ
り
、
国
務
省
で
温
暖
化
以
外
の
地
球
規
模
課
題
を
担
当
し
て
き
た
。
そ
の
ス
テ
ー
ト
メ
ン
ト
概
要
は
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以
下
の
と
お
り
で
あ
り
、
こ
れ
ま
で
の
政
権
の
ラ
イ
ン
を
な
ぞ
っ
た
も
の
と
な
っ
た
。

ガ
ー
バ
ー
国
務
次
官
補
代
理

◦�
ト
ラ
ン
プ
大
統
領
は
パ
リ
協
定
か
ら
離
脱
を
表
明
し
た
が
、
米
国
に
有
利
な
条
件
で
再
加
入
す
る

可
能
性
を
オ
ー
プ
ン
に
し
て
い
る
。

◦�

米
国
は
ク
リ
ー
ン
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
リ
ー
ダ
ー
で
あ
り
続
け
る
。

◦�A
ffordable

（
経
済
的
）
で
信
頼
で
き
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
へ
の
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
ア
ク
セ
ス
、
エ
ネ
ル

ギ
ー
効
率
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
安
全
保
障
を
実
現
す
る
競
争
的
市
場
を
重
視
す
る
。

◦�

地
球
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
ミ
ッ
ク
ス
の
現
実
を
考
慮
し
、
緩
和
、
経
済
発
展
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
セ
キ
ュ
リ

テ
ィ
の
バ
ラ
ン
ス
を
と
っ
た
ア
プ
ロ
ー
チ
を
支
持
す
る
。

◦�

米
国
は
過
去
10
年
に
15
％
の
経
済
成
長
と
11
・
５
％
の
排
出
削
減
を
実
現
し
て
き
た
。
こ
れ
は
官

民
協
力
に
よ
る
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

◦�

他
国
と
協
力
し
つ
つ
、
気
候
変
動
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
の
目
標
に
貢
献
す
る
幅
広
い
技

術
の
開
発
、
導
入
を
推
進
す
る
。

◦�

中
国
、
イ
ン
ド
等
と
の
二
国
間
協
力
や
ク
リ
ー
ン
エ
ネ
ル
ギ
ー
大
臣
会
合
等
の
多
国
間
協
力
を
実
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施
し
て
い
る
。
ア
フ
リ
カ
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
ア
ク
セ
ス
に
も
貢
献
し
て
い
る
。

◦�
各
国
が
自
国
の
実
情
を
踏
ま
え
、
適
切
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
ミ
ッ
ク
ス
を
決
め
る
べ
き
で
あ
り
、
エ
ネ

ル
ギ
ー
源
に
か
か
わ
ら
ず
、
ク
リ
ー
ン
で
効
率
的
な
発
電
技
術
を
支
持
す
る
。

◦�

米
国
は
引
き
続
き
、
Ｕ
Ｎ
Ｆ
Ｃ
Ｃ
Ｃ
（
国
連
気
候
変
動
枠
組
条
約
）
の
下
で
他
国
と
協
力
す
る
。

11
．
脱
石
炭
火
力
連
合
（Pow

ering Past C
oal Alliance

）

Ｃ
Ｏ
Ｐ
23
で
は
ル
ー
ル
交
渉
と
促
進
的
対
話
が
主
な
交
渉
項
目
で
あ
っ
た
が
、
こ
れ
ら
は
重
要
で
は

あ
っ
て
も
地
味
で
あ
り
、
内
容
よ
り
も
手
続
き
に
関
す
る
議
論
が
中
心
で
あ
る
た
め
、
マ
ス
コ
ミ
の
関

心
は
交
渉
の
外
で
発
表
さ
れ
る
様
々
な
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
や
イ
ベ
ン
ト
に
向
け
ら
れ
た
。
そ
う
し
た
中

で
大
き
な
注
目
を
集
め
た
の
が
英
国
、
カ
ナ
ダ
の
主
導
に
よ
っ
て
発
足
し
た
脱
石
炭
火
力
連
合

（P
ow

ering P
ast C

oal A
lliance

15

）
で
あ
る
。 

Ｃ
Ｏ
Ｐ
23
も
終
幕
に
近
い
11
月
17
日
、
英
国
の
ペ
リ
ー
気
候
変
動
・
産
業
担
当
大
臣
と
カ
ナ
ダ
の

マ
ッ
ケ
ン
ナ
環
境
大
臣
の
主
導
に
よ
り
、
脱
石
炭
火
力
を
目
指
す
27
の
国
・
地
域
が
参
加
す
る
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P
ow

ering P
ast C

oal A
lliance 

の
発
足
会
合
が
行
わ
れ
、

多
く
の
プ
レ
ス
が
詰
め
か
け
た
。
脱
石
炭
火
力
連
合
は
「
パ

リ
協
定
の
2
度
目
標
を
達
成
す
る
に
は
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
加
盟
国
と

Ｅ
Ｕ
は
２
０
３
０
年
ま
で
、
中
国
は
２
０
４
０
年
ま
で
、
残

る
国
々
は
２
０
５
０
年
ま
で
に
石
炭
火
力
を
段
階
的
に
廃
止

す
る
必
要
が
あ
る
」
と
い
う
試
算
を
根
拠
に
、
炭
素
回
収
・

貯
蔵
（
Ｃ
Ｃ
Ｓ
）
設
備
を
伴
わ
な
い
伝
統
的
石
炭
火
力
の
段

階
的
廃
止
、
Ｃ
Ｃ
Ｓ
設
備
を
伴
わ
な
い
石
炭
火
力
へ
の
フ
ァ

イ
ナ
ン
ス
停
止
を
コ
ミ
ッ
ト
し
て
い
る
。
こ
こ
で
い
う
伝
統

的
石
炭
火
力
と
は
Ｃ
Ｃ
Ｓ
設
備
を
伴
わ
な
い
石
炭
火
力
全
て

を
指
し
、
Ｓ
Ｃ
（
超
臨
界
）
は
お
ろ
か
、
Ｕ
Ｓ
Ｃ
（
超
々
臨

界
）
も
現
在
開
発
中
の
Ｉ
Ｇ
Ｃ
Ｃ
（
石
炭
ガ
ス
化
複
合
発
電
）

や
Ｉ
Ｇ
Ｆ
Ｃ
（
石
炭
ガ
ス
化
燃
料
電
池
複
合
発
電
）
も
含
む
。

参
加
国
は
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
順
に
以
下
の
27
カ
国
・
地
域
で

Powering Past Coal Alliance 発足会合（前列右よりマッケンナ加環境
大臣、ペリー英気候変動・産業担当大臣）
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あ
り
（
国
と
し
て
の
カ
ナ
ダ
と
、
カ
ナ
ダ
の
各
州
が
両
方
入
っ
て
い
る
の
は
ダ
ブ
ル
カ
ウ
ン
ト
で
あ
る

が
…
…
）、
Ｃ
Ｏ
Ｐ
24
ま
で
に
参
加
国
・
地
域
を
50
に
増
加
さ
せ
る
と
し
て
い
る
。

加
ア
ル
バ
ー
タ
州
、
ア
ン
ゴ
ラ
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
、
ベ
ル
ギ
ー
、
加
ブ
リ
テ
ィ
ッ
シ
ュ
・
コ
ロ
ン
ビ

ア
州
、
カ
ナ
ダ
、
コ
ス
タ
リ
カ
、
デ
ン
マ
ー
ク
、
エ
ル
サ
ル
バ
ド
ル
、
フ
ィ
ジ
ー
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
、

フ
ラ
ン
ス
、
イ
タ
リ
ア
、
ル
ク
セ
ン
ブ
ル
ク
、
マ
ー
シ
ャ
ル
諸
島
、
メ
キ
シ
コ
、
オ
ラ
ン
ダ
、
ニ
ュ
ー

ジ
ー
ラ
ン
ド
、
ニ
ウ
エ
、
加
オ
ン
タ
リ
オ
州
、
米
オ
レ
ゴ
ン
州
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
、
加
ケ
ベ
ッ
ク
州
、
ス

イ
ス
、
英
国
、
加
ヴ
ァ
ン
ク
ー
バ
ー
市
、
米
ワ
シ
ン
ト
ン
州
。

こ
れ
ら
27
カ
国
・
地
域
の
中
に
は
英
国
（
9
％
）、
カ
ナ
ダ
（
8
％
）、
オ
ラ
ン
ダ
（
32
％
）
の
よ
う

に
石
炭
火
力
の
シ
ェ
ア
が
比
較
的
高
い
国
も
あ
る
が
、
こ
れ
ら
諸
国
は
既
に
石
炭
火
力
の
段
階
的
廃
止

を
表
明
済
み
で
あ
り
、
そ
れ
以
外
の
国
は
そ
も
そ
も
石
炭
火
力
を
ほ
と
ん
ど
使
っ
て
い
な
い
。
参
加
国

の
石
炭
火
力
設
備
容
量
の
シ
ェ
ア
は
世
界
全
体
の
２
〜
３
％
程
度
に
す
ぎ
ず
、
石
炭
火
力
の
シ
ェ
ア
が

高
く
、
こ
れ
か
ら
エ
ネ
ル
ギ
ー
需
要
が
急
増
す
る
中
国
、
イ
ン
ド
、
ア
セ
ア
ン
諸
国
、
南
ア
等
は
も
と
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16	 http://asean.org/storage/2017/11/Final-Chairmans-Statement-of-the-12th-
	 EAS_2.pdf

よ
り
、
欧
州
で
も
石
炭
依
存
の
高
い
ポ
ー
ラ
ン
ド
等
の
東
欧
諸
国
や
環
境
先
進
国
を
自
任
す
る
ド
イ
ツ

も
参
加
し
て
い
な
い
（
ド
イ
ツ
で
は
石
炭
火
力
を
め
ぐ
っ
て
連
立
協
議
が
も
め
て
い
る
最
中
で
あ
っ
た
。

安
易
に
脱
石
炭
連
合
に
入
る
わ
け
に
は
い
か
な
か
っ
た
の
だ
ろ
う
）。

Ｃ
Ｏ
Ｐ
に
集
ま
る
環
境
関
係
者
は
温
暖
化
防
止
を
至
高
の
価
値
と
と
ら
え
て
い
る
。
エ
ネ
ル
ギ
ー
政

策
で
い
う
と
こ
ろ
の
三
つ
の
Ｅ 

（
エ
ネ
ル
ギ
ー
安
全
保
障
、
経
済
効
率
、
環
境
保
全
）
の
バ
ラ
ン
ス
で

は
な
く
、
１
Ｅ
（
環
境
保
全
）
の
み
な
の
だ
か
ら
、
そ
の
ポ
ジ
シ
ョ
ン
は
単
純
明
快
で
あ
り
、
炭
素
含

有
量
の
多
い
石
炭
は
有
無
を
言
わ
せ
ず
排
除
す
る
対
象
で
し
か
な
い
。
し
か
し
、
筆
者
が
ア
ジ
ア
諸
国

の
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
担
当
者
か
ら
聞
く
現
実
は
大
き
く
異
な
る
。
彼
ら
に
と
っ
て
無
電
化
地
域
の
国
民

に
電
気
を
届
け
る
こ
と
は
温
暖
化
防
止
よ
り
も
は
る
か
に
重
要
な
ミ
ッ
シ
ョ
ン
で
あ
る
。
彼
ら
も
石
炭

の
環
境
負
荷
に
つ
い
て
は
十
分
承
知
し
て
い
る
が
、「
石
炭
を
ク
リ
ー
ン
に
使
え
、
と
い
う
な
ら
ば
わ
か

る
が
、
石
炭
を
使
う
な
、
で
は
話
に
な
ら
な
い
」と
言
う
。２
０
１
７
年
11
月
14
日
の
東
ア
ジ
ア
サ
ミ
ッ

ト
首
脳
会
合
議
長
声
明16

に
は
以
下
の
よ
う
に
エ
ネ
ル
ギ
ー
ア
ク
セ
ス
と
低
廉
な
供
給
と
石
炭
の
ク
リ
ー

ン
な
利
用
の
重
要
性
が
明
記
さ
れ
て
い
る
。
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8　

我
々
は
地
域
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
と
持
続
可
能
性
の
課
題
に
対
応
す
る
た
め
、

質
の
高
い
イ
ン
フ
ラ
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
市
場
を
透
明
で
競
争
的
な
も
の
に
す
る
と
と
も
に
、
エ
ネ

ル
ギ
ー
ア
ク
セ
ス
の
改
善
と
低
廉
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
価
格
に
向
け
て
努
力
を
継
続
す
る
こ
と
の
重

要
性
を
再
確
認
し
た
。
こ
の
観
点
で
我
々
は
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
ク
リ
ー
ン
な
石
炭
技
術
、

エ
ネ
ル
ギ
ー
効
率
、
低
排
出
の
化
石
燃
料
と
し
て
の
天
然
ガ
ス
利
用
強
化
を
含
む
よ
り
ク
リ
ー

ン
で
効
率
的
な
化
石
燃
料
等
の
ク
リ
ー
ン
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
推
進
す
る
こ
と
の
重
要
性
に
留
意
し

た
。

エ
ネ
ル
ギ
ー
安
全
保
障
と
経
済
効
率
（
低
廉
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
供
給
を
含
む
）
と
環
境
保
全
を
考
え
れ

ば
、
こ
の
東
ア
ジ
ア
サ
ミ
ッ
ト
首
脳
会
合
議
長
声
明
で
石
炭
の
ク
リ
ー
ン
な
利
用
の
推
進
が
謳
わ
れ
て

い
る
の
は
し
ご
く
常
識
的
な
考
え
方
で
あ
る
が
、
Ｃ
Ｏ
Ｐ
に
お
け
る
論
調
と
今
後
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
需
要

拡
大
の
中
心
と
な
る
ア
ジ
ア
太
平
洋
地
域
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
関
係
者
の
認
識
に
は
大
き
な
乖
離
が
あ
る
よ

う
だ
。

109 Ⅱ.  COP23 の概要と結果



17	 http://www.climatenetwork.org/fossil-of-the-day

12
．
化
石
賞

「
見
世
物
と
し
て
の
Ｃ
Ｏ
Ｐ
」
と
し
て
の
側
面
を
最
も
体
現
し
て
い
る
の
が
国
際
環
境
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の

C
lim

ate A
ction N

etw
ork

（
Ｃ
Ａ
Ｎ
）
が
Ｃ
Ｏ
Ｐ
会
期
中
毎
日
選
定
す
る
「
化
石
賞
」
で
あ
ろ
う
。
こ

れ
は
彼
ら
の
目
か
ら
見
て
温
暖
化
防
止
や
温
暖
化
交
渉
に
後
ろ
向
き
な
国
に
与
え
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。

Ｃ
Ｏ
Ｐ
23
開
催
中
の
主
な
受
賞
国
、
授
賞
理
由17

は
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。

　

11
月
7
日　

豪
州
（
州
政
府
が
石
炭
鉱
山
を
許
可
）

　
　
　

8
日　

フ
ラ
ン
ス
（
原
子
力
依
存
度
低
下
目
標
の
延
期
）

　
　
　

9
日　

�

日
本
（
日
米
戦
略
エ
ネ
ル
ギ
ー
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
に
お
い
て
化
石
燃
料
の
ク
リ
ー
ン

な
利
用
、
原
子
力
の
扱
い
等
）

　
　
　

11
日　

�

米
、
豪
、
加
、
Ｅ
Ｕ
（
ロ
ス
＆
ダ
メ
ー
ジ
の
議
論
に
後
ろ
向
き
）

　
　
　

13
日　

ノ
ル
ウ
ェ
ー
（
北
極
海
石
油
開
発
を
推
進
）

　
　
　

14
日　

ド
イ
ツ
（
２
０
１
７
年
排
出
量
上
昇
と
２
０
２
０
年
目
標
未
達
の
可
能
性
）

　
　
　
　
　
　

豪
州
（
ロ
ス
＆
ダ
メ
ー
ジ
の
議
論
に
後
ろ
向
き
）
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15
日　

ブ
ラ
ジ
ル
（
沖
合
石
油
開
発
へ
の
補
助
金
付
与
）

　
　
　

16
日　

ア
ラ
ブ
グ
ル
ー
プ
、
イ
ン
ド
（
世
銀
に
化
石
燃
料
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
融
資
を
要
請
）

　
　
　
　
　
　

米
国
に
は
特
大
（C

olossal

）
化
石
賞
（
パ
リ
協
定
離
脱
、
ボ
ン
交
渉
を
阻
害
）

こ
の
授
賞
理
由
を
見
れ
ば
、
授
賞
側
で
あ
る
Ｃ
Ａ
Ｎ
が
化
石
燃
料
、
原
子
力
を
徹
底
的
に
敵
視
し
て

い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
フ
ラ
ン
ス
は
温
暖
化
目
標
を
着
実
に
達
成
す
る
た
め
、
原
子

力
依
存
度
低
下
の
年
限
を
先
延
ば
し
し
た
の
だ
が
、
そ
れ
が
化
石
賞
授
賞
理
由
に

な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
ま
し
て
脱
石
炭
火
力
連
合
の
項
に
お
い
て
述
べ
た
よ
う
に
、

各
国
の
政
策
ア
ジ
ェ
ン
ダ
は
温
暖
化
防
止
だ
け
で
は
な
く
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
安
全
保
障

も
経
済
成
長
も
考
え
ね
ば
な
ら
な
い
。筆
者
も
温
暖
化
交
渉
に
関
与
し
て
い
る
際
、化

石
賞
を
何
度
と
な
く
受
賞
し
た
が
、一
つ
の
Ｅ
（
環
境
保
全
）
し
か
考
え
な
い
環
境
Ｎ

Ｇ
Ｏ
か
ら
の
批
判
を
意
に
介
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
日
本
の
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
は
日

本
が
化
石
賞
を
受
賞
す
る
た
び
に
大
騒
ぎ
す
る
傾
向
が
あ
る
が
、
化
石
賞
受
賞
は
む

し
ろ
交
渉
団
が
国
益
の
た
め
に
頑
張
っ
て
い
る
証
左
と
と
ら
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

化石賞授賞式の模様
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13
．
Ｃ
Ｏ
Ｐ
23
の
評
価
と
今
後
の
展
望

今
回
の
Ｃ
Ｏ
Ｐ
23
を
ど
う
評
価
す
る
か
。
既
に
述
べ
た
よ
う
に
、
Ｃ
Ｏ
Ｐ
23
の
大
き
な
構
図
は
「
二

分
論
を
維
持
し
、
緩
和
関
連
の
負
担
を
最
小
限
に
し
、
あ
ら
ゆ
る
局
面
で
先
進
国
か
ら
の
支
援
を
引
き

出
し
た
い
途
上
国
」
と
「
共
通
の
フ
レ
ー
ム
ワ
ー
ク
の
下
で
途
上
国
に
も
緩
和
努
力
を
求
め
、
支
援
負

担
を
抑
制
し
た
い
先
進
国
」
の
対
立
で
あ
る
。
こ
の
対
立
は
非
常
に
根
深
い
も
の
が
あ
り
、
全
体
パ
ッ

ケ
ー
ジ
で
な
け
れ
ば
解
決
す
る
も
の
で
は
な
い
と
考
え
て
い
る
。

Ｃ
Ｏ
Ｐ
23
に
お
い
て
プ
レ
２
０
２
０
年
問
題
、
第
９
条
５
項
問
題
、
適
応
基
金
問
題
が
急
浮
上
し
た

背
景
は
、
資
金
面
や
２
０
２
０
年
緩
和
目
標
の
進
捗
面
で
先
進
国
を
守
勢
に
置
こ
う
と
す
る
途
上
国
、

特
に
先
進
国
と
最
も
対
立
関
係
に
あ
る
Ｌ
Ｍ
Ｄ
Ｃ
（
有
志
途
上
国
グ
ル
ー
プ
、
74
ペ
ー
ジ
図
４
参
照
）

の
戦
略
で
あ
っ
た
。
Ｌ
Ｍ
Ｄ
Ｃ
が
こ
の
局
面
で
攻
勢
に
出
た
背
景
は
パ
リ
協
定
離
脱
表
明
に
よ
り
米
代

表
団
の
存
在
感
が
低
下
す
る
こ
と
を
狙
っ
た
と
い
う
側
面
も
あ
る
だ
ろ
う
。

Ｃ
Ｏ
Ｐ
23
で
米
代
表
団
は
規
模
を
縮
小
し
た
も
の
の
、
米
国
に
と
っ
て
重
要
な
事
項
（
特
に
二
分
論

の
排
除
）
に
つ
い
て
は
引
き
続
き
、
積
極
的
に
関
与
し
て
い
た
。
先
進
国
は
Ｌ
Ｍ
Ｄ
Ｃ
を
は
じ
め
と
す
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る
途
上
国
の
攻
勢
に
一
致
し
た
対
応
を
し
て
お
り
、
今
の
と
こ
ろ
、
Ｅ
Ｕ
と
ア
ン
ブ
レ
ラ
グ
ル
ー
プ

（
Ｕ
Ｇ
）の
離
反
は
見
ら
れ
な
い
の
は
良
い
材
料
で
あ
る
。
し
か
し
過
去
の
経
緯
を
見
れ
ば
Ｅ
Ｕ
は
大
事

な
と
こ
ろ
で
途
上
国
に
「
腰
折
れ
」
す
る
傾
向
が
あ
る
。
先
進
国
は
横
の
連
携
を
し
っ
か
り
と
保
っ
て

い
く
必
要
が
あ
ろ
う
。
特
に
パ
リ
協
定
離
脱
を
表
明
し
た
米
国
の
存
在
感
が
低
下
す
る
こ
と
が
あ
れ
ば
、

ア
ン
ブ
レ
ラ
グ
ル
ー
プ
を
中
心
に
こ
れ
を
補
っ
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
Ｌ
Ｍ
Ｄ
Ｃ
等
の
途
上
国

が
主
張
し
て
い
る
二
分
論
に
最
も
強
く
対
峙
し
て
き
た
の
が
米
国
で
あ
っ
た
。
仮
に
米
国
の
存
在
感
低

下
の
間
隙
を
ぬ
っ
て
二
分
論
を
体
現
し
た
詳
細
ル
ー
ル
が
出
来
上
が
れ
ば
、
い
よ
い
よ
米
国
の
パ
リ
協

定
離
脱
が
現
実
の
も
の
に
な
る
ば
か
り
か
、
仮
に
民
主
党
に
政
権
交
代
し
た
と
し
て
も
戻
る
こ
と
が
難

し
く
な
っ
て
し
ま
う
。

Ｃ
Ｏ
Ｐ
23
の
合
意
内
容
は
、「
詳
細
ル
ー
ル
に
関
す
る
こ
れ
ま
で
の
議
論
を
ま
と
め
た
イ
ン
フ
ォ
ー
マ

ル
ノ
ー
ト
を
テ
ー
ク
ノ
ー
ト
し
、
両
議
長
が
２
０
１
８
年
４
月
に
リ
フ
レ
ク
シ
ョ
ン
ノ
ー
ト
を
出
す
」

と
い
っ
た
手
続
き
に
関
す
る
も
の
で
あ
り
、
内
容
面
の
収
斂
は
見
ら
れ
な
い
。
結
論
文
書
に
添
付
さ
れ

た
イ
ン
フ
ォ
ー
マ
ル
ノ
ー
ト
は
各
国
の
立
場
を
全
て
盛
り
込
ん
だ
２
５
０
ペ
ー
ジ
を
超
え
る
も
の
で
あ

り
、
交
渉
の
ベ
ー
ス
に
は
な
り
得
な
い
代
物
で
あ
る
。
２
０
１
８
年
４
月
に
両
議
長
が
出
す
リ
フ
レ
ク
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シ
ョ
ン
ノ
ー
ト
が
交
渉
テ
キ
ス
ト
の
形
態
を
と
る
か
ど
う
か
も
不
明
で
あ
る
。
仮
に
リ
フ
レ
ク
シ
ョ
ン

ノ
ー
ト
が
交
渉
テ
キ
ス
ト
の
形
に
な
っ
た
と
し
て
も
、
加
盟
国
が
コ
メ
ン
ト
、
提
案
を
追
加
で
き
る
こ

と
に
な
っ
て
お
り
、
分
量
が
膨
ら
む
可
能
性
も
十
分
に
あ
る
。
こ
れ
は
マ
ラ
ケ
シ
ュ
合
意
、
カ
ン
ク
ン

合
意
、
パ
リ
協
定
を
作
っ
て
い
く
過
程
で
辿
っ
た
道
に
他
な
ら
な
い
。

し
た
が
っ
て
共
同
議
長
の
リ
フ
レ
ク
シ
ョ
ン
ノ
ー
ト
を
踏
ま
え
、
２
０
１
８
年
４
〜
５
月
に
開
催
さ

れ
る
補
助
機
関
会
合
で
行
わ
れ
る
交
渉
は
非
常
に
大
変
な
も
の
に
な
る
だ
ろ
う
。
常
識
的
に
考
え
て
同

会
合
と
12
月
の
Ｃ
Ｏ
Ｐ
24
の
２
回
で
ル
ー
ル
を
合
意
す
る
こ
と
は
至
難
の
業
で
あ
り
、
両
会
合
の
間
、

恐
ら
く
は
秋
に
追
加
会
合
が
行
わ
れ
る
可
能
性
が
高
い
。
し
か
し
交
渉
会
合
が
１
回
増
え
た
か
ら
と

い
っ
て
合
意
が
容
易
に
な
る
わ
け
で
は
な
い
。
交
渉
テ
キ
ス
ト
が
肥
大
化
す
る
中
で
、
い
ず
れ
か
の
タ

イ
ミ
ン
グ
で
Ｃ
Ｏ
Ｐ
24
議
長
国
ポ
ー
ラ
ン
ド
が
落
と
し
所
を
注
意
深
く
見
極
め
た
議
長
テ
キ
ス
ト
を
出

す
こ
と
が
必
要
に
な
っ
て
く
る
。

問
題
は
ポ
ー
ラ
ン
ド
が
そ
の
よ
う
な
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
で
き
る
か
で
あ
る
。
パ
リ
協
定
が
合

意
さ
れ
た
際
に
は
議
長
国
フ
ラ
ン
ス
が
老
獪
な
外
交
テ
ク
ニ
ッ
ク
を
駆
使
し
、
合
意
を
導
い
た
。
ポ
ー

ラ
ン
ド
が
Ｃ
Ｏ
Ｐ
を
主
催
す
る
の
は
初
め
て
で
は
な
い
。２
０
０
8
年
に
は
ポ
ズ
ナ
ン
で
、２
０
１
３
年
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に
は
ワ
ル
シ
ャ
ワ
で
Ｃ
Ｏ
Ｐ
議
長
を
務
め
て
い
る
。
し
か
し
ポ
ズ
ナ
ン
も
ワ
ル
シ
ャ
ワ
も
大
き
な
合
意

を
得
る
Ｃ
Ｏ
Ｐ
と
は
目
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
て
Ｃ
Ｏ
Ｐ
24
で
は
詳
細
ル
ー
ル
の
合
意
が

期
待
さ
れ
て
い
る
。
議
長
国
と
し
て
の
責
任
は
前
の
２
回
よ
り
も
比
較
に
な
ら
な
い
ほ
ど
大
き
い
の
だ
。

ポ
ー
ラ
ン
ド
は
Ｅ
Ｕ
の
温
暖
化
政
策
議
論
の
中
で
特
殊
な
位
置
づ
け
を
占
め
て
い
る
。
ロ
シ
ア
へ
の

ガ
ス
依
存
に
大
き
な
懸
念
を
有
し
て
い
る
ポ
ー
ラ
ン
ド
に
と
っ
て
潤

沢
な
国
内
石
炭
資
源
の
活
用
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
安
全
保
障
上
、
不
可
欠

で
あ
る
。
こ
の
た
め
、
Ｅ
Ｕ
域
内
で
温
室
効
果
ガ
ス
削
減
目
標
や
再

エ
ネ
目
標
、
省
エ
ネ
目
標
が
議
論
さ
れ
る
た
び
に
、
西
欧
、
北
欧
諸

国
が
野
心
レ
ベ
ル
の
引
き
上
げ
を
主
張
す
る
中
で
ポ
ー
ラ
ン
ド
は
東

欧
諸
国
の
兄
貴
分
と
し
て
こ
れ
に
抵
抗
し
て
き
た
。
し
た
が
っ
て
環

境
関
係
者
の
間
で
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
評
判
は
必
ず
し
も
芳
し
く
な
く
、

ポ
ー
ラ
ン
ド
の
議
長
の
下
で
詳
細
ル
ー
ル
を
決
め
ら
れ
る
か
疑
い
の

目
を
も
っ
て
見
て
い
る
と
言
っ
て
い
い
。
Ｃ
Ｏ
Ｐ
24
議
長
の
シ
シ
ュ

コ
環
境
大
臣
の
片
腕
と
し
て
会
合
を
仕
切
る
の
は
ト
マ
ス
・
ク
ル
シ

シシュコ・ポーランド環境大臣・COP24 議長

115 Ⅱ.  COP23 の概要と結果



チ
ョ
フ
前
Ｓ
Ｂ
Ｉ
議
長
と
目
さ
れ
て
い
る
。
彼
は
Ｓ
Ｂ
Ｉ
議
長
の
際
、

強
引
な
議
事
運
営
が
目
立
っ
た
。
議
事
の
進
め
方
を
め
ぐ
っ
て
し
ば

し
ば
議
事
が
ス
ト
ッ
プ
す
る
国
連
交
渉
の
胸
突
き
八
丁
の
局
面
を
う

ま
く
仕
切
れ
る
か
、
注
意
を
要
す
る
。

こ
の
た
め
、
Ｃ
Ｏ
Ｐ
24
に
お
い
て
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
、
モ
ダ
リ
テ
ィ

に
合
意
で
き
な
い
可
能
性
も
排
除
で
き
な
い
。
も
ち
ろ
ん
、
現
時
点

で
こ
の
可
能
性
を
表
立
っ
て
口
に
す
る
者
は
い
な
い
。
今
か
ら
Ｃ
Ｏ

Ｐ
25
で
の
合
意
を
前
提
に
し
た
と
た
ん
、
Ｃ
Ｏ
Ｐ
24
に
向
け
た
議
論

の
モ
メ
ン
タ
ム
が
削
が
れ
る
こ
と
に
な
る
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
２

０
１
８
年
に
ル
ー
ル
の
最
終
合
意
が
で
き
な
い
と
パ
リ
協
定
体
制
が

崩
壊
す
る
わ
け
で
は
な
い
。
パ
リ
協
定
は
２
０
２
０
年
以
降
の
枠
組
み
を
想
定
し
て
作
ら
れ
た
も
の
で

あ
り
、
２
０
１
８
年
合
意
と
い
う
タ
イ
ム
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
、
２
０
２
０
年
直
前
の
パ
リ
協
定
発
効
を

予
想
し
て
い
た
と
こ
ろ
、
予
想
以
上
に
早
く
２
０
１
６
年
に
発
効
し
た
た
め
、
前
倒
し
で
設
定
さ
れ
た

も
の
で
あ
る
。
京
都
議
定
書
の
場
合
、
詳
細
ル
ー
ル
交
渉
が
マ
ラ
ケ
シ
ュ
合
意
の
形
で
決
着
す
る
の
に

クルシチョフ前 SBI 議長
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５
年
か
か
っ
て
い
る
。
な
お
、
２
０
１
９
年
の
Ｃ
Ｏ
Ｐ
25
の
議
長
国
は
交
渉
巧
者
な
ブ
ラ
ジ
ル
で
あ
る
。

も
ち
ろ
ん
、
Ｃ
Ｏ
Ｐ
24
で
の
最
終
合
意
は
可
能
だ
と
い
う
見
方
も
あ
る
。
京
都
議
定
書
で
は
目
標
値

が
条
約
上
の
義
務
で
あ
り
、
罰
則
的
規
定
も
あ
る
た
め
、
非
常
に
厳
格
で
詳
細
な
ル
ー
ル
が
必
要
と
さ

れ
た
が
、
パ
リ
協
定
の
場
合
、
目
標
値
が
法
的
義
務
で
は
な
く
、
罰
則
的
規
定
も
な
い
。
し
た
が
っ
て

京
都
議
定
書
の
よ
う
な
厳
格
な
ル
ー
ル
で
は
な
く
、
軽
微
か
つ
柔
軟
な
ル
ー
ル
で
十
分
だ
と
い
う
考
え

方
で
あ
る
。

し
か
し
パ
リ
協
定
に
対
す
る
期
待
値
の
高
さ
を
考
え
れ
ば
、
詳
細
ル
ー
ル
が
あ
ま
り
軽
微
な
も
の
に

な
っ
て
し
ま
う
こ
と
に
は
環
境
関
係
者
か
ら
強
い
批
判
を
招
く
だ
ろ
う
。
途
上
国
は
自
分
た
ち
に
は
軽

微
な
ル
ー
ル
、
先
進
国
に
は
厳
格
な
ル
ー
ル
を
主
張
す
る
だ
ろ
う
が
、
こ
れ
は
米
国
を
は
じ
め
先
進
国

に
と
っ
て
と
て
も
受
け
入
れ
可
能
な
も
の
で
は
な
い
。
最
終
的
に
は
当
初
想
定
に
比
べ
て
軽
微
・
簡
便

な
も
の
に
な
る
可
能
性
は
あ
る
が
、
そ
う
し
た
形
で
皆
が
納
得
す
る
の
は
２
０
１
８
年
で
は
な
く
、
い

よ
い
よ
２
０
２
０
年
を
目
前
に
し
た
２
０
１
９
年
の
Ｃ
Ｏ
Ｐ
25
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
の
で
は
な
い
か
。

い
ず
れ
に
せ
よ
、
冒
頭
に
述
べ
た
大
き
な
対
立
構
図
は
す
ぐ
れ
て
政
治
的
な
も
の
で
あ
り
、
単
独
で

は
決
着
し
得
な
い
。
例
え
ば
先
進
国
は
途
上
国
支
援
を
強
化
す
る
代
わ
り
に
、
途
上
国
は
先
進
国
と
全
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く
同
じ
で
は
な
い
に
せ
よ
、
類
似
し
た
厳
し
さ
の
レ
ビ
ュ
ー
を
受
け
入
れ
る
等
の
パ
ッ
ケ
ー
ジ
デ
ィ
ー

ル
が
必
要
に
な
る
。
そ
の
意
味
で
今
次
Ｃ
Ｏ
Ｐ
で
途
上
国
が
様
々
な
資
金
問
題
を
主
張
し
、
継
続
検
討

と
し
た
の
は
、
最
終
パ
ッ
ケ
ー
ジ
の
中
心
軸
を
自
分
た
ち
に
有
利
な
も
の
に
す
る
た
め
の
戦
略
で
あ
っ

た
と
考
え
れ
ば
非
常
に
わ
か
り
や
す
い
。
そ
し
て
彼
ら
の
試
み
は
あ
る
程
度
奏
功
し
て
い
る
と
い
え
る

だ
ろ
う
。
米
国
が
資
金
援
助
に
背
を
向
け
る
中
で
、
途
上
国
支
援
を
交
渉
材
料
に
し
た
決
着
は
決
し
て

容
易
で
は
な
い
と
思
わ
れ
る
。

14
．
日
本
の
課
題

最
後
に
Ｃ
Ｏ
Ｐ
23
の
結
果
、
Ｃ
Ｏ
Ｐ
24
の
見
通
し
を
踏
ま
え
、
日
本
の
政
府
、
産
業
界
の
課
題
と
留

意
す
べ
き
点
に
つ
い
て
触
れ
て
お
き
た
い
。

見
本
市
化
・
美
人
コ
ン
テ
ス
ト
化
す
る
Ｃ
Ｏ
Ｐ

今
回
の
Ｃ
Ｏ
Ｐ
で
強
く
感
じ
た
こ
と
は
、
国
際
交
渉
が
詳
細
ル
ー
ル
作
り
に
専
念
す
る
一
方
で
、
国
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際
交
渉
外
の
様
々
な
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
、
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
等
が
注
目
を
集
め
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
こ

と
だ
。
前
述
の
脱
石
炭
火
力
連
合
な
ど
は
そ
の
典
型
で
あ
る
。
ま
た
パ
リ
協
定
は
各
国
政
府
で
は
な
く
、

幅
広
い
ス
テ
ー
ク
ホ
ー
ル
ダ
ー
の
参
加
を
奨
励
し
て
い
る
。
ト
ラ
ン
プ
大
統
領
の
パ
リ
協
定
離
脱
表
明

に
反
発
し
、
米
国
の
地
方
政
府
や
大
学
、
企
業
がW

e are still in

の
旗
印
の
下
に
集
ま
り
、
連
邦
政

府
と
反
対
方
向
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
で
存
在
感
を
示
し
て
い
る
の
は
そ
の
一
例
だ
。

国
際
枠
組
み
の
下
で
拘
束
的
な
目
標
値
を
設
定
す
る
こ
と
は
不
可
能
な
の
で
、
目
標
設
定
は
各
国
に

委
ね
、
国
連
は
そ
の
プ
ロ
セ
ス
（
目
標
設
定
、
報
告
、
レ
ビ
ュ
ー
）
を
管
理
す
る
と
い
う
の
が
パ
リ
協

定
の
考
え
方
で
あ
り
、
早
晩
、
詳
細
ル
ー
ル
が
出
来
上
が
れ
ば
、
Ｃ
Ｏ
Ｐ
は
各
国
政
府
や
非
政
府
ス
テ

ー
ク
ホ
ー
ル
ダ
ー
が
自
ら
の
貢
献
を
プ
レ
ゼ
ン
す
る
「
見
本
市
」「
美
人
コ
ン
テ
ス
ト
」
の
よ
う
な
性
格

に
な
っ
て
い
く
と
思
わ
れ
る
。
プ
レ
ッ
ジ
＆
レ
ビ
ュ
ー
は
一
度
出
し
た
目
標
は
き
ち
ん
と
守
ら
な
い
と

罰
則
は
な
く
と
も
国
際
的
に
面
目
を
失
う
と
い
う
「nam

e and sham
e

」
に
立
脚
し
た
シ
ス
テ
ム
だ

が
、
目
標
値
の
設
定
水
準
に
つ
い
て
も
国
際
的
な
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
が
か
か
り
、「
高
い
目
標
を
設
定
し
な

い
と
恥
ず
か
し
い
」
と
い
う
仕
掛
け
も
ビ
ル
ト
イ
ン
さ
れ
て
い
る
。
グ
ロ
ー
バ
ル
ス
ト
ッ
ク
テ
ー
ク
や

そ
の
プ
ロ
ト
タ
イ
プ
で
あ
る
タ
ラ
ノ
ア
対
話
に
お
い
て
、
１
・
５
～
２
度
目
標
を
達
成
す
る
た
め
に
は
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現
在
の
Ｎ
Ｄ
Ｃ
で
は
全
く
足
り
な
い
と
い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
繰
り
返
し
出
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。

筆
者
は
各
国
政
府
が
グ
ロ
ー
バ
ル
ス
ト
ッ
ク
テ
ー
ク
や
タ
ラ
ノ
ア
対
話
で
強
調
さ
れ
る
削
減
量

ギ
ャ
ッ
プ
（
し
ば
し
ば
「
ギ
ガ
ト
ン
ギ
ャ
ッ
プ
」
と
呼
ば
れ
る
）
に
対
応
し
て
自
国
の
Ｎ
Ｄ
Ｃ
を
大
幅

に
上
げ
る
と
は
思
っ
て
い
な
い
。
目
標
引
き
上
げ
を
支
え
る
非
化
石
エ
ネ
ル
ギ
ー
技
術
及
び
そ
の
周
辺

技
術
（
間
欠
性
の
あ
る
再
エ
ネ
を
補
う
た
め
の
バ
ッ
テ
リ
ー
技
術
等
）
が
十
分
に
安
い
も
の
に
な
ら
な

い
限
り
、
膨
大
な
コ
ス
ト
を
負
っ
て
温
暖
化
防
止
に
取
り
組
む
こ
と
に
は
国
民
の
支
持
が
得
ら
れ
ず
、

政
治
的
に
サ
ス
テ
イ
ナ
ブ
ル
と
は
思
え
な
い
か
ら
で
あ
る
。
と
は
い
え
、
ギ
ガ
ト
ン
ギ
ャ
ッ
プ
が
出
れ

ば
各
国
に
内
外
か
ら
目
標
引
き
上
げ
の
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
が
か
か
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
こ
う
し
た
圧

力
に
ど
の
程
度
対
応
す
る
の
か
は
各
国
の
置
か
れ
た
事
情
に
よ
り
千
差
万
別
で
あ
ろ
う
。
様
々
な
制
約

条
件
の
中
で
い
か
に
「
良
い
格
好
」
を
見
せ
る
か
は
、
結
局
の
と
こ
ろ
、
各
国
の
国
内
問
題
と
い
う
こ

と
に
な
る
。

美
人
コ
ン
テ
ス
ト
に
弱
い
日
本

問
題
は
各
国
の
置
か
れ
た
状
況
や
削
減
コ
ス
ト
が
異
な
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
環
境
Ｎ
Ｇ
Ｏ
や
シ
ン
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ク
タ
ン
ク
が
「
野
心
の
レ
ベ
ル
の
引
き
上
げ
」
を
ひ
た
す
ら
求
め
る
中
で
、
日
本
は
そ
の
真
面
目
さ
ゆ

え
に
身
の
丈
を
超
え
る
目
標
値
を
提
出
し
、
そ
の
達
成
の
た
め
に
自
縄
自
縛
に
な
る
リ
ス
ク
が
高
い
と

思
わ
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
削
減
目
標
26
％
の
根
拠
と
な
っ
た
エ
ネ
ル
ギ
ー
ミ
ッ
ク
ス
も
日
本
の
置
か
れ

た
状
況
を
考
え
れ
ば
非
常
に
野
心
的
な
も
の
で
あ
り
、
そ
の
達
成
の
た
め
の
限
界
削
減
費
用
も
Ｅ
Ｕ
や

米
国
に
比
し
て
非
常
に
高
い
。
先
般
の
伊
方
原
発
に
関
す
る
広
島
高
裁
の
仮
処
分
決
定
の
事
例
に
あ
る

よ
う
に
原
発
の
再
稼
働
、
運
転
期
間
の
延
長
へ
の
道
は
決
し
て
平
坦
で
は
な
い
。
26
％
目
標
の
前
提
と

な
っ
た
原
子
力
の
シ
ェ
ア
20
〜
22
％
が
実
現
し
な
い
ま
ま
に
26
％
目
標
達
成
に
固
執
す
れ
ば
、
省
エ
ネ
、

再
エ
ネ
を
そ
の
分
積
み
上
げ
る
し
か
な
い
。
こ
れ
は
削
減
コ
ス
ト
を
更
に
引
き
上
げ
る
こ
と
に
な
り
、

電
力
料
金
の
高
騰
、
産
業
競
争
力
の
低
下
、
日
本
経
済
へ
の
マ
イ
ナ
ス
影
響
に
つ
な
が
る
可
能
性
も
あ

る
。
26
％
目
標
の
根
拠
と
な
っ
た
エ
ネ
ル
ギ
ー
ミ
ッ
ク
ス
の
状
況
が
変
わ
っ
た
の
で
あ
れ
ば
、
そ
の
時

点
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
価
格
、
再
エ
ネ
コ
ス
ト
等
を
勘
案
し
て
新
た
な
均
衡
解
、
削
減
目
標
を
追
求
す
る
の

が
ロ
ジ
カ
ル
な
対
応
だ
が
、
真
面
目
な
日
本
は
ボ
ト
ム
ア
ッ
プ
で
策
定
さ
れ
た
26
％
目
標
を
自
分
で

ト
ッ
プ
ダ
ウ
ン
目
標
に
転
化
さ
せ
、
自
分
の
首
を
絞
め
て
し
ま
う
可
能
性
が
あ
る
の
だ
。
ま
し
て
や
、

現
在
の
よ
う
な
状
況
で
26
％
目
標
の
更
な
る
引
き
上
げ
は
非
現
実
的
で
し
か
な
い
が
、
２
０
５
０
年
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80
％
減
目
標
か
ら
逆
算
す
れ
ば
、
２
０
３
０
年
26
％
減
で
は
足
り
な
い
と
か
、
タ
ラ
ノ
ア
対
話
の
結
果

を
反
映
す
べ
き
だ
等
の
理
由
で
更
な
る
目
標
引
き
上
げ
を
主
張
す
る
議
論
が
国
内
で
出
て
く
る
だ
ろ
う
。

環
境
Ｎ
Ｇ
Ｏ
や
環
境
シ
ン
ク
タ
ン
ク
が
し
ば
し
ば
日
本
を
狙
い
撃
ち
す
る
の
は
、
そ
う
い
う
日
本
の
弱

点
を
計
算
し
て
い
る
か
ら
に
他
な
ら
な
い
。

大
幅
削
減
は
野
心
的
な
目
標
設
定
で
も
た
ら
さ
れ
る
も
の
で
は
な
い
。
大
幅
削
減
に
必
要
な
技
術
が

十
分
競
争
的
で
利
便
性
の
高
い
も
の
に
な
っ
て
初
め
て
実
現
す
る
の
で
あ
る
。
日
本
が
目
指
す
べ
き
は

技
術
開
発
目
標
で
あ
る
べ
き
で
あ
り
、
京
都
議
定
書
以
来
、
温
暖
化
論
議
を
支
配
し
て
き
た
空
虚
な
削

減
目
標
で
は
な
い
。
パ
リ
協
定
が
美
人
コ
ン
テ
ス
ト
化
す
る
か
ら
こ
そ
、
日
本
は
雰
囲
気
や
ム
ー
ド
に

流
さ
れ
ず
、
足
元
の
状
況
を
し
っ
か
り
見
据
え
、
現
実
的
な
対
応
を
考
え
ね
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。

国
境
を
超
え
た
ア
プ
ロ
ー
チ
の
対
外
Ｐ
Ｒ

タ
ラ
ノ
ア
対
話
に
は
様
々
な
イ
ン
プ
ッ
ト
が
慫
慂
さ
れ
て
い
る
。
日
本
の
政
府
、
産
業
界
は
長
期
低

炭
素
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
に
盛
り
込
ま
れ
た
「
三
本
の
矢
」（
図
９
）
の
考
え
方
を
国
際
的
に
提
唱
し
て

い
く
べ
き
で
あ
る
。
現
在
、
国
連
で
行
わ
れ
て
い
る
議
論
は
、
生
産
ベ
ー
ス
の
国
内
排
出
量
削
減
、
各
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産
業
バ
ウ
ン
ダ
リ
ー
内
の
削
減
に
と
ら
わ

れ
て
い
る
が
、
こ
れ
で
は
遅
か
れ
早
か
れ

行
き
詰
ま
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。

「
ク
リ
ー
ン
技
術
の
海
外
移
転
に
よ
る
貢

献
」「
優
れ
た
技
術
、
中
間
財
を
グ
ロ
ー
バ

ル
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
に
供
給
す
る
こ
と

に
よ
る
貢
献
」「
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
る

貢
献
」
の
考
え
方
は
国
内
排
出
削
減
、
産

業
バ
ウ
ン
ダ
リ
ー
内
の
削
減
に
焦
点
を
当

て
て
い
た
国
連
枠
組
み
と
は
異
な
る
新
た

な
ア
プ
ロ
ー
チ
を
提
供
す
る
も
の
で
あ
る
。

か
つ
て
日
本
は
セ
ク
タ
ー
別
ア
プ
ロ
ー
チ

を
国
連
枠
組
み
の
中
に
位
置
づ
け
よ
う
と

図9　国境を超えたアプローチの三本の矢
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努
力
し
た
が
、
う
ま
く
い
か
な
か
っ
た
。
国
連
交
渉
で
は
ど
の
よ
う
な
考
え
方
を
提
示
し
て
も
必
ず
反

対
す
る
国
が
出
て
く
る
も
の
で
、「
三
本
の
矢
」を
国
連
の
枠
組
み
や
ル
ー
ル
に
反
映
さ
せ
る
こ
と
に
こ

だ
わ
る
べ
き
で
は
な
い
。
日
本
の
貢
献
を
透
明
性
の
あ
る
方
法
で
試
算
し
、
対
外
Ｐ
Ｒ
す
れ
ば
よ
い
。

そ
の
分
を
日
本
の
削
減
量
と
し
て
カ
ウ
ン
ト
す
る
こ
と
に
も
こ
だ
わ
る
べ
き
で
は
な
い
。
パ
リ
協
定
の

下
で
各
国
が
自
国
の
削
減
実
績
を
Ｐ
Ｒ
し
た
い
中
で
、
そ
の
よ
う
な
試
み
が
奏
功
す
る
と
は
思
え
な
い

か
ら
で
あ
る
。
パ
リ
協
定
体
制
が
美
人
コ
ン
テ
ス
ト
に
な
る
な
ら
ば
、
国
内
排
出
削
減
一
点
の
み
で
は

な
く
、
多
様
な
セ
ー
ル
ス
ポ
イ
ン
ト
を
用
意
し
た
方
が
よ
い
と
い
う
こ
と
だ
。

石
炭
悪
玉
論
へ
の
対
応

今
次
Ｃ
Ｏ
Ｐ
で
目
立
っ
た
の
は
脱
石
炭
火
力
連
合
の
発
足
や
、
環
境
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
反
石
炭
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
に
代
表
さ
れ
る
石
炭
悪
玉
論
の
尖
鋭
化
で
あ
る
。
環
境
Ｎ
Ｇ
Ｏ
は
様
々
な
投
資
家
や
金
融
機
関
に
質

問
票
等
を
送
り
、
石
炭
分
野
へ
の
エ
ク
ス
ポ
ー
ジ
ャ
ー
に
応
じ
て
○
×
を
つ
け
る
よ
う
な
こ
と
を
し
て

い
る
。
原
子
力
発
電
再
稼
働
の
遅
れ
に
よ
り
石
炭
火
力
新
設
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
存
在
し
、
途
上
国
に
ク

リ
ー
ン
コ
ー
ル
技
術
を
移
転
し
て
い
る
日
本
は
槍
玉
に
あ
が
り
、
日
本
経
済
新
聞
「
温
暖
化
対
策　

中
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印
急
ピ
ッ
チ
─
ゴ
ア
米
元
副
大
統
領
に
聞
く　

日
本
は
石
炭
火
力
支
援
や
め
よ18

」「
Ｃ
Ｏ
Ｐ
23
閉
幕　

石

炭
火
力
推
進
の
日
本
に『
奇
異
』の
目19

」、毎
日
新
聞
「
Ｃ
Ｏ
Ｐ
23
閉
幕　

石
炭
火
力
で
温
度
差
拡
大20

」、
東

京
新
聞「
温
暖
化
対
策　

日
本
50
位　

Ｃ
Ｏ
Ｐ
23　

脱
石
炭
火
力
の
流
れ
に
乗
れ
ず21

」等
が
報
じ
て
い
る
。

し
か
し
、
こ
う
し
た
批
判
は
１
Ｅ
（
環
境
保
全
）
に
基
づ
く
一
方
的
な
も
の
で
あ
る
。
東
ア
ジ
ア
サ

ミ
ッ
ト
首
脳
会
合
議
長
声
明
に
あ
る
よ
う
に
、
ア
ジ
ア
諸
国
が
自
国
の
経
済
発
展
の
た
め
に
ク
リ
ー
ン

な
石
炭
利
用
を
必
要
と
し
て
い
る
の
は
明
ら
か
だ
。
イ
ン
ド
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
に
Ｎ
Ｄ
Ｃ
の
中
で
明

確
に
ク
リ
ー
ン
コ
ー
ル
技
術
を
位
置
づ
け
て
い
る
国
が
あ
る
。
な
ら
ば
Ｃ
Ｏ
Ｐ
の
場
で
石
炭
叩
き
が
プ

レ
ー
ア
ッ
プ
さ
れ
る
中
で
彼
ら
は
な
ぜ
黙
し
て
語
ら
な
い
の
だ
ろ
う
か
。
各
国
内
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策

当
局
と
温
暖
化
交
渉
当
局
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
悪
さ
が
原
因
な
の
か
も
し
れ
な
い
。
筆
者
は
Ｃ

Ｏ
Ｐ
の
サ
イ
ド
イ
ベ
ン
ト
な
ど
で
ア
ジ
ア
諸
国
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
担
当
者
が
自
国
の
エ
ネ
ル
ギ
ー

ミ
ッ
ク
ス
に
お
け
る
石
炭
の
位
置
づ
け
と
ク
リ
ー
ン
コ
ー
ル
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
の
役
割
に
つ
い
て
も
っ
と

声
を
あ
げ
る
べ
き
で
は
な
い
か
と
思
う
。
１
Ｅ
し
か
考
え
な
い
陣
営
か
ら
の
批
判
を
恐
れ
て
３
Ｅ
（
エ

ネ
ル
ギ
ー
安
全
保
障
、
経
済
効
率
、
環
境
保
全
）
を
重
視
す
る
政
策
当
局
が
「
や
ま
し
き
沈
黙
」
を
守

る
の
で
は
、
Ｃ
Ｏ
Ｐ
交
渉
の
場
と
現
実
世
界
の
乖
離
は
広
が
る
ば
か
り
だ
ろ
う
。
米
国
は
中
国
、
イ
ン
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22	 http://www.climatechangenews.com/2017/12/12/trump-seeks-pro-coal-allies-
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ド
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、
豪
州
、
日
本
等
と
共
に
ク
リ
ー
ン
コ
ー
ル
連
合
を
立
ち
上
げ
よ

う
と
し
て
い
る
と
の
報
道
が
あ
る22

。
脱
石
炭
火
力
連
合
が
参
加
国
を
増
や
そ
う
と
し
て
い
る
中
で
、
エ

ネ
ル
ギ
ー
ミ
ッ
ク
ス
の
中
で
の
石
炭
及
び
ク
リ
ー
ン
コ
ー
ル
技
術
の
位
置
づ
け
に
つ
い
て
現
実
的
な
視

点
を
持
つ
国
々
も
声
を
あ
げ
て
い
く
べ
き
だ
と
考
え
る
。

た
だ
し
ク
リ
ー
ン
コ
ー
ル
技
術
に
特
化
し
た
反
論
は
得
策
で
は
な
い
。
重
要
な
こ
と
は
温
暖
化
防
止

と
い
う
一
つ
の
評
価
軸
だ
け
で
特
定
の
技
術
を
排
除
す
る
の
で
は
な
く
、
３
Ｅ
の
観
点
か
ら
各
国
の
実

情
に
応
じ
た
技
術
ミ
ッ
ク
ス
を
支
援
す
る
と
い
う
幅
広
い
ス
コ
ー
プ
を
含
む
現
実
的
な
ア
プ
ロ
ー
チ
を

提
示
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
し
た
が
っ
て
省
エ
ネ
、
原
子
力
、
化
石
燃
料
（
ク
リ
ー
ン
コ
ー
ル
技
術
を
含

む
）、
再
エ
ネ
を
含
む
広
範
な
メ
ニ
ュ
ー
の
中
で
ク
リ
ー
ン
コ
ー
ル
技
術
を
位
置
づ
け
る
べ
き
だ
ろ
う
。

長
期
戦
略
と
カ
ー
ボ
ン
プ
ラ
イ
シ
ン
グ
論
へ
の
対
応

タ
ラ
ノ
ア
対
話
に
お
い
て
ギ
ガ
ト
ン
ギ
ャ
ッ
プ
の
議
論
が
出
て
く
る
こ
と
が
確
実
視
さ
れ
る
こ
と
、

２
０
１
９
年
に
日
本
が
Ｇ
20
議
長
国
に
な
る
こ
と
等
を
併
せ
考
え
る
と
、
２
０
１
８
年
か
ら
２
０
１
９

年
に
か
け
て
長
期
戦
略
の
議
論
と
絡
め
て
内
外
の
環
境
関
係
者
が
カ
ー
ボ
ン
プ
ラ
イ
シ
ン
グ
導
入
論
を
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強
め
る
こ
と
が
見
込
ま
れ
る
。
炭
素
税
、
排
出
量
取
引
等
の
明
示
的
カ
ー
ボ
ン
プ
ラ
イ
シ
ン
グ
の
問
題

点
に
つ
い
て
は
21
世
紀
政
策
研
究
所
「
カ
ー
ボ
ン
プ
ラ
イ
シ
ン
グ
に
関
す
る
諸
論
点
」（
２
０
１
７
年
７

月
）
に
お
い
て
論
じ
て
い
る
が
、
我
が
国
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
コ
ス
ト
の
高
さ
、
暗
示
的
炭
素
価
格
の
存
在
、

国
際
競
争
力
、
経
済
へ
の
悪
影
響
等
、
引
き
続
き
理
論
武
装
・
発
信
が
必
要
に
な
る
。
ま
た
日
本
企
業

が
温
暖
化
防
止
の
コ
ス
ト
負
担
を
忌
避
し
て
い
る
」
と
の
い
わ
れ
な
い
誤
解
を
防
止
す
る
た
め
に
も
、

コ
ス
ト
負
担
の
見
え
る
化
、
民
間
部
門
が
自
主
的
に
設
定
す
る
イ
ン
タ
ー
ナ
ル
・
カ
ー
ボ
ン
プ
ラ
イ
シ

ン
グ
等
の
手
立
て
を
考
え
て
お
く
こ
と
も
重
要
で
あ
る
。
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お
わ
り
に

以
上
、
ト
ラ
ン
プ
大
統
領
の
パ
リ
協
定
離
脱
表
明
か
ら
Ｃ
Ｏ
Ｐ
23
に
至
る
ま
で
の
国
際
的
動
向
に
つ

い
て
私
見
も
交
え
つ
つ
概
観
し
た
。
２
０
１
８
年
に
は
以
下
の
と
お
り
様
々
な
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
が
予
定

さ
れ
て
い
る
。

　

４
月
30
日
〜
５
月
10
日　

補
助
機
関
会
合
＋
タ
ラ
ノ
ア
対
話
準
備
段
階
会
合
（
ボ
ン
）

　

６
月
８
日
〜
６
月
9
日　

Ｇ
７
サ
ミ
ッ
ト
（
カ
ナ
ダ
・
シ
ャ
ル
ル
ボ
ワ
）

　

９
月
12
日
〜
９
月
14
日　

�G
lobal C

lim
ate A

ction S
um

m
it 

（
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
主
催
、
サ
ン

フ
ラ
ン
シ
ス
コ
）

　

９
月
18
日
〜
９
月
30
日　

国
連
総
会
（
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
）

　

９
〜
10
月　
　
　
　
　
　

�

Ｉ
Ｐ
Ｃ
Ｃ（
気
候
変
動
に
関
す
る
政
府
間
パ
ネ
ル
）
１
・
５
度
特
別
報
告
書
の

発
出
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秋　
　
　
　
　
　
　
　
　

追
加
交
渉
会
合
？

　

11
月
30
日
〜
12
月
１
日　

Ｇ
20
サ
ミ
ッ
ト
（
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
・
ブ
エ
ノ
ス
ア
イ
レ
ス
）

　

12
月
３
日
〜
12
月
14
日　

�

Ｃ
Ｏ
Ｐ
24
＋
タ
ラ
ノ
ア
対
話
政
治
段
階
会
合
（
ポ
ー
ラ
ン
ド
・
カ
ト
ヴ
ィ

ツ
ェ
）

Ｃ
Ｏ
Ｐ
24
が
開
催
さ
れ
る
カ
ト

ヴ
ィ
ツ
ェ
は
ポ
ー
ラ
ン
ド
南
部
に
位

置
す
る
工
業
都
市
で
あ
り
、
石
炭
、

亜
鉛
・
鉛
な
ど
を
産
す
る
。
第
二
次

世
界
大
戦
後
、
共
産
体
制
下
の
ポ
ー

ラ
ン
ド
が
環
境
へ
の
配
慮
を
欠
い
た

ま
ま
工
業
生
産
の
増
加
を
図
っ
た
た

め
、
カ
ト
ヴ
ィ
ツ
ェ
や
ク
ラ
ク
フ
な

ど
の
環
境
汚
染
が
深
刻
化
し
、
現
在

カトヴィツェ市内

カトヴィツェ大聖堂
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も
水
質
、
大
気
、
土
壌
汚
染
問
題
が
存
在
す
る
。
約
70
キ
ロ
東
に
ク
ラ
ク
フ
、
30
キ
ロ
南
東
に
オ
シ

フ
ィ
エ
ン
チ
ム
（
独
語
名
：
ア
ウ
シ
ュ
ヴ
ィ
ッ
ツ
）
が
あ
る
。
論
点
整
理
や
進
捗
状
況
の
確
認
を
す
る

ス
ト
ッ
ク
テ
ー
キ
ン
グ
Ｃ
Ｏ
Ｐ
で
あ
っ
た
Ｃ
Ｏ
Ｐ
23
で
す
ら
１
万
９
０
０
０
人
が
集
ま
っ
た
の
だ
か
ら
、

Ｃ
Ｏ
Ｐ
24
は
も
っ
と
人
数
が
増
え
る
こ
と
は
確
実
だ
。
し
か
し
カ
ト
ヴ
ィ
ツ
ェ
市
内
の
ホ
テ
ル
収
容
能

力
は
８
０
０
０
人
弱
だ
と
言
わ
れ
て
お
り
、
既
に
ホ
テ
ル
予
約
が
難
し
く
な
っ
て
い
る
。
な
ぜ
キ
ャ
パ

シ
テ
ィ
の
面
で
難
の
あ
る
カ
ト
ヴ
ィ
ツ
ェ
が
選
ば
れ
た
の
か
は
不
明
だ
が
、
大
き
な
国
際
会
議
の
開
催

に
よ
る
地
域
振
興
を
狙
っ
た
と
の
見
方
、
更
に
は
脱
石
炭
論
が
吹
き
荒
れ
る
Ｃ
Ｏ
Ｐ
を
敢
え
て
石
炭
地

域
で
開
催
す
る
こ
と
で
石
炭
オ
プ
シ
ョ
ン
を
重
視
す
る
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
ポ
ジ
シ
ョ
ン
を
示
す
た
め
の
も

の
だ
と
の
見
方
も
あ
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
市
外
か
ら
「
通
勤
」
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
参
加
者
は
か
な

り
の
数
に
な
る
だ
ろ
う
。

Ｃ
Ｏ
Ｐ
24
に
向
け
て
本
格
交
渉
の
モ
メ
ン
タ
ム
が
盛
り
上
が
る
の
か
。
ま
ず
は
共
同
議
長
の
リ
フ
レ

ク
シ
ョ
ン
ノ
ー
ト
提
出
を
受
け
て
行
わ
れ
る
今
年
（
２
０
１
８
年
）
の
４
〜
５
月
の
補
助
機
関
会
合
の

雰
囲
気
が
注
目
さ
れ
る
。
引
き
続
き
、
状
況
を
ウ
オ
ッ
チ
し
、
報
告
を
し
た
い
。
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